


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





















　Contents





第１話　淫魔の潜む村

第２話　女戦士は誘拐魔!?

第３話　ケモミミキケン!?　呪われた勇者サマ

第４話　キューピドル人形にご用心

あとがき










[image: 勇者サマは13歳！]














第１話　淫魔の潜む村










　アーバンク大陸は、肥ひ沃よくな大地と豊富な水、そして豊かな緑を有した大陸である。大陸全土が、アーバンク王国領であり、各地に無数の町や村が点在していた。そこに暮らす人々を苦しめているのが、闇やみの世界に属する存在、《魔ま物もの》であった。異形と異能を併せ持つ魔ま物ものたちは、田畑を荒あらし、家か畜ちくや人を襲おそい、時に町や村に深刻な被ひ害がいをもたらすことさえあった。そんな魔ま物ものたちと渡わたり合あい、大陸の平へい穏おんを保つ者こそが、《冒ぼう険けん者》なのであった。









　アーバンク大陸の東の外れに位置するイナカーノ村。夕暮れ時の小さな村の出入り口には、たくさんの村人たちが集まっていた。彼かれらが待ちわびているのは、冒ぼう険けん者、それも勇者のパーティーだった。

　戦せん闘とう能力が優すぐれているだけでなく、勇ゆう魔ま法ほうと呼ばれる固有の魔ま法ほうまで使うことができる勇者は、数ある冒ぼう険けん者の職業の中でも特別であり希少な存在だった。

「うちの村の発注したクエストを、まさか勇者様のパーティーが引き受けてくれるとは思いもしなかっただよ」

　村人のひとりがしみじみと呟つぶやいた。他の者も、『んだんだ』と頷うなずいている。

　アーバンク大陸では、大陸中にネットワークを広げる冒ぼう険けん者ギルドにクエストの発注を行うことで、誰だれでも冒ぼう険けん者の力を頼たよることができるシステムになっていた。

　しかし、クエストを引き受けるかどうかは個々の冒ぼう険けん者の自由意思に任されていた。簡単かつ報ほう酬しゆうのいいクエストはすぐに引き受ける冒ぼう険けん者が現れるものの、困難なものや報ほう酬しゆうの悪いクエストはそうもいかない。中には何ヶ月、ひどい時には何年も放置されてしまうクエストも珍めずらしくはなかった。

　実はここ、イナカーノ村では、魔ま物ものがらみの事件が起こっている真っ最中だった。そこで近きん隣りんの町へと向かい、事件解決のクエストを発注したのが早、半年前。しかし、村で用意した報ほう酬しゆうがあまりにも少額だったため、引き受けてくれる冒ぼう険けん者はいなかった。

　村人全員が半ば諦あきらめ、村を捨てることさえ考え始めていた矢先。冒ぼう険けん者がクエストを引き受けたという知らせが飛とび込こんできたのだ。しかもそれが勇者率いるパーティーだと聞けば、テンションが上がるのも当然のことだった。

「誰だれかこっちに来るべ！」

「きっと勇者様だ！　そうに違ちがいないだ！」

　屈くつ強きような戦士や敬けい虔けんな神官、ミステリアスな雰ふん囲い気きの魔ま法ほう使つかい。そして、笑え顔がおと白い歯が似合うたくましい勇者。

　村人たちがそんなパーティーを思おもい描えがく中、暗い山道を通って訪問者はやって来た。

　ひとりは、若い女性だった。年は見たところ十八、十九といったところ。少しくせのあるふわふわの巻き毛をしている。顔立ちはかなり可愛かわいらしい部類に入るだろうが、いかんせん表情に緊きん張ちよう感がない。

　服装こそ、アーバンク大陸の主要宗派のひとつ、セインタリア教の聖職服を着ているものの、一いつ般ぱん的な神官のイメージとはかけ離はなれていた。

　そしてその女性の隣となりを歩いていたのは、見るからにやんちゃそうなひとりの少年だった。ビシっとした眉まゆ毛げとツンツンと立った髪かみが特とく徴ちよう的。少年には不ふ釣つり合あいな大きくて長い剣けんを背負っている。

　村の中まで入ってきたふたりは、村人たちの前で足を止めた。

「イナカーノ村はここで間ま違ちがいねーか？」

　少年がぶしつけに尋たずねる。

「そ、そうですだ。あの、おふたりは？」

「クエストを受けた冒ぼう険けん者だ」

　少年の答えに、村人たちは戸と惑まどった様子で顔を見合わせた。ごにょごにょと小声で話し合う。

「どういうことだべ？　まさか、この子供が勇者様だか？」

「馬ば鹿か、勇者様は、ハンサムな顔立ちに白い歯がキラリと光る青年だって相場が決まってるだよ。こんなちびっこくて愛あい想そのないガキンチョが勇者様であるはずがねえだ」

　困こん惑わくする中、村長が声を張り上げる。

「お前たち、しっかりするだ。おふたりは、勇者様の仲間なんだべ。お忙いそがしい勇者様に代わって、先に現地入りして準備を整えておく、いわゆる先行チームというものだべ！」

　村長の言葉に、村人たちが納なつ得とくした。

「失礼いたしましただ。わしがこの村の村長ですだ。それで、勇者様はいつ頃ごろ到とう着ちやくなさるので？」

「何言ってるんですか？　勇者サマならここにいるじゃないですか」

　女性が当然のことのように答えた。

「えっ、どこに？」

「ここにですよ」

　そう言うや否いなや、女性は少年に横から抱だき付ついた。

「ね～っ、勇者サマ♡」

「ば、バカ！　離はなれろ！　くっつくなよ！」
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　顔を真っ赤にした少年が女性を突つき放はなす。人前で歳上の女性に抱だき付つかれるなんて恥はずかしくてたまらないといった様子だ。思春期の少年にありがちな反応だった。

「あーん、勇者サマったら。そんなに邪じや険けんにしないでくださいよー」

　ふたりのそんなやり取りを、村人たちは啞あ然ぜんとして見つめていた。

「あの、本当に勇者様なので？」

「なんだよ。お前ら、オレが勇者だって信じてないのかよ」

　少年は不ふ機き嫌げんそうにフンと鼻を鳴らす。

「確かにオレはちょびっと背が低いけど、バリバリの十三歳さいなんだぜ！」

「ついこの間が誕生日でしたから、どちらかと言えばホヤホヤの十三歳さいですけどね」

「エリーゼ、余計なこと言うんじゃねーよ！」

　少年が女性を睨にらみ付つけた。

　十三歳さいになったばかりってことを考こう慮りよしても、少年の背は低い方だろう。正直、村人たちはこの少年を十歳さいぐらいだと思っていた。しかし、たとえ十三歳さいと分かったところで勇者だと信じることはできなかった。駆かけ出だしの戦士、盗とう賊ぞくと言うならまだ分かるが、勇者を名乗るにはまだ若すぎる。口調や雰ふん囲い気きだって、まだまだ幼さを感じさせるものだ。

「ほらよ、これで納なつ得とくできるだろ？」

　少年がポケットから取り出し見せたのは、掌てのひらに収まるサイズの金属製の紋もん章しよう板だった。

　冒ぼう険けん者ギルドが発行している冒ぼう険けん者としての身分証明書だった。そこには名前、そして職業がしっかりと刻まれている。特とく殊しゆな魔ま法ほうがかけられており、本人が握にぎった時にのみ文字がうっすらと発光する仕組みになっていた。

　また、裏側には引き受けたクエストの内容が刻まれるという機能もあった。クエスト達成時には、それも表示されるようになっている。

　村人たちは、目の前でうっすらと輝かがやく文字を読んだ。




　勇者・タオン・ブレイブ




「ほ、本物ですだ……」

　村長が掠かすれた息で呟つぶやく。

「あ、ちなみにわたしはこういうものです」

　女性も、少年と同じく紋もん章しよう板を取り出し突き出した。文字が輝かがやく。




　神官・エリーゼ・マリフレール




　十三歳の少年の勇者に、信しん仰こう心の薄うすそうな神官。こんなコンビに、現在村で起こっている事件を解決できるとは思えなかった。

　かなりテンションを下げながらも、村長が口を開いた。

「では、勇者様。歓かん迎げいの宴うたげを──」

「そんなのは必要ねーよ」

　少年の勇者、タオンは村長の申し出をきっぱりと断った。

「魔ま物ものに襲おそわれてるんだったな？　詳くわしく教えてくれよ」

「分かりましただ」

　村長は説明を始めた。

「魔ま物ものが現れたのは、半年ほど前のことですだ。夜な夜な村を訪おとずれては、村人たちを襲おそっていきますだよ。この半年で、何人もの村人が犠ぎ牲せいになりましただ」

「その魔ま物ものの住すみ処かは分かるのか？」

「分かりませんだ。夜眠ねむっていると、音もなく現れますだよ。追いかけようとしても、夜空に消えてしまいますだ」

「飛行タイプの魔ま物ものか。確かにそいつは厄やつ介かいだな」

「夜の空に逃にげられたら、追いかけるのも大変ですもんね」

　タオンの呟つぶやきに、エリーゼも同意した。

「もう何日も現れてませんだ。向こうもかなり飢うえているはず。今晩あたり来てもおかしくありませんだよ」

　村人たちが恐おそろしいと身み震ぶるいをした。

「少し情報を整理させてくれ。その魔ま物ものは、夜眠ねむっていると現れる。飛行タイプで、追つい跡せきは難しい。でもって、今晩あたり来そうなんだな？」

「そうですだ」

　タオンは少しだけ考えてから、こんな提案をした。

「分かった。じゃあこうしよう。適当な家を一軒けん貸してくれ。オレはそこで寝ねたフリをして魔ま物ものを待まち伏ぶせる。でもって村の連中は、今晩はどこか一ヶ所に集まって寝ねずに過ごしてくれ。それで、魔ま物ものの狙ねらいはオレに絞しぼられるはずだからな」

「なるほど、勇者サマが囮おとりになるって作戦ですね。さすが勇者サマ、とってもかしこいです！」

　大おお袈げ裟さに褒ほめるエリーゼを無視し、タオンは村長に尋たずねる。

「どうだ？」

　確かにそれなら魔ま物ものの狙ねらいを彼かれに集中させることができるだろう。

「分かりましただ。勇者様のおっしゃるとおりにいたしますだよ」

　藁わらにもすがる想おもいで、村長は大きく頷うなずいたのだった。
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　タオンが借りることになったのは、村の端はしに位置する小さな家だった。

「ここは空き家ですから、好きに使ってくれていいですだよ」

　案内した村長が、魔ま光こうランプをつける。

　魔ま光こうランプというのは、魔ま光こう石せきという石を使ったランプのことだ。魔ま光こう石せきは刺し激げきを与あたえることで、一定時間、輝かがやきを発する特性を持っている。大陸のあちこちで鉱脈が見つかっており、さほど高価なものでもない。

　ランプの明かりに照らされた家の中は、思ったよりずっと簡素だった。簡単な台所があり、家具は小さなベッドと椅い子すとテーブルがあるのみだ。

「魔ま物ものが現れるのは主に深夜ですだ。それまではまだ時間がありますから、どうぞゆっくり休んでくだされ。後で簡単な食事を運ばせますだ」

「助かるぜ。で、さっきオレが話したこと、大だい丈じよう夫ぶそうか？」

「はい、わしらは村の広場に集まって夜通し起きていることにしますだよ」

　それでは、と深々と一礼し村長が家を出ていく。タオンとエリーゼのふたりが残された。

「ふう、今日はずっと歩きっぱなしで疲つかれちゃいましたね」

　ベッドに腰こしを下ろし、エリーゼが両足を前へと伸のばした。

「勇者サマ、今度大きなクエストでたくさんお金がもらえたら、思い切って馬車でも買っちゃいませんか？　移動もきっと楽になりますよ」

「必要ねーな。そんなもん買ったら、逆に身動きが取りにくくなるだろ。馬車が入れないような森なんかに入ることだって多いし」

「そういう時は、馬車を森の前で待たせてたりするんですよ。他の勇者のパーティーは、専属の御ぎよ者しやなんて雇やとったりしてるんですから」

　そこまで話したところで、エリーゼは言葉を止めた。

「いやいや、ダメです。前言撤てつ回かいです。やっぱり馬車はいりません」

「どうしたんだよ？　さっきまで馬車が欲ほしいって言ってたくせに」

「わたし、気付いちゃったんです。下手に馬車を買って御ぎよ者しやまで雇やとっちゃったら、勇者サマとのラブラブふたり旅が終わっちゃうじゃないですか！」

「そもそもそんな旅、オレは始めた覚えはねーからな」

　うんざりとした顔でタオンがそんなツッコミを入れる。

「ところでエリーゼ。お前、いつまでオレにくっついて来るつもりなんだ？」

「いつまでって、ずっとに決まってるじゃないですか。それとも、勇者サマはわたしが一いつ緒しよだと迷めい惑わくですか？」

「迷めい惑わくだ」

　少しも考えることなく、タオンは即そく答とうした。

「ふえーん」

　大きくショックを受けるエリーゼだったけど、立ち直りも早かった。腰こしかけていたベッドから立ち上がると、タオンにまとわりつく。

「そんなこと言わないでくださいよ。パーティーに神官がいればとっても便利ですよ。勇者サマが傷ついた時にはいつでも回復の聖せい魔ま法ほうで治してあげられます！」

　聖せい魔ま法ほうは、神の祝福を受けた神官だけが使える聖なる魔ま法ほうだ。攻こう撃げきよりも、サポートにおいてその真価を発揮する。

　しかし、タオンはあっさりと言った。

「別に回復の魔ま法ほうぐらいならオレも使えるぞ」

「毒や麻ま痺ひの状態異常にだって対処できますよ」

「それもできるし」

　噓うそではない。勇者のみが使える勇ゆう魔ま法ほうには、回復系の魔ま法ほうもひととおりそろっていた。

　下手に冒ぼう険けん者たちとパーティーを組むよりも、ソロの方がはるかに効率的にクエストをこなすことができる。それこそが勇者という職業の真しん髄ずいでもあった。

　そして、勇者パーティーが熟練者たちの集まりだというのもこういったことが理由となっている。よほど優ゆう秀しゆうな冒ぼう険けん者でなければパーティーに加える意味がないのだ。

「お前がオレにくっついて来てから、オレがお前に助けられたことってあったっけ？」

「もちろんありますよ。それは……」

　しばし記き憶おくの発はつ掘くつ作業が行われた。そしてそれは失敗した。

「すみません。ありませんでした」

「じゃあ逆に聞くが、オレがお前を助けたことは？」

「はい、よく聞いてくれました！」

　エリーゼは嬉うれしそうに叫さけぶと、神官のローブの中から一冊の日記帳を引っ張り出した。

『わたしと勇者サマのときめきダイアリー』

　と題されたピンク色のひどく少女趣しゆ味みの日記帳だ。

「勇者サマとの思い出は全部、全部、書き留めてあるんですよ」

「オレの知らないとこで、しょーもないことをしてんだな」

　呆あきれるタオンの前で、エリーゼが日記帳を開いた。

「最初は、雫しずくの月の二十五日ですね。ゴブリンの大群に囲まれたわたしを勇者サマが助けてくれました。それからその三日後に、川でサハギンに引ひきずり込こまれようとしたところをやっぱり勇者サマが引っ張り上げてくれました。それからその三日後に、ハーピーにさらわれそうになったわたしを──」

「いや、いいよ。全部聞いてると明日の朝になりそうだから」

　うんざりとした顔でタオンがエリーゼを制した。

「でも、これで分かっただろ？　お前はオレの役に立つどころか、逆に迷めい惑わくをかけてるんだよ！」

「待ってくださいよ。確かに勇者サマにはたまーに助けてもらったりしていますけど」

「日記の日付を確かく認にんしろよ。三日に一度は助けられてるだろーが」

　痛い所を突つかれ、さすがのエリーゼも、少々バツの悪そうな顔をする。

「でもまあ、あれですよ。何も魔ま物ものとの戦せん闘とうだけがすべてじゃありませんよ。わたしの使う【ウォッシュ】とか【クリーン】とか、あと【フレッシュ】なんて冒ぼう険けん中はすごく便利じゃないですか」

　聖せい魔ま法ほうには、戦い以外で役に立つ魔ま法ほうがいくつもあった。【ウォッシュ】は、体の汚よごれを落とす魔ま法ほう。【クリーン】は服をキレイにする魔ま法ほう。そして【フレッシュ】は、食材の鮮せん度どを蘇よみがえらせる魔ま法ほうだ。

「それに、わたしの心も体もすでに勇者サマのものです！　勇者サマがムラムラした時はわたしがこの体で発散させてあげますから！」

「や、やかましいっ！」

　顔を真っ赤にしてタオンが叫さけんだ。

「誰だれがそんなこと頼たのむかよ！」

「またまた。勇者サマってば十三歳さいなんですから、そういったことにも興味があるお年とし頃ごろですよね。むしろ絶好調じゃないですか？　わたしだったらいつでもウェルカムで──」

　それ以上、エリーゼは喋しやべれなかった。タオンによって強ごう引いんに家の外へと追い出されてしまったからだ。バタンと音をたてて扉とびらが閉められる。

「ちょっ、勇者サマ！　開けてくださいよ！　軽い冗じよう談だんじゃないですか？　ねえってばねえ！」

　エリーゼが必死に弁明する。

「一いつ緒しよに魔ま物ものを待まち伏ぶせるんじゃないんですか!?」

「最初から待まち伏ぶせはオレひとりでするつもりだったんだ。お前は村の連中が魔ま物ものに狙ねらわれないか一応、見張ってろ！　もし魔ま物ものが村の連中の方に現れたら、聖せい魔ま法ほうで持ちこたえとけ。騒さわぎを聞いたら、オレもすぐ向かうからな」

　扉とびら越ごしにタオンの声が聞こえた。

「そんなこと言わないで、一いつ緒しよに待まち伏ぶせしましょーよ。わたしも寝ねたフリをしますから。勇者サマのすぐお隣となりで♡」

「いいから行けええええ!!」

　エリーゼの下心を察知したのか、タオンが叫さけぶ。

「あーん、そんなこと言わないでくださいよー。勇者サマー！」

　エリーゼの空むなしい声が夜の村に響ひびいたのだった。





★






「あーあ、追い出されちゃいましたね」

　村の中をとぼとぼと歩きながら、エリーゼが残念そうに呟つぶやいた。

「せっかく自然な形で勇者サマと一いつ緒しよに眠ねむれると思ったのになあ」

　そう、今現在、エリーゼが目標としていることはひとつ、『タオンと一いつ緒しよのベッドで眠ねむること』だったのだ。

　タオンが今回の作戦を語った時から期待していただけに、ガッカリ感も半はん端ぱなかった。

　タオンにくっついて冒ぼう険けん者としての旅をするようになってからもう三ヶ月が経過している。その間、一度としてこの企たくらみが成功したことはなかった。

　宿屋に泊とまる際にはきっちり二部屋取って別々になってしまう。野宿の際にも、エリーゼが近づこうものならタオンは持ち前の勘かんで察し、目覚めてどこかへ行ってしまう。エリーゼには行けそうもない木の上なんかに。

「もうっ、勇者サマってばかたくななんですから」

　すごく嫌きらわれているとは思っていない。もしそうだったらとっくの昔に本気で追おい払はらわれていることだろう。嫌いやがりながらも、一応はエリーゼの同行を許してくれている。

　ただ、タオンは思春期で歳上のお姉さんのアプローチに慣れていないだけ、エリーゼはそう認にん識しきしていた。

　だからこそ、焦あせらずゆっくり親しん睦ぼくを深めていけばいいと思っている。思ってはいるものの……。時として恋こいする乙女おとめ心に歯止めが利かなくなってしまうのだ。

「仕方ないんです。勇者サマがステキすぎ……そう、ステキングなのがいけないんです！」

　そんな自分勝手な説明で自分を正当化した。

「まあいいです。これから先、チャンスはきっとありますから」

　持ち前の能天気さで気持ちを奮い立たせたエリーゼは、今はタオンの指示に従うことにした。

　タオンの求める仕事をこなし、ちゃんとしたパーティーの一員として認めてもらう。

（そしてその後は……ウフフフフ）

　恋こいする乙女おとめの妄もう想そうを膨ふくらませながら村の中をぶらつくことしばらく。村の広場へとやって来た。

　村人たちはそこに集まっていた。あちこちに大型の魔ま光こうランプを設置し、テーブルや椅い子すを並べて騒さわいでいる。

「こんばんは。何をしてるんですか？」

「あっ、神官様。勇者様と一いつ緒しよでないんだべか？」

「それが、囮おとりは自分ひとりでやるって言って追い出されちゃったんですよね。わたしは、村の人たちが襲おそわれないよう見張るようにって」

「あの勇者様がひとりで囮おとりを……だべか」

「ってことは、狙ねらいはあっちだべな」

「確かにひとりの方があの魔ま物ものがやって来る可能性は高いけんど、大だい丈じよう夫ぶだか？」

　村人たちが不安気に囁ささやき合う。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。なんてたって勇者サマなんですから。夜の闇やみに紛まぎれてコソコソ人を襲おそってるような卑ひ怯きような魔ま物ものなんか、マッハで瞬しゆん殺さつですよ。略して、マッ殺さつです」

　自信たっぷりに答えるエリーゼのお腹なかが、ク[image: ～][image: ～]と可愛かわいらしい音を立てた。

「あ、すみません。わたし、夕ご飯がまだなんです」

「だったら一いつ緒しよに食べるだよ」

「そうだべ、そうだべ。遠えん慮りよすることねーだ」

「オラたちは、言われたとおり一ヶ所に集まって一晩過ごすことにしただよ。丁度、歓かん迎げいの宴うたげの準備をしてたから、それをそのまま利用させてもらってるだ」

　なるほど、よく見れば料理やお酒が用意されていた。

　村人たちに促うながされ、エリーゼは特等席へと座すわらされる。たくさんの料理が集められた。

「さすがにこんなには食べられませんよ」

「だったら酒はどうだべか？　あっ？　ひょっとして戒かい律りつで禁止されてるべか？」

「いえいえ、セインタリア教の戒律はわりとユルユルなので大だい丈じよう夫ぶです。お酒を飲んだところで信しん仰こう心が揺ゆらいで神官としてのパワーが落ちることもありません。だから遠えん慮りよなくいただきますねー」

　そう言うと、エリーゼは自ら木のジョッキへと手を伸のばした。そこに入っていた果実酒を一気に飲み干す。ゲラップという果実を発はつ酵こうさせて作る果実酒だ。わりと簡単に作れることもあり、辺境の村では一いつ般ぱん的に飲まれている。

「ぷはああああああ！」

　気持ち良さそうにエリーゼはお酒を飲みほした。この村のゲラップ酒はかなり強く、すぐに顔は赤くなり、目がトロンとしている。

「こんなことを聞いたら失礼かもしんねえけど。あの勇者様は本物の勇者様なんだべか？」

「もちろんですよ。勇者サマは、どこに出しても恥はずかしくないような、正しよう真しん正しよう銘めいの勇者サマです。まあ、本当はどこにも出したくないんですけどね。ずっとわたしの側にいて欲ほしいから。ウフフフフ」

　頰ほおを上気させながら言う。

「神官様はどうして冒ぼう険けん者なんかになっただか？　神官様なら、冒ぼう険けん者にならず教会にずっといて病気を治したりする仕事もあるはずだべ」

「はい、そうですね。各地の教会に駐ちゆう在ざいして治ち療りようや呪のろいの除去を専門とする神官の方も大勢いますね。でも、わたしは冒ぼう険けん者を希望しました。だって、コンカツにはそれが一番ベストな方法でしたから」

　コンカツ。

　場ば違ちがいな言葉の登場に、話を聞いていた村人たちは戸と惑まどった。

「コンカツって……、結けつ婚こんする活動って意味の婚こん活かつのことだべか？」

「はい、そうです。そのコンカツです」

　エリーゼは夢見る乙女おとめの表情で語り始める。

「わたし、小さい頃ころから勇者のお嫁よめさんになるって決めてました。だから冒ぼう険けん者になったんです。だってそうすれば、勇者と知り合うことができますから。あっちこっちのパーティーを渡わたり歩あるいて色んな勇者を見て回った結果、とうとう見つけた理想の勇者、それが、勇者サマ、タオン・ブレイブ様なんです。だから半ば強ごう引いんにでもくっついて旅をして、わたしのことを好きになってもらおうとしてるんです。ウフフ」

　はにかむエリーゼ。しかし村人たちはどうにも腑ふに落ちない顔をしていた。

　色々な勇者を見て回ったのなら、なおさらどうしてあの少年勇者を選んだのかが理解不能だったからだ。

「あっ、誤解しないでくださいよ。わたしは決して男の子が好きな趣しゆ味みの持ち主じゃありませんからね。勇者サマの心根にわたしは惹ひかれたんです。まあ、今となっては勇者サマの外見も気に入ってますけど」

「はあ、そうだべか？」

　どうにも村人たちの反応は薄うすかった。それがエリーゼには我が慢まんならなかった。

「あ、皆みなさん信じてませんね。勇者サマこそが勇者の中の勇者、キングオブザ勇者ってことを！」

「い、いえ、そんなことありませんだよ」

「そうですだ。信じてますだ」

　取とり繕つくろうように同意をしたものの、エリーゼの不信感は拭ぬぐえなかった。

「いーえ、その顔は全然信じてませんって顔です。だったらわたし話しちゃいますよ。わたしが勇者サマが完かん璧ぺきな勇者だって気付いた、あのクエスト。ふたりの出会いの物語を」

　そしてエリーゼは語り始めた。




　………………それはそれは長い話だった。




「でですね、話はこれからなんですけど」

　話を聞いていた村人は皆みなしてテーブルに突つっ伏ぷして眠ってしまっていた。

「ちょっとぉ！　なに皆みなさん寝ねちゃってるんですか！　これからがいいところなんですよ！　起きてちゃんと話を聞いてくださいよ！　眠ねむってたら、魔ま物ものに襲おそわれちゃいますよ！」

「いや、それは大だい丈じよう夫ぶだと思われますだ」

　村長がやって来て言った。

「あの魔ま物ものが狙ねらうのは、静かに家で眠ねむっている人間だけですだ。これだけたくさんの人間が周りにいて騒さわいでいる状態なら問題ないですだ。ちゃんと狙ねらいどおり勇者様の方へ向かうと思われますだよ」

「そうですか。それならいいんですけど」

　残っていたゲラップ酒で喉のどを潤うるおしてから、エリーゼは思い出したように村長に尋たずねた。

「ところで村長さん。この村を襲おそってる魔ま物ものって、一体どんな魔ま物ものなんですか？　冒ぼう険けん者ギルドのクエストボードには、魔ま物ものの名前も詳しよう細さいも書かれてませんでしたけど」

「えっ、そうなんだべか？　クエストの発注をうっかり者のナバに任せたのが失敗だったべ。そんな肝かん心じんなことを伝えていないなんて」

　村長が顔をしかめる。

「分かりましただ。ちゃんと説明いたしますだよ。この村を襲おそっている魔ま物もの、その名前は──」

「その名前は？」

「サキュパスですだ」

　サキュパス、別名、淫いん夢む悪あく魔ま。美しい女性の姿を持ち、夜、眠ねむっている男性のもとへと現れては精気を吸い取る特性を持っている。

　もっと分かりやすく言えば、夜に家にやって来てＨなことをしてしまう悪あく魔まだ。

　それだけ聞くとむしろ来て欲ほしいなんて思う男性もいるかもしれないが、決してそんな生易しい魔ま物ものではない。サキュパスに精気を吸われた人間は、一、二ヶ月は起き上がれないほどに衰すい弱じやくしてしまうのだ。死人が出ることだって珍しくはない。

（つまり、村人が襲おそわれるっていうのは……そういった意味だったんですね）

　納なつ得とくしたエリーゼは、そこでハッとする。今現在、タオンが空家にて寝ねたフリをし、魔ま物ものが来るのを待まち伏ぶせていることを思い出したのだ。

　その魔ま物ものが、サキュパスだとは知らずに！

「それから……」

　話を続けようとする村長の声を聞こうともせず、エリーゼは血相を変えて立ちあがった。

「大変です！　このままじゃ勇者サマが危ないです！　勇者サマ、食べられちゃいますよ！」

　猛もう然ぜんと広場を飛び出していく。まだ起きていた村人たちが不思議そうに村長に尋たずねた。

「村長、どうしただ？　神官さん、えらい勢いで走って行ったけんど」

「いや、サキュパスの話をした途と端たん、勇者様が食べられるとか叫さけんで飛び出していってしまっただよ」

「食べられる？　サキュパスは人は食わないはずだべ。あっ、別の意味での食われるってことかもしれねーだな。あの勇者様、見たところ童どう貞ていっぽいし。うしし」

「下らないことを言うんじゃないべ。しかし……」

　村長が考かんがえ込こむ。

「確か子供と老人はサキュパスも狙ねらわないはず。今いま更さらだけんど、ちゃんと勇者様のとこに現れるんだべか？」





★






　所変わってこちらはタオンのいる一いつ軒けん家や。

　村人が運んできてくれた簡単な食事を済ませたタオンは、魔ま光こうランプに照らされる部屋の中、ベッドに横になり頭から薄うすい毛布をかぶっていた。

「くー、すー」

　規則的な寝ね息いきが立てられている。完かん璧ぺきな寝ねたフリ……というわけではなかった。実はタオン、普ふ通つうに寝ね入いってしまっていたのだ。

　精せい一いつ杯ぱい大人ぶってはいるものの、まだ十三歳さいになったばかりの少年。すこぶる寝ね付つきは良かった。

　それでも、タオンはふと深い眠ねむりから覚かく醒せいした。キコキコという軋きしむ音を耳にしたからだ。それは窓が開かれる音だった。何者かが部屋に入ってくる気配も感じる。

　間ま違ちがいなく魔ま物ものだとタオンの勘かんが訴うつたえていた。こういった時のタオンの勘かんは、これまで外れたことがなかった。

（来やがったな）

　毛布の下で、タオンは愛用の剣けんを握にぎり締しめる。

　気配が近づいてくる。頃ころ合あいを見計らい、タオンはかぶっていた毛布を跳はね除のけベッドの上に立ち上がった。

「この村の住人を襲おそう魔ま物ものめ！　このオレ、勇者タオン・ブレイブがぶった斬ぎってやる！」

　剣けんを鞘さやから抜ぬき構えたまでは良かったが、そこでタオンは驚きよう愕がくに目を見開いた。

「なっ!?　なななっ!?」

　魔ま光こうランプの明かりに照らされる魔ま物ものの姿を目まの当あたりにしたからだ。

　女性型の魔ま物ものだった。かなりの美人と言えよう。大きな胸、くびれた腰こし、セクシーなお尻しり、むっちりとした太ももと、見事なまでのプロポーションの持ち主だ。

　露ろ出しゆつのかなり高い黒いボンデージ服を着用している。豊満な胸が今にもポロリと零こぼれ落おちそうだった。背中には黒いコウモリの翼つばさを生やしている。

「お、お前!?　ひょっとしてサキュパスなのか!?」

『ええ、見てのとおり。サキュパスよん♥』

　魔ま物もの、サキュパスは体をくねらせるとセクシーポーズ＆セクシーボイスで答えた。

「なっ!?　なっ!?　なっ!?」

　タオンはもうパニック状態だった。まさかこの村を襲おそっている魔ま物ものがサキュパスだったなんて、想像もしていなかったからだ。

　もし知っていたら、絶対にクエストを引き受けるなんてことはしなかっただろう。

　言葉を失っているタオンを見て、サキュパスは特大のため息をついた。

『冒ぼう険けん者がいるって小耳にはさんだから、さぞかし楽しめると思ってやって来たのに、こんなお子様だったなんてね。何だか興冷めしてしまったわ』

「オレは子供じゃねー！」

　こんな状じよう況きようながらも、そこだけは譲ゆずれないとタオンは叫さけぶ。

「背はちょびっと低いかもしんないけど、もう十三なんだよ！　立派な大人だ！」

　確かにアーバンク大陸においては、十三歳さいというのはひとつの節目の年ねん齢れいではあった。一いつ般ぱん的に、少年少女が本格的な職業訓練を始める年ねん齢れいだからだ。しかし、大人と言い張るにはまだ早すぎる。タオンの場合、見た目が幼く見えるからさらに説得力がない。

　しかも、力強く主張しながらもあくまで視線はサキュパスから外し、部屋の天てん井じようの隅すみあたりを眺ながめているから情けなかった。

　エロエロな外見のサキュパスを、直視することができないのだ。

　もちろんタオンも健全な男の子だ。そういったものに興味がないわけではない。

　だけど、いかんせんまだ十三歳さい（になったばかり）だ。性的興味よりも、恥はずかしさの方が先に立ってしまう。そんな微び妙みようなお年とし頃ごろだった。

　すっかり落ち着きを失ったタオンの様子に、サキュパスがからかうように言った。

『あらあら、坊ぼうや、どうしたのかしら？　さっきから天てん井じようの方ばっか見てるわよん』

「う、うるせー！　ムカデがいたから目で追ってたんだよ!?」

　バレバレな噓うそで誤魔化そうとした。

『恥はずかしくって私の身体からだをちゃんと見られないのね？　う・ふ・ふ』

　サキュパスが笑った。吐と息いきがピンク色に染まり、甘あまい香かおりがあたりに漂ただよった。獲え物ものを見つけ興奮した時に現れるサキュパスの特とく徴ちようだった。

『お子様を相手にするのは趣しゆ味みじゃないけれど、君はちょっと面白おもしろそうね。いただいちゃおうかしら？』

　ペロリと唇くちびるを舐なめる。その仕草がもうこれ以上ないってぐらいにエロい。

　次の瞬しゆん間かん、サキュパスは床ゆかを蹴けり宙へと舞まっていた。そのままの勢いでタオンをベッドへと押おし倒たおした。

　Ｈな行こう為いをし男性の精気を吸い取るというエロい面だけが有名になってしまっているが、実はサキュパスは上級の魔ま物ものだった。戦せん闘とう能力だってそこらのオークやゴブリンとは比べ物にならないぐらいに高い。

　サキュパスの長い髪かみが意志を持ったかのように動き、タオンの両手、両足の動きを封ふうじた。手首を髪の毛で強く締め上げられ、タオンは剣を手放してしまった。

「くそっ！　放はなせ！　放はなせよ！」

　顔をそむけながら必死に抵てい抗こうするタオン。その頭にも髪かみは巻き付き、しっかりとサキュパスの方を向けさせた。目ま蓋ぶたすらも無理矢理にこじ開け、目を閉じられないようにする。

『さあ、坊ぼうや。私の生まれたままの姿を見せてあげるわね。その後は、たっぷり可愛かわいがってあ・げ・る♥　若くて熱い精気を、私に注いで頂ちよう戴だいね♥』

　サキュパスが、自らのボンデージ服の胸むな元もとへと手をやった。革かわ紐ひもを解こうとする。解かれたら最後、その爆ばく乳にゆうが零こぼれ落おちてしまうのは間ま違ちがいない。

「あああああああああああ！」

　顔を真っ赤にし、すでに鼻血を垂らしたタオンが特大の悲鳴を上げた、まさにその直後だった。

「勇者サマ！」

　血相を変えたエリーゼが部屋へと飛とび込こんできた。

　サキュパスに押おし倒たおされているタオンの姿を見て、エリーゼは顔を真っ赤にして怒おこった。

「ズルいです！　勇者サマの初めてはわたしのものだって決まってるんですよ！」

「おいっ！　人の意志も聞かねーで勝手に決めてんじゃねーよ！」

　タオンのツッコミも華か麗れいに無視し、エリーゼがサキュパスに食ってかかる。

「早く勇者サマの上からどいてください！　でもって、わたしと代わってください！」

「だからおいっ！」

　タオンが叫さけぶも、意味不明の女の戦いが始まってしまっていた。

『この子の初めてを貴方あなたがねえ』

　サキュパスが、エリーゼの体を値ね踏ぶみするかのように見た。フンと馬ば鹿かにしたように笑う。

『そんな貧ひん相そうな体で一体何ができるのかしら？』

　胸の下で腕うでを組み、自らの爆ばく乳にゆうを持ち上げてみせるサキュパス。

　この挑ちよう発はつ的な態度にエリーゼも黙だまっていられなかった。

「わ、わたしだって負けてませんから！」

　エリーゼは聖職服に手をかけ脱ぬぎ始めた。純白の下着が現れる。なかなかどうして均整の取れた体をしている。胸だってそこそこの大きさだ。Ｆカップはあるだろう。

　だけどサキュパスのプロポーションにはさすがに敵かなわない。相手は男性を性的に興奮させ精気を吸い取ることを生なり業わいとしている魔ま物ものだ。必然的に、多くの男性が理想とする女性の姿をしている。その胸のサイズ、軽く見積もってもＧカップ……いや、Ｈカップはあるだろう。

　さすがのエリーゼもプロポーションにおいては負けを認めないわけにはいかなかった。
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「か、体がすべてじゃありませんよ。その、テクニックとか」

『それこそ、貴方あなたが私に勝つことは不可能じゃないかしら？』

　サキュパスの言葉の正しさを、エリーゼは痛いぐらいに理解していた。

　相手は百ひやく戦せん錬れん磨まの性せい技ぎのスペシャリストであるサキュパス。それに対し自分は……いまだそういった経験はないときている。となると、張り合える部分はひとつしかなかった。

「わたしには、勇者サマに対する愛があります！　愛があれば、すっごく気持ちがいいはずです！」

『馬ば鹿かね。愛なんて超ちよう絶ぜつなるテクニックの前ではなんの意味もないものよ。それを今から証明してあげるわ。この坊ぼうやが歓かん喜きの雄お叫たけびを上げて昇しよう天てんする様を指を咥くわえて見ていなさい』

　サキュパスがクスリと笑う。

『まあ、咥くわえたいのは別のものかもしれないけれど。そっちは私に任せてもらわなくちゃね』

「だああああああああああああああああああああああああ！」

　エリーゼが服を脱ぬいだあたりから必死に歯を食いしばり恥はずかしさに耐たえていたタオンが、たまらず声を張り上げた。

「エリーゼ！　馬ば鹿かなこと言ってないで、早くこのサキュパスをなんとかしろ！」

「あっ、はい！　そうでしたね」

　ようやく少しだけ冷静さを取とり戻もどし、エリーゼは腰こしに提さげていたメイスを手にした。

『あらあら、黙だまって見ているなら見み逃のがしてあげても良かったのに。仕方ないわね』

　サキュパスの瞳ひとみが殺意に染まった。

『死んで頂ちよう戴だい！』

　サキュパスの髪かみの先端が一いつ瞬しゆんで硬こう質しつ化した。鋭するどい刃やいばと化してエリーゼを超ちよう高速で襲おそう。

　エリーゼは素す早ばやく祈いのりの言葉を口にし、サキュパスの刃やいばが自分に到とう達たつする寸前に叫さけんだ。

「【ウォール】！」

　キンと音を立てると同時に、見えない防ぼう壁へきがエリーゼの体を覆おおった。その防ぼう壁へきに、サキュパスの刃やいばが弾はじかれてしまう。

『あら、一いつ瞬しゆんでこれほどの聖せい魔ま法ほうを!?』

　サキュパスが少し驚おどろいた声を上げる。

『いいわ！　だったら私の魔ま力りよくでもって、その防ぼう壁へきを打うち砕くだいてあげる！』

　サキュパスが攻こう撃げきに使う髪かみの毛けの量を増やした。結果、タオンを拘こう束そくしていた髪かみの量が減る。

　そのチャンスをタオンは逃のがさなかった。

「おっりゃああああ!!」

　サキュパスを空中へと蹴けり飛ばすと、手放してしまっていた剣を摑つかみベッドの上に立ち上がる。

『あらあら、坊ぼうや。そんな大きな剣けん、振ふり回まわすのも難しいんじゃないかしら』

　空中を漂ただよいつつ、サキュパスが余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべる。

「子こ供ども扱あつかいすんじゃねーよ！」

　正直、サキュパスの姿はまだ十二分にいやらしく、タオンにとっては刺し激げき的だ。しかし、エリーゼを仕留めようと戦せん闘とうモードに入ってくれたことで、サキュパスのエロ度合いが幾いく分ぶん下がっていた。彼かの女じよの正体である、凶きよう悪あくな魔ま物ものの部分が全面に現れている。

　エロ　[image: ∧]　魔ま物ものっぽさ

　という不等式が成り立った今、サキュパスなど恐おそるるに足りなかった。実際、鼻血も止まってたし。

　剣けんを構えると、タオンは力強く叫さけんだ。

「タオン・スラァァァァァッシュ！」

　高速で振ふられる剣けん。そこから発せられる強力な斬ざん撃げき波はがサキュパスを襲おそう。

　上級の魔ま物ものであるサキュパスは、普ふ通つうに斬きられた程度では倒たおされない。しかしその一いち撃げきは、サキュパスの存在そのものを消し去るほどの威い力りよくを有していた。

『そんな…………この私が……たった一いち撃げきで……』

　崩ほう壊かいしていく自らの体を見つめながらサキュパスが驚きよう愕がくの表情を浮うかべる。

『タオン・ブレイブ……。ブレイブ……。思い出したわ。そう、坊ぼうやはあの男の……』

　最後まで言葉を言い切ることなく、サキュパスの体は完全に消しよう滅めつした。

「終わったぜ」

　もうこれで恥はずかしい思いをしなくても済むと、安あん堵どするタオンだったが……。

「勇者サマ、すごいです！　やりましたね♪」

　エリーゼが抱だき付ついてくる。これはよくあることだったが、問題は今のエリーゼが聖職服を脱ぬぎ捨すて純白の下着姿だってことだ。タオンの顔が火を噴ふきそうなぐらい真っ赤になった。

　せっかく止まった鼻血がまた出そうになる。

「ぶわぁっか！　そんな格好で抱だき付つくなぁぁぁぁぁぁぁ[image: ]」

　タオンの全力の怒ど鳴なり声が、夜のイナカーノ村に響ひびいたのだった。
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「おや、勇者様。やっぱり魔ま物ものは現れませんだか？」

　広場へとやって来たタオンとエリーゼに、村長がそう尋たずねる。

「魔ま物ものならついさっき倒たおしたぜ。それを報告しに来たんだ」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく、その後、村長が微び妙みような笑えみを浮うかべた。他の村人たちも『そんなまさか？』といった顔をしている。

　タオンのような少年が、サキュパスなんて上級の魔ま物ものを倒たおせるなんてこれっぽっちも信じていない様子だ。そもそも、サキュパスがタオンのような見た目が子供のもとに現れるかどうかも怪あやしいと思っていたし。

「仕方ねーな。証しよう拠こを見せりゃいいんだろ？」

　ポケットに手を突つっ込こむと、先に見せた紋もん章しよう板を取り出そうとする。これは身分証に使えるだけではなく、クエスト達成時にはその事実も記されるのだ。

　しかし、タオンが紋もん章しよう板を見せるまでもなかった。後からやって来た数人の村の男たちが、村長や他の村人たちの前へと躍おどり出でた。

「ま、間ま違ちがいねーだ！　オラたち、ちゃんとこの目で見ただよ！　勇者様が、あのいまいましいサキュパスを倒たおしただ！」

　男たちは走り出したエリーゼが気になり、後を追いかけたとのことだった。家に飛とび込こんだエリーゼは扉とびらを開け放していたから、男たちはそこから一部始終を目もく撃げきしていたらしい。

「一度はサキュパスに組くみ敷しかれてピンチになっていた勇者様だったけんど、そこはさすが勇者様のパーティーの神官様だべ。自ら服を脱ぬいでサキュパスを挑ちよう発はつしただよ。で、サキュパスに隙すきが生まれた瞬しゆん間かんに、勇者様がサキュパスを蹴け飛とばし、そのまま剣けんでズバッ！　たった一いち撃げきで仕留めてしまっただ！」

　目もく撃げき者の報告で、村人たちは大いに沸わき上あがる。もはや証明するまでもないと、タオンは取り出しかけていた紋もん章しよう板をポケットに戻もどした。

「えっ、それじゃわたし、下着姿を勇者サマ以外にも見られてしまったってことですか？」

「いや、薄うす暗ぐらかったからハッキリとは見えなかっただよ。白い下着ってことぐらいしか」

「しっかり見られちゃってるじゃないですか。恥はずかし[image: ～][image: ～]！」

　エリーゼが悲鳴を上げる。

「勇者様。わしたちはどうやら勇者様のことを見くびっていたようですだ。心よりお詫わび申し上げますだよ」

　村長を先頭にし、村人たちが深々と頭を下げる。

「さあ、改めて勇者様歓かん迎げいの宴うたげを──」

「いや、だからそーゆーのはいいから」

　タオンはきっぱりと断った。

「それより、あの空き家、朝まで借りていいか？」

　明日は朝早く村を出るつもりでいた。できれば夜よ更ふかしはしたくなかった。この村を襲おそっていた魔ま物ものを倒たおした以上、今はなんの憂うれいもなく眠ねむりたかった。

　村長の了りよう承しようを得ると、タオンはじゃあなと言い残し広場を後にした。

「では皆みなさん。わたしも失礼しますね。お休みなさい」

　エリーゼも一いつ緒しよにくっついて来る。

　家へと戻もどったタオンは、本格的に眠ねむろうとベッドに横になり毛布をかぶる。

　当然のようにエリーゼが隣となりに潜もぐり込こんでくる。

「それじゃあ勇者サマ。お休みなさい」

「お休み……じゃねーよ！　何、普ふ通つうにオレのベッドに潜もぐり込こんできてんだよ！」

「えええ、でも他には場所はありませんし。ここで休むしか！」

「いいよ！　だったらオレが床ゆかで寝ねるからよ」

「そんなこと言わずに、せっかくですから一いつ緒しよに寝ねましょうよ。大だい丈じよう夫ぶです、別に変なことはしませんから。あっ、勇者サマから変なことしてくださるのは大だい歓かん迎げい、むしろウェルカムですけど」

「やかましい！　とにかくお前はこのベッドで寝ねろ！　オレは床ゆかで寝ねる！」

　タオンはベッドを出ると、床ゆかに寝ね転ころがる。

「何だか申し訳ないですね？　勇者サマ、代わりましょうか？」

「いいんだよ。女子を固い床ゆかで眠ねむらせるなんて、勇者として問題だし」

「勇者サマ……」

　タオンの言葉に、エリーゼが感激する。

「分かりました。それではお言葉に甘あまえてベッドを使わせてもらいますね。勇者サマも、気が変わったらいつでも潜もぐり込こんできてくださいね」

　まもなく聞こえてきたのは、エリーゼの寝ね息いきだった。長旅で疲つかれていた上に、村の広場で飲んだゲラップ酒の酔よいがぶり返した様子だ。

　タオンもそのまま床ゆかで眠ねむろうとしたが、エリーゼのようにストンと眠ねむりに落ちることができなかった。サキュパスの襲しゆう来らい前に、少し眠ねむったことで体力が回復してしまったようだ。

　なかなか眠ねむれないタオンの頭に浮うかんでくるのは、サキュパスのセクシーな肢し体たいだったり……その豊満すぎるほど豊満な胸だったり……。

　でもって、エリーゼの下着姿だったり。

　どうにも胸がドキドキしてしまう。鼻息が荒あらくなる。なんだか、いてもたってもいられない気持ちになってしまった。

　そう、いわゆる『もんもんとした気持ち』というやつだ。

　その正体はなんとなく分かっているものの、タオンは簡単な発散方法を知らなかった。

　特とく殊しゆな環かん境きようで育ったこともあり、そういった知識に乏とぼしかったのだ。

　※どんな方法かはご想像にお任せします。

（ダメだ。こんなんじゃ眠ねむれねーぞ。素す振ぶりでもしてくるか）

　傍かたわらに置いてあった剣けんを手にすると、エリーゼを残してタオンは外へと出た。
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「せいっ！　やあっ！　てやっ！」

　小一時間ほど剣けんを振ふっていると、ようやく『もんもんとした気持ち』も消え去った。

「ふう、これで眠ねむれそうだぜ」

　タオンは剣けんを背中に収めると、額に滲にじんだ汗あせを腕うでで拭ぬぐった。

「ったく。女と旅をしてると、こういうことがあるからな。だから本当、困るんだよ」

　ひょんなことで気に入られ、そのまま強ごう引いんにくっついて来てしまったエリーゼ。ハッキリ言ってしまって迷めい惑わく以外の何者でもなかった。

　確かにエリーゼの使う聖せい魔ま法ほうは冒ぼう険けんには便利だが、なきゃないでどうにかなる。

　できれば、エリーゼにはさっさとどこかに行って欲ほしいと思っていた。だけど無理矢理に追おい払はらうようなことはしたくなかった。自分が逃にげ出だすというのも同じく嫌いやだった。

　理由は単純、それはひどく、勇者らしくない行こう為いだからだ。

「オレは、立派な勇者になったんだから」

　自分自身に言い聞かせるタオン。そのまま借りている家へと戻もどろうとするも、ひどく喉のどが渇かわいていることに気付いた。

（村の連中に頼たのんで何か飲み物をもらうとすっか）

　サキュパスの脅きよう威いがなくなり、おそらくもうそれぞれの家で休んでいることだろう。それを起こすのは少々心苦しいが、こっちはクエストをこなし村の危機を救った身だ。それぐらいのお願いをしてもバチは当たらないんじゃないかとタオンは思った。

　剣けんを背中に背負うと、村の中を歩く。

「誰だれか起きててくれると助かるんだけどな」

　タオンの願いはあっさりと叶かなえられた。村の広場では、まだ起きている村人たちが大勢いたのだった。女性ばかりだったのは少し気になったものの、タオンは村の女性に声をかけた。

「夜よる遅おそくに悪いんだけど。なんか、飲む物ねーか？」

「あ、勇者様だべ！」

「もちろんですだ！　さあ、早くこっちへ！」

　女性たちに手を引っ張られ、椅い子すに座すわらされた。目の前に置かれるのは、ゲラップ酒の入った木製の大型ジョッキだった。大陸の法律では十三歳さいになれば飲酒は許可されているが、タオンはまだ苦手だった。

「悪い、なんか別なもんを。水でいいから」

「勇者様はお酒が苦手だべか。それなら、ピンキージュースでもどうだべか？」

　代わりに用意されたのはピンキーという果実を絞しぼったジュースだった。甘あま酸ずっぱい味、タオンの大好物だった。

　でも大好物だと言うと子供っぽく思われるから、普ふ段だんはなるべく人前では飲まないようにしていた。そういうことが気になるお年とし頃ごろなのだ。

（でもまあ、今晩ぐらいいっか）

　自分へのご褒ほう美びってことも含ふくめて、ピンキージュースをもらう。久しぶりに飲む甘あまい味に、とろけそうになった。

（やっぱうめー！）

　心の中で叫さけんでいるタオンに、村の女性たちが話しかけてくる。

「それにしても勇者様、本当に強かったんだべな？」

「あ、皆みな、触さわってみるだよ。勇者様の体、ガッチガチだべ」

「本当だべ。こんなにちっこいのに筋肉の塊かたまりだべ。さすがだべな」

　女性たちは、遠えん慮りよなしにタオンの腕うでや肩かたに手を伸のばしてくる。

　おばちゃんに触さわられるのはまだ耐たえられるが、若い女性も触さわってくるから恥はずかしい。

「や、止めろよ」

　身をよじって女性たちの手から逃のがれると、タオンは尋たずねた。

「ところで、村長たちはどうしたんだ？」

「ああ、男衆なら家に戻もどって眠ねむったべよ。サキュパスがいなくなって、ようやく安心して眠ねむれるって喜んでただ」

　自分の行った行こう為いで誰だれかが喜んでくれるというのは、タオンにとっても嬉うれしいことだった。

　満まん更ざらでもない顔になりながらも、ふと疑問を覚える。

「でも、あんたらはどうして起きてんだ？　まあ、サキュパスが出たところであんたらは問題なかったんだろうけどよ」

　サキュパスのターゲットはあくまで男だ。先さき程ほどのエリーゼのように行こう為いを邪じや魔ましようとしなければ、基本的に女性が危害を加えられることはない。

「そりゃー勇者様。決まってるだ」

　村の女性は当然のことのように言った。

「勇者様が、もう一体の魔ま物ものを倒たおしてくれるのを待ってるだよ」

「………えっ？」

「だから、もう一体の魔ま物ものだべ。それでやっと、私たちも安心して休めるだよ」

　女性たちの言葉に、タオンは少し慌あわてた様子で尋たずねる。

「ちょ、ちょっと待て！　魔ま物ものは一体じゃねーのか？」

「えっ、二体だべよ」

　タオンは慌あわてた様子でポケットから、紋もん章しよう板を引っ張り出した。裏側を見る。

　そこには受注したクエストが刻まれていた。





　イナカーノ村に出しゆつ没ぼつする二体の魔ま物ものを討とう伐ばつする






「なんだよこいつは！　二体なんて聞いてねーぞ！」

　クエスト受注後、ちゃんと紋もん章しよう板を確かく認にんしなかったことが悔くやまれた。

　正直、どんな魔ま物ものだろうと倒たおす自信はあった。それだけの自信を得るほどに鍛たん錬れんを続けてきているし、実力だってあった。問題は、二体目の魔ま物ものがどんな魔ま物ものかだ。

　サキュパスを倒たおしたことで、村の男性たちは安心して眠ねむれるようになった。

　もう一体の魔ま物ものを倒たおせば、村の女性たちも安心して休めるようになると言う。

　となると、もう一体の魔ま物ものの正体は自然と想像がついた。

「おい、もう一体の魔ま物ものってのはまさか……まさか……」

　ゴクリと喉のどを鳴らし、タオンはその名前を口にした。

「インキュパスなのか？」

「そうだべ」

　女性たちが揃そろって頷うなずく。大正解だった。

　インキュパス。別名、淫いん夢む雄おす悪あく魔ま。分かりやすく言えば、サキュパスの雄おすバージョンだ。夜眠ねむっている女性のもとを訪おとずれ、Ｈなことをしてしまうのだ。

　かつては人間の女性に悪あく魔まの子を孕はらませると噂うわさされたこともあったが、最新の研究でそれは完全に否定された。インキュパスに生せい殖しよく能力などなく、単純に女性を襲おそうだけだった。

　インキュパスに襲おそわれた女性は性の快楽に溺おぼれ、二、三週間は気が狂くるいそうになるほどの性的衝しよう動どうと戦うことになってしまう。そんな厄やつ介かいで恐おそろしい魔ま物ものだった。

「まー、私みたいなおばちゃんは、インキュパスに一晩中楽しませてもらうのも悪くないって思わなくもないけんど、その後が問題だべよ。襲おそわれた娘むすめのその後の姿がひどいもんだべ。卑ひ猥わいな言葉を叫さけびつつ、男を求め続けるだよ。あの姿を見ると、とてもじゃないがインキュパスを受け入れようなんて思えなくなるだよ」

　インキュパスとサキュパスはよく似た特性を持った魔ま物ものだ。基本的に眠ねむっている人間を襲おそう。

　そして、今この村で眠ねむっている女性はエリーゼただひとりのはずだ。

　何も知らなかったとはいえ、エリーゼを最高の囮おとりにしてしまったようだ。

　エリーゼの神官としての力はタオンも認めている。インキュパスを倒たおせないまでも、聖せい魔ま法ほうで防ぼう御ぎよに徹てつすることは可能だ。そう簡単に襲おそわれるとは思えない。だけど……。

（インキュパスには、あの能力がある。もしあれを使われたら、単純なエリーゼなんてイチコロじゃねーか！）

　タオンは立ち上がると、弾はじけるような勢いで広場を飛び出した。

「頼たのむ！　間に合ってくれ！」
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　所変わってこちらは借りている一いつ軒けん家や。

　ベッドにて眠ねむっていたエリーゼは、人の気配で目を覚ました。

「ん、勇者サマですか？」

　瞳ひとみを開けると、ベッド脇わきに立つ人物を見る。エリーゼの表情が緩ゆるんだ。

「やっぱり勇者サマですね。どうしたんですか？　あっ、やっぱり床ゆかじゃ眠ねむれなくってベッドで眠ねむりたくなったんですね。どうぞどうぞ」

　毛布を持ち上げるエリーゼ。と、いきなりタオンがエリーゼに抱だき付ついてきた。これはもう添そい寝ねの域を超こえるレベルの行こう為いだった。

「えっ！　勇者サマ、どうしちゃったんですか!?」

「君の寝ね姿すがたを見ていたら、我が慢まんできなくなった。僕ぼくは君とひとつになりたいんだ！」

　ひとつになる。大人なエリーゼにはその言葉の意味を簡単に察することができた。

（嬉うれしいです。まさかこんな日が来るなんて……）

　そこでエリーゼは『あっ』と声を上げた。

「勇者サマ、最初に確かく認にんしておきますけど。それってわたしとちゃんと結けつ婚こんしてくれるってことで間ま違ちがいありませんか？　勇者サマ、わたしの旦だん那なサマになってくれますか？」

「もちろんじゃないか。僕ぼくの奥おくさんは、君しかいないって思っているよ」

「ああ、勇者サマ」

　感かん極きわまった様子で、エリーゼはタオンの体を抱だき締しめた。

「そういうことでしたら、なんの遠えん慮りよもいりません。勇者サマ、わたしの体を好きにしちゃってくださいね」

　熱い口付けを交かわすふたり。次いで、タオンがエリーゼの首筋に唇くちびるを這はわせた。

「あっ……」

　エリーゼの口から甘あまい吐と息いきが漏もれる。

（勇者サマってば、意外とテクニシャンなんですね。一体どこでこんなこと覚えたんでしょうか？）

　そんな疑問も抱いだいたが、大して気にもならなかった。大好きなタオンと結ばれる。そして、タオンが自分の旦だん那なサマになってくれる。その喜びで一いつ杯ぱいだったのだ。

　タオンの手がエリーゼの胸むな元もとへと伸のばされた。服の上からエリーゼの胸を揉もみしだく。

「ああん、勇者サマ。ちょっと痛いです。もうちょっと優やさしく」

　エリーゼが甘あまえたように囁ささやくも、自分の胸を揉もむタオンの力は緩ゆるまなかった。

（勇者サマ……勇者サマ……勇者サマ……）

　それまで蕩とろけていたエリーゼが、急に表情を強こわ張ばらせた。

「離はなれて！」

　叫さけぶのと同時に、タオンの体を力一いつ杯ぱい突つき飛とばした。

「一体どうしたんだい？」

　尋たずねるタオンに、エリーゼは強い怒いかりと拒きよ絶ぜつの声でもって答えた。

「あ、あなたは……あなたは勇者サマじゃありません！　別人です！」

「何を言っているんだい？　どこからどう見ても君が大好きな男だろう？」

「いいえ！　違ちがいます！　勇者サマは、ぶっきら棒に見えてもとっても優やさしい方なんです！　わたしが痛がったら、ちゃんと力を緩ゆるめてくれるはずなんです！　だからあなたは違ちがいます！　勇者サマの姿をしてるだけで、全然別の人なんです！」

「……ふっふっふ」

　タオン？　の口から不敵な笑えみが漏もれた。

「まさか、あっさりと見破られてしまうなんてね」

　その姿が揺ゆらぐ。代わりに現れたのは、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美男子だ。しかしその背中からは黒いコウモリのような翼つばさが生えている。先がトランプのスペードの形をした尻尾しつぽが特とく徴ちよう的だった。

「あなたは、インキュパス!?」

『正解だよ。まさか見破られるとは思わなかったなあ』

（インキュパスは、自分の姿を相手の想おもい人に見せる幻げん覚かく魔ま法ほうを使うって聞いたことがあります。わたしはそれにひっかかっちゃったんですね）

　真相を知ったエリーゼは、猛もう烈れつに怒おこった。

「卑ひ怯きようです！　あなたみたいなＨな魔ま物ものが、勇者サマのフリをしてたなんて許せません！　一いつ瞬しゆんでも、そんなあなたを勇者サマだと信じてしまった自分も許せません！　全部まとめて、責任を取ってもらいますから！」

　エリーゼはベッドの下のメイスに手を伸のばそうとする。正体を現したインキュパスをボッコボコにする気満まん載さいだった。

『まいったね。君に負けるつもりはないけれど、下手に戦ってその体に傷でもついたら困るよ。楽しめなくなってしまうからね。だから……』

　インキュパスがパチリと指を鳴らした。次の瞬しゆん間かん、そんなエリーゼの体から力が抜ぬけた。

「えっ!?」

　立っていることもできず、ベッドの上に横たわってしまう。

『さっき交かわした口付けの時に、ちょっとした呪のろいをかけさせてもらったんだよ。いざとなったら、君の動きを封ふうじられるようにね』

　動けなくなったエリーゼに、インキュパスが語る。

『心配はいらないよ。体は動かなくても、快楽だけはしっかりと味わうことができるからね。約束通り、君を天国へと連れていってあげようじゃないか』

　エリーゼに覆おおいかぶさるインキュパス。その手が彼かの女じよの聖職服を脱ぬがそうとする。

　抵てい抗こうしたくても、エリーゼは身動きひとつ取れない。声すら出せないのだ。

　エリーゼは唯ゆい一いつ動かせる目ま蓋ぶたを固く閉じた。そして、心の中で全力で叫さけんだ。

（助けて！　勇者サマ！）

「でりゃああああああああああああああああ！」

　文字通り扉とびらを蹴け破やぶり家の中に飛とび込こんできたのは、エリーゼが心の中で助けを求めた勇者サマ。タオン・ブレイブだった。

「ああ、勇者サマ！」

　タオンの登場に感激した弾はずみで、インキュパスの呪のろいが少しだけ解け声を発するエリーゼ。恋こいする乙女おとめが生み出した奇き跡せきだった。

「わたしのヴァージンを守るために来てくれたんですね！」

「バカ！　お前の……なんて別にどーだっていいんだよ！」

　恥はずかしくて口に出せず、ゴニョゴニョと言葉を濁にごす。

「勇者として魔ま物ものに襲おそわれそうになってる女子を放っておけない！　ただそれだけだ！」

　力強く言い切ると、タオンは背中の剣けんを引ひき抜ぬいた。

「覚かく悟ごしやがれ！　インキュパス！」

　インキュパスは、不ふ機き嫌げんそうにタオンを見る。

『悪いけどこれからお楽しみの時間なんだ。死んでてもらえるかい？』

　インキュパスがタオンに指先を向ける。鋭するどく尖とがった爪つめが、まるで弾だん丸がんのような勢いで伸のびタオンを刺さし貫つらぬこうとした。

　しかしタオンは体を半身、ずらしてその爪つめの攻こう撃げきを避さける。さらにインキュパスに向かって駆かけ出だす。そのままインキュパスを刺さし貫つらぬこうという作戦だった。

「おりゃあああああああああ！」

『くっ！』

　インキュパスが反対の手の爪つめを伸のばしタオンの剣けんの切っ先を受け止めた。しかしタオンの突とつ撃げきの勢いまで殺すことはできなかった。そのまま壁かべを突つき破やぶり、夜の外へと飛び出していく。

　しばし、両者の攻こう防ぼうが続いた。タオンは体に不ふ釣つり合あいな長ちよう剣けんを巧たくみに操あやつりインキュパスを斬きりつける。対するインキュパスは、両手すべての爪つめを伸のばし、それを束ね剣けんのようにしタオンの剣けん技ぎに対たい抗こうする。

　夜中、家に忍しのび込こんで女性にＨなことをする。やっている行こう為いは下げ劣れつで最低だが、インキュパスもまたサキュパスと同じく上級の魔ま物ものなのだ。戦せん闘とう能力も高かった。

「さっきのサキュパスと同じように、大人しくオレの剣けんの錆さびになりやがれ！」

『へえ、彼かの女じよの気配が消えたと思ったけど、君がやったのかい？　見かけによらずなかなかの冒ぼう険けん者のようじゃないか』

　間合いを空けたインキュパスが感心したように呟つぶやく。特にサキュパスが倒たおされたことに心を痛めている様子もなかった。

　サキュパスとインキュパス。同じ系統の魔ま物ものではあるものの、大して仲間意識は持っていないのだろう。ともにこの村をエサ場としていたのも、単なる偶ぐう然ぜんだったようだ。

『だったら、こっちも奥おくの手てを使った方がいいかもしれないね』

　インキュパスの瞳ひとみが怪あやしく輝かがやく。次の瞬しゆん間かん、タオンが驚きよう愕がくの表情を浮うかべた。

「なっ!?」

『どうだい？　僕ぼくの幻げん覚かく魔ま法ほうは？　君の一番愛いとしい人間の姿に見えてるんじゃないのかな？』

　インキュパスが挑ちよう発はつするような口調で言う。

『もちろん、頭では本物じゃないって分かっているだろうね。でも、どうしたって攻こう撃げきに躊躇ためらいが出てしまう。それが人間ってものだよ』

　インキュパスは背中の翼つばさを大きく広げた。強く羽ばたかせ、タオンを強きよう襲しゆうする。時間が経たち、タオンが幻げん覚かくに慣れる前に仕留めてしまおうという魂こん胆たんだった。

『死ねええええええええ！』

　インキュパスの伸のびた爪つめが、タオンの胸を貫つらぬこうとした次の瞬しゆん間かんだった。その爪つめが、腕うでごと消しよう滅めつした。タオンが横に振ふった剣けんにより、切断されたのだ。

『ど、どうしてだ!?　僕ぼくの幻げん覚かく魔ま法ほうは成功しているはず！　なのにどうして!?』

「クソ魔ま物もの！　てめえはオレを本気で怒おこらせやがったな！　よりにもよってその姿で、オレを殺そうとするなんて！」

　怒いかりで肩かたを震ふるわせ、タオンが叫さけぶ。

　動どう揺ようさせるために使った幻げん覚かく魔ま法ほうは、逆にタオンを怒おこらせ、攻こう撃げき力を高めてしまったことをインキュパスは悟さとった。

　タオンの気き迫はくは、およそ少年のものではなかった。上級魔ま物ものであるインキュパスの心に、恐きよう怖ふという感情が生まれる。それは魔ま物ものとしての本能が湧わき上あがらせているものだった。『このまま戦いを続ければ確実に倒たおされる』と、本能が警笛を鳴らしたのだ。

『ば、化け物め！』

　上ずった声で吐はき捨すて、逃とう亡ぼうを試みるインキュパス。しかしタオンはそれを許さなかった。

　飛び立とうとするインキュパスに対して剣けんを垂直に構えた。

「タオン・スティンガー！」

　爆ばく発はつするかのようなダッシュで一気にインキュパスへと迫せまり、背後から刺さし貫つらぬいた。

『ぐぎゃあああああああああああああ！』

　断だん末まつ魔まの悲鳴を上げ、インキュパスの姿が崩くずれるようにして消え去った。

「ったく、化け物はお前だろーが」

　ぼやくタオンに、後ろからエリーゼが抱だき付ついてくる。

「勇者サマ！」

「なっ!?　お前、動けなかったんじゃねーのか!?」

「勇者サマがインキュパスを倒たおしてくれたので、呪のろいが解けて動けるようになったんです。ああ、勇者サマ、勇者サマ、勇者サマ」

　エリーゼがタオンをぎゅうぎゅうと抱だき締しめる。

　タオンはというともう顔が真っ赤だ。とても耐たえられない。

「バ、バカ、離はなれろよ！」

「離はなれません！　離はなれないって言ったら離はなれません！　だってわたし、とっても怖こわかったんですから」

　エリーゼがぎゅうぎゅうとタオンを抱だき締しめる。

「でもおかげで、ヴァージンを守ることができました。勇者サマのために大切に取っておいたものを、危あやうく奪うばわれちゃうところでしたよ」

「ば、バカなこと言うなよ！　そんなもんもらうつもりはねーからな！」

「そんなこと言わずにもらってくださいよ。そうだ!?　せっかくですからこの流れでしちゃいませんか？」

「どんな流れだよ！」

　たまらずタオンは叫さけんだ。顔を真っ赤にしあたふたとしているその様子は、上級魔ま物ものであるサキュパスとインキュパスをあっさりと片付けてしまった勇者にはとても見えない。

「とにかくオレは寝ねる！」

「それじゃあわたしも一いつ緒しよに」

「お断りだ！　オレはひとりで寝ねるんだ！」

　エリーゼを振ふり払はらい、ひとり空家へ戻もどろうとするタオン。

「そんなこと言わないで、一いつ緒しよに寝ねましょうよ。なんにもしませんから。ねえ、勇者サマ、勇者サマってば～」

　エリーゼがタオンを追いかける。ふたりにとってはお馴な染じみの光景だった。





★






　翌日の朝。村の出入り口には、村人たちが集まっていた。理由はもちろん、村を救ってくれた勇者一行を見送るためだ。

「本当に助かりましただ。これで男も女も安心して眠ねむることができるようになりましただ」

　村人を代表し、村長が丁てい寧ねいなお礼を口にする。

「それと、勇者様にお渡わたしするにはあまりにも少ないけんど、是ぜ非ひともお納めを」

　村長が硬こう貨かの入った布ぬの袋ぶくろを差し出すも、タオンは首を横に振ふった。

「いらねーよ。クエストの報ほう酬しゆうならこれから冒ぼう険けん者ギルドで受け取るからな。町まで送ってもらうだけで十分だ」

「おお、さすがは勇者様だべ」

「なんて清せい廉れん潔白なんだべ」

　村人たちが大いに感激した。

「まあ、なんだ。ひとつだけ頼たのみがあるとしたら……」

　そんな前置きをし、タオンは言った。

「もし今後、なにか問題が起こってクエストを発注する時は、どんな魔ま物ものなのかも申しん告こくしといてくれると助かる……ぞ」

（インキュパスはともかくとして、サキュパスが相手だと分かってたらオレは絶対にクエストを引き受けなかったからな！）

　心の中で本音を叫さけぶ。本当はもっと文句を言いたい気分だったが、それは我が慢まんした。幸せムードに包まれている村人たちに水を差すのもどうかと思ったのだ。いくら少年でもそれぐらいの空気は読める。

「じゃあな」

「それじゃ、失礼しますねー」

　タオンとエリーゼは、馬車の荷台へと乗のり込こんだ。せめて町まで送らせて欲ほしいと村で用意してくれたものだ。村人のひとりが御ぎよ者しやとして座すわっている。

「では、行きますだよ」

　村人が手た綱づなを振ふり、ゆっくりと馬が歩き出す。

「しかしまあ、今回はいろいろとヤバかったな」

　タオンはポケットから自分の紋もん章しよう板を取り出した。裏返し、刻まれた文字を確かく認にんする。





　イナカーノ村に出しゆつ没ぼつする二体の魔ま物ものを討とう伐ばつする《達成》






　新たに《達成》という文字が追加されている。これを冒ぼう険けん者ギルドの出張所の係員に見せれば、報ほう酬しゆうを受け取ることができるのだ。

　ちなみに、この報ほう酬しゆうはクエスト発注時にあらかじめイナカーノ村から預けられたものだ。クエストの報ほう酬しゆうのやり取りは基本的にこのシステムで行われている。

「まさか、魔ま物ものが二体もいたなんてな。これからはクエストを受けた後で、ちゃんと紋もん章しよう板を確かく認にんするようにしなきゃだぜ」

「あの、勇者サマ。ちょっといいですか？」

　エリーゼがタオンに話しかける。

「インキュパスは、自分を相手の好きな姿に見せる幻げん覚かくの魔ま法ほうを使いますよね。ひょっとして勇者サマにもその魔ま法ほうを？」

「ああ、使ってきたな」

「勇者サマには、誰だれの姿に見えたんですか？　やっぱり……あの人にですか？」

「……まあな」

　面白おもしろくなさそうにタオンはフンと鼻を鳴らした。

「オレの記き憶おくに残ってる、五年前の姉ちゃんの姿だったよ……」

　流れていく景色を眺ながめながら、どこか寂さびし気な表情で呟つぶやくタオン。

「勇者サマ……」

　そんなタオンに同情するような瞳ひとみを向けてから、エリーゼはいきなり両手を伸のばした。

　タオンの顔を挟はさむようにして摑つかむと、ぐいっと自分の方へと向かせた。さらに頰ほおをぐねっとつねり、左右に引っ張った。

「イテテ、何すんだよエリーゼ！」

「わたしの姿に見えてくれなかったことに対するお仕置きです」

　ちょっと怒おこったように言ってから、エリーゼは手を離はなした。その時にはまたいつもの笑え顔がおに戻もどっていた。

「でも、仕方ありませんよね。勇者サマは、お姉さんを見つけるために冒ぼう険けん者になったんですから。それぐらい、大好きなお姉さんなんですもんね。だったら──」

　エリーゼは笑え顔がおのまま言葉を続けた。

「わたしは、勇者サマがお姉さんを見つけられるよう精せい一いつ杯ぱい協力します。ひとりよりふたりの方が絶対、早く見つかりますよ」

　何の根こん拠きよもない言葉だったが、タオンは少しだけ嬉うれしく思った。

「それに、わたしだって勇者サマのお姉さんに話したいことがありますしね」

「姉ちゃんに？　何を話すんだよ」

「決まってるじゃないですか」

　ギュッと拳こぶしを握にぎり締しめると、エリーゼは熱い瞳ひとみで言った。

「弟さんをわたしにくださいって」

「ふざけたこと言ってんじゃねーよ」

「じゃあじゃあ、お義姉ねえさんって呼ばせてくださいって頼たのみましょうか。ですよね。考えてみれば、わたしが勇者サマのものになるんですから、くださいって言うのもおかしいですよね」

　あれこれと妄もう想そうを膨ふくらませるエリーゼに、タオンはもう呆あきれてしまう。

「そういうわけですので、まだまだ一いつ緒しよに旅をさせてもらいます。いいですよね？」

　そう尋たずねてくるエリーゼに、タオンはぶっきら棒に答えた。

「ああ、もう。好きにしろよな」

「はい、好きにします」

　エリーゼが嬉うれしそうに笑った。

　ひたすら呆あきれつつも、タオンはつい先ほどまで感じていた寂さびしい気持ち、それが完全に消え去っていることに気付いた。

（こいつの能天気さのおかげ……か）

　不本意ではあるものの、少しだけエリーゼに感謝した。

（長い旅なんだし、ひとりよりふたりの方が楽しいかもな）

　一いつ瞬しゆんそんなことを考えてしまうも、慌あわてて首を強く振ふる。

（何考えてんだよ、オレ！　隙すきなんて見せた日にゃ、エリーゼのペースに巻まき込こまれて本気の本気で結けつ婚こんさせられちまうぞ。今は姉ちゃんを見つけるために、勇者として少しでも強くならなきゃ。女なんかに構ってる暇ひまはねーんだ！）

　やっぱりどこかでエリーゼとは別れてやる！

　改めてタオンがそう決意を固めている時だった。

「あああああああああああああああ！」

　エリーゼが素すっ頓とん狂きような声を上げる。笑え顔がおだったはずが、絶望的な表情になっていた。

「わたし、とっても大事なこと忘れてました。インキュパスの幻げん覚かく魔ま法ほうでわたし、まんまと騙だまされちゃいました。でもって、キスされて動けなくなる呪のろいをかけられたんです」

「それがどうかしたのか？　インキュパスは倒たおしたし、お前もその……無事だったんだろ？　だったらいいじゃねーか」

「ちっとも良くありません！　体は無事でしたけど、唇くちびるを汚けがされちゃったってことじゃないですか！　ですから！」

　エリーゼはとんでもない要求をしてきた。

「勇者サマの唇くちびるで消毒してください！　今、すぐに！　ここで！　さあ、どうぞ！」

「ば、バカ！　そんなことできるわけねーだろ！」

「そんなこと言わないでお願いします！　このままじゃファーストキスがインキュパスって思い出が残っちゃうじゃないですか！　勇者サマのキスで、思い出を上書きさせてくださいよ！」

　ぐいぐいとエリーゼが迫せまってくる。しかし馬車の狭せまい荷台の上だ。逃にげ場ばがない。

「ひ、人が見てるじゃねーか!?」

　エリーゼの暴走を止めようと、そんな言葉を発してみる。もちろんこの人っていうのは馬車を操あやつっている村人のことだ。だけど……。

「勇者様を乗せてるだ。万が一にも事故なんて起こせねーだよ。安全運転、安全運転だべ」

　村人はひたすら前方に目を向け、ブツブツと呟つぶやいている。荷台のことなんてちっとも意識していない。キスどころか、それ以上のことをおっぱじめても気付きもしないだろう。

「えっ、じゃあ人が見てなければＯＫってことですか!?」

　エリーゼもエリーゼで、自分勝手な解かい釈しやくで期待を膨ふくらませてしまった。そして、男がこっちを見ていないことを素す早ばやく確かく認にんする。

「はい、見てませんね。大だい丈じよう夫ぶです」

（こいつは、普ふ段だんのんびりしてるくせにこういう時だけ行動が素す早ばやいんだから）

「じゃあじゃあ、勇者サマ、お願いします！」

　エリーゼが瞳ひとみを閉じ、『ん[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]』って顔を近づけてくる。

「冗じよう談だんじゃねーぞ！」

　馬車の荷台を飛び降りる。しかしエリーゼも諦あきらめない。非力な神官とは思えない度胸と身のこなしで、同じように馬車を飛び降りる。

「あーん、待ってください。勇者サマ[image: ～][image: ～]！」














第２話　女戦士は誘拐魔!?










　アーバンク大陸の西。町から少し外れた森の中に、一軒けんの酒場兼けん食堂があった。店の名前は『ドラゴンの息い吹ぶき亭てい』。かつては一流の冒ぼう険けん者として活かつ躍やくしていた戦士、ハーゲン・ツルッパスが引退後に開いた店だ。魔ま物ものがうろつく危険な森の中にあるため、やってくる客はそのほとんどが冒ぼう険けん者。はてさて、今こ宵よいはどんな冒ぼう険けん者が店を訪おとずれるのであろうか？









『ドラゴンの息い吹ぶき亭てい』には、今夜も冒ぼう険けん者たちが集まり賑にぎわいを見せていた。クエストを終え報ほう酬しゆうを受け取ったばかりの者も多く、上じよう機き嫌げんで酒と食事を楽しんでいる。健康のことなんてまるで考えちゃいない、カロリーとコレステロールたっぷりの脂あぶらっこいメニューもまた彼かれらを魅了してやまなかった。

　そんな中、バインと盛せい大だいな音を立てて扉とびらが開かれた。

　入ってきたのは、燃えるような赤毛の女性だった。年は十八、十九といったところだろう。ビキニアーマーをまとっている。露ろ出しゆつは激しく、Ｇカップはあろう豊かな胸が強調されている。大おお柄がらなその体はかなり鍛きたえられており、腹筋にいたってはしっかりと割れていた。それでもなお、女性としての美しさは保たれている。いや、むしろそのたくましさ、力強さが彼かの女じよの大きな魅み力りよくとなっていた。腰こしの後ろには、大きく重そうな片かた手て斧おのをひっかけている。左ひだり腕うでには使つかい込こまれた金属製の円まる盾たてが装着されていた。

　女性が冒ぼう険けん者であることは間ま違ちがいなかった。その容姿から、職業も容易に想像がつく。

　近接攻こう撃げきのエキスパート。特化した戦せん闘とう力で魔ま物ものを葬ほうむる前衛アタッカー。戦士だ。

　女戦士が店のカウンター席へと向かう途と中ちゆう、ちょっとした事件は起こった。酔よっ払ぱらった冒ぼう険けん者が、女戦士の尻しりを触さわったのだ。

「おっ、いいケツ……って、かってーな」

　女戦士が足を止め、冒ぼう険けん者に体を向けた。にんまりと微笑ほほえみ尋たずねる。

「アタシの尻しりが固いって？　ならついでに、もっと固いとこがどこなのか教えてやろうか」

「へえ、どこだ？　是ぜ非ひとも教えてくれよ。ひょっとして、その大きなボインちゃんかい？　触さわって確かめてみなきゃ。うひひひひ」

「外れだ。答えはな、アタシの拳こぶしだよ！」

　女戦士は容よう赦しやなく酔よっ払ぱらい冒ぼう険けん者を殴なぐり飛とばした。冒ぼう険けん者はきりもみ回転しながら飛んでいくと、別のテーブルへと落下した。『ぐべあ』とゴブリンの断だん末まつ魔まのような声を上げ、完全に昏こん倒とうする。

　フンと鼻を鳴らすと、女戦士はカウンター席へとやって来て席についた。

「ハーゲンの親父おやじ、酒だ。ドラゴンの息い吹ぶきを持ってきてくれ」

　すぐに、スキンヘッドでいかつい顔の中年男性が酒の入った木製のジョッキを持ってやって来る。店のオーナーでもあり元スゴ腕うでの冒ぼう険けん者でもあるハーゲン・ツルッパスだ。

「ほらよ」

　女戦士の前にジョッキを置きつつ、ハーゲンは野太い声で尋たずねた。

「サンドラ、お前、確か新しいパーティーの仲間と一いつ緒しよにミノタウロス退治に行ったんじゃなかったか？　えらく帰りが早いじゃないか。ひょっとしてまたパーティーをクビにでもなったか？」

「冗じよう談だんじゃない！　あんなパーティー、こっちから抜ぬけてやったのさ！」

　吐はき捨すてるようにそう言うと、女戦士……サンドラはジョッキの中身、極ごく濃のう酒である『ドラゴンの息い吹ぶき』を一気にあおった。

「アタシが何かヘマしたって言うなら分かるけど、ひとりでミノタウロスを倒たおしてやったんだ。なのにチームワークを乱すだの連れん携けいを考えろだのごちゃごちゃうるさいんだよ」

「サンドラ。かつての教官として言うが、少しは仲間と力を合わせるってことを覚えたらどうなんだ？　ただ強いだけで仲間と力を合わせようとしない戦士なんてどこのパーティーに行ったってお荷物になるだけだぞ」

　ハーゲンは、引退後、一時期だが冒ぼう険けん者ギルドの新人指導教官を務めていたことがあった。その時の教え子のひとりがサンドラなのだ。

「お前が強いのは認める。だが、所しよ詮せんは戦士。ひとりでは冒ぼう険けんを続けることはできないんだからな」

　確かに戦士は強力な職業だ。しかし、たったひとりで冒ぼう険けんを続けるには限界があった。

　手て強ごわい敵と戦う際には、どうしたって回復や防ぼう御ぎよといったアシストが必要となる。そして戦士はそういったスキルをまるで持ち合わせていない。それは、サンドラも例外ではなかった。

「だったら、適当な神官とのふたりパーティーってのはどうだ？　アタシは戦う専門で、神官はアタシのサポートに徹てつしてもらうんだ」

「駄だ目めだな。それだと神官がすぐに魔ま物ものに襲おそわれてジ・エンドだ」

「そこはほら、得意の聖せい魔ま法ほうで壁かべかなんかを作ってもらって持ちこたえてもらうとか？」

「そうなると、お前さんのサポートもおろそかになるぞ。パーティーの意味がないんじゃないか？」

「くそっ、そうだったか」

　難しい顔をしてサンドラは腕うでを組み考かんがえ込こむ。

「どこかにいないのかよ。回復もできて、アタシが守ってやらなくてもいいぐらい強い冒ぼう険けん者はさ」

「そんな都合のいい冒ぼう険けん者、いるわけが……」

　否定しようとしたハーゲンだったが、思い出したように呟つぶやいた。

「いや、待てよ。あの職業があったか」

「何だ？　いるのか？」

　サンドラが身を乗り出した。

「ああ。レアな職業だから忘れていた。勇者だよ」

「勇者!?」

　パーティーを組んだことはなかったが、見かけたことぐらいはサンドラもあった。

「あいつら、回復なんてできるのか!?」

「お前はそんなことも知らずに冒ぼう険けん者をしていたのか？」

　ハーゲンが呆あきれてため息をついた。

「勇者って言ったら、パーティーいらずって呼ばれるぐらいに多才な能力を持つ職業なんだよ。勇ゆう魔ま法ほうって呼ばれる固有の魔ま法ほうを使うことができる。その中には、攻こう撃げきだけでなく回復だってちゃんとあるんだ」

「なるほど、それでアイツら、あんなにチヤホヤされてたのか」

　サンドラの顔に笑えみが浮うかぶ。何かロクでもないことを考えていそうな笑えみだった。

「サンドラ、勇者とパーティーを組もうなんて考えるなよ。大たい抵ていの勇者はもうパーティーを組んでしまっている。さらに、勇者がリーダーを務めるパーティーは結束も固く、チームワークも抜ばつ群ぐんだって相場が決まっているからな。お前みたいなのが入はいり込こむスキなんてないぞ」

「親父おやじ、ドラゴンの息い吹ぶきをもう一いつ杯ぱい、いや、もう二に杯はいくれ。それからホロウ鳥の丸まる揚あげも頼たのむ」

　サンドラはさらに二に杯はいの酒を飲み干し、大きな鳥の丸まる揚あげをペロリと平らげた。

　支し払はらいを済ませ、去り際にハーゲンに尋たずねた。

「このあたりで勇者が集まりそうな町って言ったらどこになる？」

「そりゃあ、何と言ってもガインベルグだろうな。あそこは大陸行路の中ちゆう継けい地点にあるし、ギルドの発注クエストの数も多いから冒ぼう険けん者も多く集まるはずだ。中には勇者もいるだろう」

「そうか、ガインベルグか」

　納なつ得とくしたように頷うなずくと、サンドラは上じよう機き嫌げんで店を後にした。

「あいつは猪ちよ突とつ猛もう進しんだからな。勇者のパーティーに押おしかけたりしなきゃいいが」

　心配そうに呟つぶやくハーゲン。実際は、もっととんでもないことをサンドラは考えていたのだが、かつての指導教官でもそこまでは想像できなかったのだった。





★






　ガインベルグは、アーバンク大陸の東に位置している町である。大陸行路の中ちゆう継けい地点でもあり、物や人の流れが盛さかんな商業都市として発展していた。当然、冒ぼう険けん者ギルドの出張所も存在し、発注クエストの数も多かった。必然的に冒ぼう険けん者たちも多く集まり、彼かれら向けの商店も数多く存在していた。

　薄うす暗ぐらくなり始めた夕暮れ時、一組のパーティーがガインベルグに到とう着ちやくした。やんちゃそうな少年の勇者と、ふんわりとした雰ふん囲い気きの神官というパーティー。

　そう、勇者タオンと神官エリーゼのふたりだった。

　イナカーノ村でサキュパスとインキュパスを倒たおしてから、早くも二週間が経過していた。あちこちの村や町で細かなクエストをこなしつつ旅を続け、この町へとやって来たのだった。

「うわ[image: ～][image: ～]、わたし、ガインベルグに来るのって初めてですよ。大きな町ですね」

　建ち並ぶ建物をぐるりと見み渡わたし、エリーゼが感かん嘆たんの声を上げる。

「ここでしたら、ステキなお風ふ呂ろ屋さんもありそうです」

　アーバンク大陸では、よほどの金持ちか貴族でなければ自宅に風ふ呂ろはない。体が汚よごれた場合は、教会へ行って【ウォッシュ】の聖せい魔ま法ほうをかけてもらうか、もしくは公共浴場を利用するのが一いつ般ぱん的だった。

「別に風ふ呂ろ屋やなんて行く必要はねーだろ？　お前の【ウォッシュ】を使えばそれで終わりなんだから。そっちの方が早いし、何より金もかかんねーし」

　つまらなそうに呟つぶやくタオンに、エリーゼはとんでもないと瞳ひとみを大きくする。

「勇者サマ、それは違ちがいます。わたしの【ウォッシュ】はあくまでお風ふ呂ろの代用なんです。温かなお湯に浸つかって体を温めて、いい香かおりの石せつ鹼けんで体を洗って、お風ふ呂ろ上がりに冷たい牛乳を飲む、そんなお風ふ呂ろ屋さんに勝まさるものはないんです！」

　拳こぶしを固めてエリーゼが力説する。

「まずはお風ふ呂ろ屋さんを探しましょうか？　できれば、貸し切りの家族風ぶ呂ろなんてあるお風ふ呂ろ屋さんを」

「貸し切り？　ひとりでそんなとこに入るのかよ？」

「ひとりじゃありません。勇者サマとわたし、ふたりで入るんですよ」

　当たり前のようにエリーゼは答えた。

「勇者サマのたくましい体をわたしが心を込こめて洗ってあげますから。あっ、もちろんわたしはタオルなんて体に巻きませんよ。生まれたままの姿で勇者サマにご奉ほう仕しします。お触さわりだってＯＫですから」

「ば、バカ！」

　早くもタオンの顔は真っ赤になっている。思春期の少年にこんな話は刺し激げきが強すぎたのだ。

「誰だれがお触さわりなんてするか！　ってゆーか！　一いつ緒しよに風ふ呂ろなんて入らねーからな！　とにかく行くぞ！」

「お風ふ呂ろ屋さんにですか？」

「ちげーよ！　新しい町に着いたらまずは冒ぼう険けん者ギルドって決まってんだろ？　実際にこなすのは明日以降になるとしても、どんなクエストが出てるか下見しとかなくちゃな。いいのがあったら、もう今晩のうちに引き受けちまってもいいし」

　スタスタと歩き出すタオン。

「本当に仕事熱心なんですから。でもまあ、それが勇者サマのいいところなんですけどね。うふふ」

　嬉うれしそうに微笑ほほえんでから、エリーゼはタオンの後を追いかけた。





★






　町の中央通りを進んだ先に、冒ぼう険けん者ギルドの出張所があった。三階建てのなかなか立派な建物だ。

　魔ま物ものに対たい抗こうできるのは特とく殊しゆな技能を持った冒ぼう険けん者だけだった。そういったこともあり、冒ぼう険けん者ギルドは大きな財力と権力を持っていた。各町の一等地に堂々と出張所を構えられるのもそんな理由だった。

　クエストの確かく認にんのため、ギルドの建物の中へと入ろうとするタオン。しかし、重じゆう厚こうな扉とびらは開かない。

「どういうことだよ。閉まるにはまだ早すぎるだろ!?」

「勇者サマ、原因はこれみたいですよ」

　すぐ後ろにいたエリーゼが、出張所の扉とびらに貼はられた張り紙を指差した。



冒ぼう険けん者の皆みな様さまへ。

本日、設備メンテナンスのため午後五時で閉めさせていただきます。

なお、明日は通常どおり午前五時より利用可能です。

冒ぼう険けん者ギルド・ガインベルグ出張所





「どうしてよりにもよってオレたちが来た日に設備メンテナンスなんかすんだ？」

「あはは、そうですね。でも、良かったじゃないですか。わたしたちが利用した時に不具合が発生してクエストの受注がうまくいかなかったら大変でしたよ。ちゃんとメンテナンスして、万ばん全ぜんの状態で勇者サマはこの出張所を利用できるんです。そう考えればラッキーですよ」

「……前々から思ってたけど、お前ってとんでもなくプラス思考だよな」

「わーい、勇者サマに褒ほめられちゃいました」

「褒ほめてねーっての」

　能天気なエリーゼにタオンは呆あきれてしまう。

「それに、どのみち今晩はクエストを受注しても宿屋で休むつもりだったんですよね？　だったら明日の朝でも問題ありませんよ」

「まあ、そりゃそーだけどよ」

　タオンは名残なごり惜おしそうに閉じた扉とびらを見つめた。

「どんなクエストが出てるか、気になってたのに」

　かと言って、扉とびらを打ち破って強ごう引いんに押おし入いるわけにはいかない。そんなことをしたら罰ばつとして冒ぼう険けん者の資格を停止処分にされかねない。

「分かったよ。どっかの宿屋で休むとすっか。いつまでもこんなとこに突つっ立たっててもしょーがねーしな」

「その前にお風ふ呂ろです！　それからおいしい夕飯も！」

「こんだけ大きい町なら、適当に歩きまわってりゃどっちも見つかるだろ」

　歩き出そうとするタオン。と、そんな彼かれに声がかかった。

「ありゃりゃ、誰だれかと思えばタオンの旦だん那なじゃないですか」

　ひょっこりと姿を現したのは、見るからに軽けい薄はくそうな顔をした長身の男だった。

「何だ、スカイプかよ」

　タオンがうんざりとした顔になる。

「勇者サマのお友達ですか？」

「友達なんかじゃねーよ。ちょっとした知り合いってだけだ」

「初めまして、あっしは、スカイプっていいます。冒ぼう険けん者の皆みな様さまに情報を売って生活させてもらってます」

「なるほど、情報屋さんなんですね」

　ギルドの出張所に貼はり出だされているクエストの中には、情報が十分でないものも少なくはない。そんな時に重宝するのが情報屋だった。時にはクエスト攻こう略りやくのヒントを教えてくれることだってある。もちろん、使える情報であればあるほど値段も張るのだが。

「しかし驚おどろきました。タオンの旦だん那なもついにパーティーを組んだんですね。しかもこんな可愛かわいい神官のお嬢さんとだなんて」

「好き好んで組んだわけじゃねーよ。こいつが勝手に付いてきたんだ」

「はい、いわゆる押おしかけ女によう房ぼうってヤツですねわたしは。うふふ」

　嬉うれしそうにエリーゼが笑う。タオンはもう突つっ込こむ気にもなれない。

「あ、自己紹しよう介かいが遅おくれちゃいましたね。わたし、神官のエリーゼって言います。どうぞよろしく」

「御ご丁てい寧ねいにどうもありがとうございます。あっしはしばらくこの町で商売するつもりですから、情報が欲ほしい時は気軽に声をかけてくださいね」

「エリーゼ、止めとけよ。こいつは情報屋の中でも最高にタチの悪いヤツなんだよ。ガセネタで金をむしり取られるのがオチさ。オレもこいつのガセネタで散々な目にあったからな」

　実感を込こめてタオンが言う。どうやら過去によほどのことがあったようだ。

「こんな奴やつ放ほっといて行くぞ」

　そのまま立ち去ろうとするタオンを、スカイプが呼び止めた。

「ああ、タオンの旦だん那な。ちょっと待ってください」

「何だよ？」

「ちょっとお耳に入れておいた方がいいことがありまして。勇者であるタオンの旦だん那なとは無関係とは言えませんし。まあ、タオンの旦だん那なが聞きたくないって言うなら無理にとは──」

「あーっ、もうっ！　まどろっこしい！　いいからさっさと話せ！」

　タオンの許可を得て、スカイプは語り始めた。

「今、ここガインベルグで、勇者が誘ゆう拐かいされるって事件が連続して起こってるそうなんです」

「ええっ！　勇者が誘ゆう拐かい!?」

　エリーゼが驚おどろきの声を上げた。

「たたた、大変ですよ！　勇者サマ！　勇者連続誘ゆう拐かい事件ですよ！　早くこの町を出ましょう！」

「ええい、落ち着けって！」

　引っ張るエリーゼの手を振ふりほどく。

「スカイプ、詳くわしく聞かせろよ」

「いや、実はあっしも数日前にこの町に来たばかりでそこまで詳くわしくは知らないんですよ。でも、冒ぼう険けん者ギルドの人間に聞いたんで間ま違ちがいはないようです」

　ガインベルグほどの町ともなれば、クエストを求めて冒ぼう険けん者が大勢集まる。数は少ないものの、中には勇者も存在する。そんな勇者が、町に滞たい在ざい中に忽こつ然ぜんと姿を消すのだとスカイプは説明した。

「まあ、一、二週間もすると町の前に転がされてるらしいんですけどね。回復の聖魔法もすぐにはきかないぐらいに極度に衰弱してしまっているとか。回復の魔ま法ほうも追いつかずまともに喋しやべれる状態でもないらしく、結局まだ事件の真相は闇やみだそうです」

「魔ま物ものの仕業か？」

「だったらわざわざ勇者を返したりはしないでしょう。それに、衰すい弱じやくしてるって言っても、サキュパスに襲おそわれたとか、そんな感じでもないようですし」

　イナカーノ村でのサキュパスとの戦いのことを思い出し、タオンは少しだけドキドキした。

「まあ、タオンの旦だん那ななら問題ないと思いますけど、一応気を付けてください」

「ああ、分かった。せいぜい気を付けるさ。まっ、もしオレをさらおうとして来たら、フルボッコにしてからギルドに突き出してやるけどな。もし魔ま物ものが犯人だったらぶっ倒たおすだけだし」

　相手がサキュパスでないなら、タオンにとって何も恐おそれることはなかった。

「そこなんですけどね。犯人をすぐにギルドに突き出さずあっしに知らせてもらえませんか？」

「お前、なんか企たくらんでるだろ？」

　タオンは疑いの眼まな差ざしでスカイプを見た。

「そんなことはありませんよ」

　軽けい薄はくな笑えみを浮うかべるスカイプ。信しん憑ぴよう性は０だった。

「オレんとこに来たら、フルボッコでギルドに突き出す。オレの考えは変わらねーからな」

　タオンが断言すると、スカイプは諦あきらめたように肩かたを落とした。

　そんな彼かれにエリーゼが尋たずねる。

「スカイプさん。ちょっとお聞きしていいですか？　情報屋さんなら、この町でおススメのお風ふ呂ろ屋さん、食堂、それから宿屋さんなんかの情報を知ってたりします？」

　もちろんとスカイプが頷うなずいた。

「銭湯なら、『サラマンダー湯』か『スパ・ファイアブレス』。食堂なら、『雄お羊ひつじ食堂』か『マタンゴ亭てい』。宿屋は、『ゴールデンゴールド・イン』がお勧すすめですけど、タオンの旦だん那なの好みだと、庶しよ民みん的な『アマガエル通りの宿』あたりがピッタリじゃないですか？　小さいですけど、居い心地ごこちはいいって評判ですよ」

　淀よどむことなくスカイプがペラペラと喋しやべった。さらに、ポケットから紙束を取り出す。

「これ、それぞれの店の割引券です。店の場所も書かれてますから」

「えらく準備がいいじゃねーか。お前、どうしてこんなもん持ってんだよ？」

「もちろん町を訪おとずれた冒ぼう険けん者に配るためですよ。少しでも顔を覚えてもらえれば、仕事に繫つながる可能性がありますから」

（抜ぬけ目めのないヤツ）

　呆あきれつつも、タオンは差し出された割引券を受け取った。

「まっ、こいつはありがたく使わせてもらうぜ。こっちも懐ふところに余よ裕ゆうがあるわけじゃねーからな。じゃあ行くぞ、エリーゼ」

「あっ、はい。勇者サマ。それじゃスカイプさん、失礼します」

　立ち去っていくタオンとエリーゼを見送ってから、スカイプは大きなため息をついた。

「やれやれ、せっかく一ひと儲もうけできるチャンスだったのに」

　実はスカイプ、この勇者誘ゆう拐かい事件が近く冒ぼう険けん者ギルドが依い頼らい主となりクエスト発注されるという情報を得ていたのだ。タオンが犯人を捕つかまえたら、クエスト発注が行われるまではどこかに閉とじ込こめておき、発注後に突つき出だしちゃっかり報ほう酬しゆうをいただくつもりだったのだ。

「それにしてももったいない。タオンの旦だん那なほどのスゴ腕うでの勇者なら、高報ほう酬しゆうのクエストをこなし放題じゃないか。ああ、あっしにマネジメントを任せてくれれば、ギルドを通さない非公式の高報ほう酬しゆうクエストなんかも紹しよう介かいできるのに。そしたらあっしも仲ちゆう介かい料をガッポリと──」

　スカイプがそんなことを呟いている最中だった。いきなり横から伸のびた腕うでが彼かれの胸むな倉ぐらを摑つかんだ。そのまま路地裏へと引ひきずり込こむ。

　フード付きのコートを羽織った人物だった。コートの前は特に閉じられていないため、その人物の体が見えた。ビキニアーマーに包まれた豊満な胸。女性なのは間ま違ちがいない。

　謎なぞの女性は軽々とスカイプを片手で持ち上げ壁かべへと押おし付つけてしまう。

「今、スゴ腕うでの勇者の話をしてたよな。詳くわしく聞かせてくれよ」

　問答無用とばかりに要求してくる。

　スカイプは直感的に察した。この人物こそが、勇者連続誘ゆう拐かい事件の犯人だと。

「そ、それは……」

　さすがにタオンのことを犯人に教えるのはどうかと思い、スカイプは口ごもる。

「そう言えばアンタ、非公式のクエストを紹しよう介かいとか言ってたっけ？　ひょっとして、情報屋か何かか？　だったら話は早い」

　謎なぞの女性は、ローブのポケットから布の袋ふくろを取り出した。ジャラジャラと袋ふくろが音を立てる。それなりの額は入っていそうだ。

「こいつで、その勇者についての情報を買うぞ。どうだ？」

「勇者の名前は、タオン・ブレイブ！　今日、このガインベルグに到とう着ちやくしたばかりで、今晩泊とまる場所は、おそらく『アマガエル通りの宿』です！」
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　すっかり暗くなったガインベルグの町。タオンとエリーゼは夕食をとっていた。

　場所は、怪あやしい情報屋に紹しよう介かいされた食堂、『雄お羊ひつじ食堂』だった。

　スカイプと別れた後、エリーゼのたっての希望でまずは銭湯、『サラマンダー湯』へと向かった。

　たっぷりと汗あせを流し温まってから、夕食前に宿を取ることに。

　宿は、庶しよ民みん的な『アマガエル通りの宿』にした。スカイプの言っていたとおり、小さいものの実に居い心地ごこちの良さそうな宿だった。

　そこで今晩の宿を予約してから、この食堂へとやって来たのだった。

「ここにして正解だったな。味もいいし量もたっぷり。おまけに安いと三さん拍びよう子し揃そろってるぜ」

　ご機き嫌げんなタオンとは対照的に、向かい側に座すわるエリーゼは少々沈しずんだ顔をしている。

「エリーゼ、どうしたんだ？　お望みの風ふ呂ろに入れたのになんか暗いじゃねーかよ」

「お風ふ呂ろは楽しめましたよ。お湯に浸つかって、体の隅すみ々ずみまで洗って。久しぶりにゆったりできました。問題は……宿なんです」

「さっきの宿がどうかしたのか？　少し古いが問題ないぜ」

「宿そのものに不満があるわけじゃありません。わたしが残念に思ってるのは……ふた部屋も取れてしまったことなんです」

「は？」

「居い心地ごこちがいいって評判で、なおかつ小さい宿だったら絶対部屋も埋うまってて、うまくいけば勇者サマとひとつの部屋で泊とまれると思ったのに。どーして丁度ふた部屋だけ空いちゃってるんですか!?」

「そんなこと知るかよ」

　タオンが呆あきれ顔がおで言う。

「それに、もしひと部屋しか空いてないって言われてたら、オレは迷わず別の宿を探したぞ。お前とひとつの部屋で寝ねるなんて、そんな状じよう況きよう、ありえねーからな」

「どうしてですか？　わたし、別に勇者サマにヘンなことしようなんて思いませんよ。ただ、ちょっと寝ね顔がおを眺ながめたり添そい寝ねをしちゃったりするぐらいはするかもしれませんが。あと、ほっぺにチューとか」

「それがヘンでなくて何がヘンなんだよ！」

　そう叫さけんだタオンは、勢いよく席を立った。

「勇者サマ、どこに行くんですか？」

「便所だ！」

　吐はき捨すてるように言うと、食堂を後にする。

「ああ、本当。残念でしたね」

　銭湯でお湯に浸つかっている間、ずっと期待を膨ふくらましていただけにガッカリ感もハンパなかった。

「でも、わたし、負けませんから！　いつかきっと、勇者サマとの添そい寝ねを実現させますから」

　無む駄だな決意を固めると、エリーゼは改めてメニューの書かれた紙を開いた。

「そのためには、勇者サマにパーティーを追い出されないようしっかり活かつ躍やくしなきゃなりませんね。たくさん食べて、明日からのクエスト、頑がん張ばらなくっちゃ」

　追加注文するメニューを探している時だった。エリーゼはそのメニューに気付いた。




『眠ねむり草のハーブジュース』

　快適な眠ねむりのお手伝い。体の緊きん張ちようをほぐし、朝までグッスリの特製ジュースです。




　エリーゼはすかさず食堂の店員を呼んだ。

「この眠ねむり草のハーブジュースなんですけど、効き目は確かなんですか？」

「ええ、それはもう。これまでそのジュースを飲んで眠ねむれなかった冒ぼう険けん者はひとりしかいませんよ。まあ、そのひとりは魔ま物ものに不ふ眠みんの呪のろいをかけられてたってオチなんで、実質は全員眠ねむれたことになりますね」

　次の日のクエストに緊きん張ちようして眠ねむれない、クエストを成功させた興奮で眠ねむれない、そんな冒ぼう険けん者たちが好んで飲むジュースだと店員は追加で説明した。

　もっとも、エリーゼはそんな説明までは聞いていなかった。大切なことは、朝までグッスリ眠ねむれるという確かな効果だった。

（このジュースがあれば……）

　エリーゼがちょっとした作戦を思い付く。

「一いつ杯ぱいお願いします！　濃こい目めで！」

　店員に注文をすると、エリーゼは自らの信しん仰こうするセインタリアの神に向かって祈いのった。どうか、タオンが戻もどってくるよりも前にジュースが届くようにと。

　祈いのりが届いたのか、タオンよりも前にジュースの入ったカップが運ばれてくる。

「どうぞ、眠ねむり草のハーブジュースです。ご注文どおり、濃こい目めで作りました」

　ジュースを置いて立ち去る店員。エリーゼはカップの中を覗のぞき込こんだ。

　ドロドロとした液体が入っていた。色は目の覚めるような緑色。お世辞にもおいしそうには見えない。

「これ、ちゃんと勇者サマ、飲んでくれますかね？」

　エリーゼが少し不安になっていると、タオンが席へと戻もどってくる。

「さぁ、出すモン出してきたし、食うぞ！」

　食堂で口にすべき台詞せりふではなかったが、まあ十三歳さいの男子なのでご勘かん弁べん願いたい。残っている料理にとりかかろうとするタオンに、エリーゼは届いたばかりのジュースを差し出した。

「勇者サマ、これをどうぞ。攻こう撃げき力がアップする特製ジュースだそうです」

　エリーゼが強ごう引いんにタオンの手にジュースの入ったカップを持たせた。

　エリーゼが心配していたように、カップの中を覗のぞき込こみタオンが顔をしかめる。

「オレ、いらねーよ。別に攻こう撃げき力で困ってねーし。オレよりエリーゼが飲んだ方がいいんじゃねーか？」

「え、それはダメですよ。わたしが飲んだら意味ないじゃないですか！」

「意味ないって何がだよ？」

「えっと、それはですね～」

　しどろもどろになるエリーゼ。このまま彼かの女じよの謎なぞの作戦はとん挫ざしてしまいそうに思えたが……。

「ん？　これは……」

　タオンが鼻をクンクンと鳴らす。次の瞬しゆん間かん、カップに口をつけた。その目が大きく見開かれた。

　一気にカップを傾かたむけると、ゴクゴクと飲み干してしまう。

「うまい！」

　見た目とは裏腹に、ハーブジュースはタオン好みの甘あまい味だったのだ。

「エリーゼ、お代わりだ！」

「はいっ、喜んで！」

　エリーゼは立ち上がると、店員のもとへと走った。タオンにジュースの正体を知られないよう注文をするためだ。

（次も濃こい目めにしてもらいましょう。二に杯はいも飲めば、いくら勇者サマでも朝まできっとグッスリですよ。そしたら……うふふ）
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　深夜、零ぜろ時じを過ぎた頃ころのこと。

『アマガエル通りの宿』、二階の一室の扉とびらが、ゆっくりと開かれた。

　そこから顔を出したのはエリーゼだった。右、左と警けい戒かいするようにあたりを見み渡わたす。誰だれもいないのを確かく認にんしてから、エリーゼは通路へと出た。そこから向かったのは、タオンの泊とまるすぐ隣となりの部屋だった。

　念のためにと、エリーゼはタオンの部屋の扉とびらを軽く二度ほどノックした。

「勇者サマ、勇者サマ」

　軽く呼びかけてもみる。返事はなかった。

　背が低く、見かけはまだまだ子供ではあるものの、タオンは一流の勇者だ。たとえ眠ねむっている時だって、異変が起こればたちどころに目を覚ます。普ふ段だんのタオンなら、ノックの音とエリーゼの呼びかけに確実に目を覚ましているはずだ。

　なのに眠ねむったままでいる。どうやら眠ねむり草のハーブジュースの効果は絶大だったようだ。

（濃こい目めのを二に杯はいも飲ませた甲か斐いがありました）

　エリーゼが扉とびらに手をかける。案の定、内側から鍵かぎがかけられていた。これが盗とう賊ぞくならば針金の一本でもあれば簡単に開いてしまうことだろう。だけどエリーゼにそんな芸当は無理だった。

　それでもエリーゼは慌あわてない。鍵かぎがかかっていることぐらい想定内。準備だってしてきているのだ。

　エリーゼがポケットから取り出したのは一本の鍵かぎ。タオンの部屋の合あい鍵かぎだった。

　夕食が終わり泊まる宿へと足を運んだ後、エリーゼはこっそりと宿の主人に話をした。自分がタオンの姉であり保護者だと噓うそをついたのだ。さらに、タオンを鍛きたえるために別々の部屋にしているも、まだまだ怖こわがりで明日のクエストが怖こわくなり夜中にうなされて大声を出すかもしれない。自分が行って手を握にぎってあげれば静かになるから、タオンの部屋の鍵かぎの複製を貸して欲ほしい……そうお願いしたのだ。

　神官は冒ぼう険けん者の中でも一番信しん頼らいのおける職業とされていることもあり、宿屋の主人はエリーゼの言葉をすんなりと信じた。そもそも、タオンがスゴ腕うでの勇者だなんて見た目だけでは絶対に想像もできないし。

　こうしてまんまとタオンの部屋の合あい鍵かぎを手にしたエリーゼは、他の宿しゆく泊はく客が寝ね静しずまるのを待ってからタオンの部屋へとやって来たのだった。

「今夜こそ、わたしの夢を叶かなえちゃうんですから。勇者サマの寝ね顔がおを至近距きよ離りでじっと眺ながめたり、ほっぺにチューとかしちゃったり。後は、添そい寝ねなんてしちゃったりして」

　両りよう頰ほおに手を当て、エリーゼは『キャー』と悲鳴を上げる。恋こいする乙女おとめの悲鳴だ。

　ハッとし、改めてあたりを見る。幸い宿しゆく泊はく客は皆みな、熟じゆく睡すいしていて今の悲鳴ぐらいでは起きなかった。

　ホッと胸をなでおろし、エリーゼは改めてタオンの部屋の扉とびらを開こうとする。鍵かぎ穴あなに合あい鍵かぎを差さし込こみ、ゆっくりと回すと、ガチャリと音がした。

「やりました！」

（この扉とびらの向こうに、勇者サマが無防備な状態で眠ねむってるんですね。これからわたし、勇者サマと……）

　想像するだけで興奮で吐と息いきが荒あらくなった。ドキドキが止まらなかった。

（さあ、行きますよ。行っちゃいますよ。いいんですね？　はい、いいんです！）

　エリーゼが、鍵かぎの開いた扉とびらに向かってそっと手を伸のばしたまさにその時だった。

　彼かの女じよは自分の背後に立つ何者かの気配に気付いた。

（えっ？）

　エリーゼが振ふり向むくと、そこにはビキニアーマーを装着したひとりの女性が立っていた。豊満な胸と割れた腹筋が薄うす暗ぐらい廊ろう下かでもしっかりと確かく認にんできた。

「ここが、タオン・ブレイブって勇者が泊とまってる部屋だな」

「あ、あなた！　どうしてそのことを知ってるんですか!?」

「情報屋の男と宿屋の親父おやじに聞いたからだよ。まあ、宿屋の親父おやじは口を割らなかったから、勝手に宿帳を見せてもらったんだけどな」

　そう言うや否いなや、女性はエリーゼを片手で無造作に押おし退のけた。

「きゃあ！」

　女性の腕わん力りよくに、エリーゼは半ば突つき飛とばされた状態で廊下に尻しり餅もちをついてしまう。

「お、悪いな。勘かん弁べん勘かん弁べん」

　適当に謝あやまってから、女性は扉とびらへと向き直る。

「そらよっ！」

　いとも簡単に扉とびらを蹴け破やぶった。そのまま、ずかずかと部屋の中へと入っていく。

「ままま、待ってください！」

　立ち上がったエリーゼが慌あわてて女性を追いかける。

　部屋に飛とび込こんだエリーゼが見たものは、毛布にくるまったタオンを軽々と担かつぎ上あげている女性の姿だった。タオンの武器の剣けんを無造作に摑つかんでいる。

「ゆ、勇者サマをどうするつもりなんですか!?」

「ちょっと借りるだけさ。二、三週間で帰すから心配するなよな。まっ、場合によっちゃ、ずっと帰さないかもしんないけど」

　女性はそれだけ言うと、部屋の窓を開けた。タオンを担かついだまま、夜の町へと飛び出していってしまう。

　この状じよう況きようを目まの当あたりにすれば、さすがのエリーゼも察した。

「大変です！　勇者サマが誘ゆう拐かいされちゃいました！」

　今の人物こそが、ここガインベルグにて勇者誘ゆう拐かい事件を起こしている犯人で間ま違ちがいないだろう。

　そして、よりにもよってタオンがその餌え食じきとなってしまったのだ。

　もちろん普ふ段だんのタオンならば、ああも易やす々やすとさらわれたりはしない。即そく座ざに誘ゆう拐かい犯の襲しゆう来らいを察知し、剣けんを手に取り応戦したはずだ。それをせず担かつがれたままでいるのは、深い眠ねむりについているからに違ちがいない。

　エリーゼが飲ませた眠ねむり草のハーブジュースのせいで。

　彼かの女じよの夢を叶かなえようと企たくらんだ大いなる作戦が、とんでもない事態を引き起こしてしまったのだ。

「ああ、わたしがあんなジュースを飲ませなければ」

　激しく後こう悔かいをするエリーゼだったが、すぐにそんなことをしている場合ではないと気付く。

「こうしちゃいられません！　早く勇者サマを追いかけないと！」

　エリーゼは一度部屋へと戻もどると、武器であるメイスを手に取った。タオンの部屋へと戻もどったエリーゼがポケットから取り出したのは、一枚の下着。以前、タオンの荷物からくすねておいたものだ。

「別に、やましい気持ちがあったわけじゃないですよ。そう、こんな時のために確保しておいたんです」

　そんな言い訳をすると、エリーゼは祈いのりの言葉を口ずさみ、聖せい魔ま法ほうを発動する。

「【メモリーチェイス】！」

　タオンの下着が、まるで生きているかのようにパタパタと羽ばたいた。そのまま夜の闇やみを飛んでいく。この聖せい魔ま法ほうは、物に宿った残留思念をもとに持ち主を追つい跡せきするというものだった。

「待ってください、勇者サマ。今、わたしが助けに行きますからね！」
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　…………ん？

　タオンはゆっくりと目を覚ました。腹部を支点として『く』の字に折れ曲がるようにして自分は眠ねむっていた。全身は毛布でグルグル巻きにされており視界も塞ふさがれているが、毛布越ごしにでも分かる日の光から今が昼間であることが窺うかがえた。

　一定のリズムで上下に動いていることからタオンは現在の自分の状じよう況きようを推測する。

（何かオレ……誰だれかに担かつがれてねーか？）

　それは、意識がハッキリするに従って確信へと変わった。自分は今、何者かに担かつがれてどこかに連れて行かれようとしている！　非力なエリーゼでないことは確かだ。

「くそっ！　下ろせ！　下ろしやがれ！」

　そう叫さけびジタバタと暴れていると、タオンを運んでいた何者かが足を止めた。

「おっ、やっと起きたか」

　意外にもそれは女性の声だった。タオンの体が地面へと下ろされる。

　タオンは急ぎ自分の体に巻かれていた毛布を引っぺがし、自分を担かついでいた人物を見た。

「お前、どうしてオレを……」

　そこでタオンの言葉が止まった。理由は単純にして明白。目の前にいたのが、露ろ出しゆつの激しいビキニアーマーに身を包んだ赤毛の女戦士だったからだ。

　しかもプロポーションはすこぶるいい。腹筋こそ割れているものの、女性としての魅み力りよくは健在だ。野性味溢あふれる美人のお姉さん。思春期のタオンとしては非常に厄やつ介かいな相手だった。

「おま、お前……なんだよ。オレに……何の用だよ！」

　これでもかって強調されている女戦士の胸むな元もとから目を逸らしつつ、タオンが虚きよ勢せいを張って尋たずねる。

「えっ？」

　戸と惑まどっているのは女戦士の方も同じだった。タオンの姿をじっくりと眺ながめる。

「アンタが、タオン・ブレイブか？」

「ああ」

「勇者……なんだよな？」

「そうだ」

「……紋もん章しよう板見せてみな」

　言われるがままにタオンは紋もん章しよう板を取り出して見せた。

「噓うそだろ。噂うわさの勇者がこんなガキンチョだったなんて」

　ガキンチョという言葉にタオンが敏びん感かんに反応する。

「オレはガキなんかじゃねー。ちょっと背は低いけど、十三歳さいになったんだ！」

「十三!?　チビだからてっきり十歳さいぐらいかと思ったぞ」

　タオンが一番言われたくない言葉を平然と口にする。

「まっ、十三でも十分ガキだけどな」

　さらにそんな追い打ちもかけてくれた。

「ああ、くそっ！　ようやく強い勇者を見つけられたと思ったのに、こんなガキンチョだったなんてよ。ハズレ続きでイヤになる。とんだガセネタを摑つかまされたよ」

　タオンは、冒ぼう険けん者ギルドの出張所前でスカイプに聞いた話を思い出した。

「まさか、最近ガインベルグで勇者が行方ゆくえ不明になる事件ってのは？」

「ああ、犯人はアタシだよ」

　悪びれもせず女戦士が答える。

「パーティーであれこれ指示されるのが面めん倒どうなんだよ。かと言って、戦士であるアタシにはソロの冒ぼう険けんってつらいだろ？　だから、アタシのこと回復できて、なおかつ放っておいても適当に戦えて死なないヤツとふたりでパーティーを組もうって考えたのさ」

　相手が子供だと思い油断したのか、女戦士はペラペラと犯行の動機を語り始めた。

「で、ガインベルグまでやって来て、見かけた勇者を片かたっ端ぱしからさらって試ためしにクエストに同行させてみたんだけど、どいつもこいつも軟なん弱じやくな連中ばかり。役に立たないどころか途と中ちゆうでヘバって使い物にならなくなったんだ。勇者ってのは名前ばかりで大したことないなって思ってた時に、タオン・ブレイブって凄すご腕うでの勇者の話を耳にしたんだよ」

「それで、オレをさらったってわけか？」

「そうだ。アンタが泊とまってる宿屋なら、情報屋から聞き出しといたからな」

　その情報屋が誰だれなのかは想像がついた。まず普ふ通つうに考えてスカイプ以外にはありえない。おそらく金も受け取っていることだろう。

（あの野や郎ろう！　人のこと売りやがって！　今度会ったらゼってーぶっ飛ばしてやる！）

　とりあえずそんな決意を固めてから、タオンは冷静に情報を分ぶん析せきした。

（つまりこの女戦士は、自力で身を守れる回復役って意味で勇者とパーティーを組みたいって思ったわけか。でもって、勇者をさらってはテスト代わりにクエストに同行させてた。でも、どの勇者も体力が尽つきてダウン。町の外に転がされてた。でもって、運悪くオレが次の候補としてさらわれたってことだな）

　熟練度の差はあれ、腐くさっても勇者。これまでさらわれた被ひ害がい者たちだって、人並み以上の力は持っていたはずだ。それを使い物にならなくなるほどに衰すい弱じやくさせることから考えて、よほど過か酷こくにこき使ったのだろう。

　自じ慢まんじゃないが、タオンは体力にはかなり自信があった。根こん性じようだって他の勇者に負けていないつもりだ。そうそうヘバることはないだろう。しかし、今回においてはそんな実力は見せるべきではない……いや、見せては駄だ目めだ。

（こいつのお眼鏡にかなっちまったら、問答無用でパーティーに加えられちまう。それこそ、今後ずっと）

　結果としてエリーゼとは強制的に別れられることになるだろうが、新しく始まるのはこのムキムキグラマーな女戦士とのふたり旅だ。弾だん力りよくのありそうな巨きよ大だいな胸と尻しり。たくましく、それでいて色っぽい太もも。とにもかくにも露ろ出しゆつが多すぎる。これならまだ、エリーゼの方がマシだった。

　少なくとも神官の服はちゃんと体の大部分を覆おおってくれているからだ。

　女戦士は強い勇者を求めている。それならば、幸いタオンは除外されそうだ。

　タオンの幼い容姿と年ねん齢れいでガッカリしてくれた様子だから問題ないだろう。

　ホッとするタオンだったが……、そうは問屋が卸おろさない。

「いや、年だけで判断するのも良くないか。アタシだって、十三の時には戦士見習いとしてガンガン魔ま物ものをぶっ倒たおしてたし。ひょっとしたらアンタ、見かけによらずスゴ腕うでだったりして」

　恐おそれていた事態になってしまった。スゴ腕うでだと思われた途と端たん、この女戦士とのふたり旅が始まってしまう。それだけは回かい避ひしなければならない。

　となると、タオンの取るべき行動は決まっていた。不本意ではあるものの、この女戦士に、自分が大した実力もないへっぽこ勇者だと思わせるのだ。

　タオンは瞳ひとみを閉じた。

　勇者としてのプライドに、盛せい大だいにケンカを売った。

　激しい殴なぐり合あい（脳内イメージ）、そして剣けんでの斬きり合い（脳内イメージ）の末、ようやくプライドに勝利する。

（よしっ！）

　タオンは女戦士を見る。いつもの力強い目付きとは真逆の、今にも泣き出しそうなウルウル目でだ。

「ボク、クエストなんて無理ですぅ。パーティーのみんながやってくれて、ボクに手て柄がらをくれてたんですぅ」

「でも、アンタは勇者なんだろ？」

「それも、ボクのお金持ちのお父さんが冒ぼう険けん者ギルドに大金を寄付して特別に勇者って刻まれた紋章板を作ってもらっただけなんですぅ。本当は、見習い盗とう賊ぞくにも劣おとるぐらいの力しか持っていないんですぅ」

　言ってて血を吐はきそうになった。実際、少し出ていたかもしれない。それでもここは自分を押おし殺ころしへっぽこ勇者を演じ切るしかなかった。

　タオン本人は気付いていないが、タオンのウルウル目はなかなかどうして可愛かわいかった。歳上のお姉さんを納なつ得とくさせる説得力としては申し分ない威い力りよくを秘めていた。
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「まあアンタがそう言うなら間ま違ちがいないんだろうな。この剣けんだってガキが使えるようなものでもないし」

　持ってきていたタオンの剣けんを放り投げる。タオンは素早くそれを拾い背中に装備した。

「じゃあボクは、ガインベルグの町に帰ります。魔ま物ものとか出てきたら怖こわいですし。あ、女戦士さんのことは町では秘密にしておきますので、安心してくださいね」

　さっさと逃にげ出だそうとするタオンだったが、女戦士によって首根っこを摑つかまれる。

「待ちな」

「まだ、何か……」

「ここはもう森の中だ。どんな魔ま物ものが出て来るか分かったものじゃない。アタシが町まで送ってやるぞ」

　正直迷めい惑わくだった。森に出現する下級の魔ま物ものぐらいタオンは軽々と一いつ掃そうできる。

　それでもせっかくの女戦士の申し出を断り怪あやしく思われるのも不安だったから、タオンは大きく頷うなずいた。

「ありがとうございます。助かります」

「よし、じゃあこっちだ」

　そう言って女戦士が歩き出すのは、森の緑が濃こくなる方向だった。

（おいおい、そっちってさらに森の奥おくなんじゃねーのか？　方向音おん痴ちかよ）

「あの、女戦士さん。町へ戻もどるんですよね？　方角、合ってますか？」

　女戦士を刺し激げきしないよう、あくまで下した手てに出ながら尋たずねる。

「ああ、町とは反対方向だよ」

　あっけらかんと女戦士は答えた。

「ここまで来たんだから引き受けてたクエストをこなしていこうと思ってな。やたらでかいオーガを一体、倒たおせってクエストだ。アタシひとりでも十分こなせるクエストだから、アンタは適当に隠かくれてればいいさ」

（噓うそだろ！　まっすぐ帰ってくれよ！　ってゆーか、帰れよ！）

　女戦士はかなり強そうだが、不意を衝つけば気絶させられるぐらい可能だろう。

　しかし、勇者としてそんな卑ひ劣れつな行こう為いはできなかった。

「言い忘れてたよ。アタシはサンドラ・バルホック。見てのとおり、職業は戦士だ。よろしくな、タオン」





★






　一方その頃ころ、タオンを追つい跡せきしてきたエリーゼはと言うと……。

　タオンとサンドラが入っていった森の出入り口付近までやって来ていた。

「ここで間ま違ちがいないんでしょうか？」

　頼たのみの綱つなのタオンの下着は、羽ばたきを止めてエリーゼの手の中にあった。残留思念が切れ、聖せい魔ま法ほうの効果もなくなってしまっている。

　普ふ通つうならこれ以上の追つい跡せきは難しいところだったが、恋こいする乙女おとめは強かった。

「こうなったら、わたしの勘かんで勝負です！　勇者サマをバッチリ見つけちゃうんですから」

　何の確証もないまま、エリーゼは森へと足を踏ふみ入いれた。神官ひとりが相手にするには厄やつ介かいな魔ま物ものも多く潜ひそむ森だが、エリーゼに臆おくする様子はなかった。

「勇者サマ、勇者サマ、勇者サマ」

　乙女おとめの勘かんをフルに活用し、タオンの存在を感じる方向へと突つき進すすむ。

　自他ともに認める方向音おん痴ちの彼かの女じよがタオンを見つけることができるのか？

　それこそ、神のみぞ知ることだった。
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「でりゃあああああああああ！」

「おりゃああああああああああああああ！」

「どりゃあああああああああああああああああああ！」

　森の中に、勇者誘ゆう拐かい事件の犯人こと猪ちよ突とつ猛もう進しんな女戦士こと、サンドラ・バルホックの叫さけび声ごえが響ひびいた。

　森に巣くう下級魔ま物もの、グリーンゴブリンの群れとの戦せん闘とうが繰り広げられている。

　片かた手て斧おのを振ふり回まわし、次々とグリーンゴブリンを叩たたき割わっていく。横から飛びかかってきたグリーンゴブリンを、円まる盾たてで軽々と弾はじき飛とばす。

（こいつ、滅め茶ちや苦く茶ちやだけど超ちよう強いじゃねーかよ）

　タオンの目から見てもサンドラの戦士としての力量はかなりのものだった。

　そこに戦略や作戦はまるでないように見えた。魔ま物ものを見れば襲おそいかかり、本能の赴おもむくままに武器を振ふるい、圧あつ倒とう的てきな戦せん闘とう力でもって敵を殲せん滅めつする。

　魔ま術じゆつ師が使う闇やみ魔ま法ほうの中に、【狂強化フレネーゾ】というものがある。一定時間、対象の戦せん闘とう力を大おお幅はばに上げるというものだ。ただし、その間、対象の自じ我がは奪うばわれてしまう。ただひたすらに戦うだけの狂くるった戦士となってしまうのだ。

　サンドラの場合、常にその【狂強化フレネーゾ】がかかっているかのような戦いっぷりだった。

（小細工なしで真正面からガチでやりあったら、オレでも力負けするかもな）

「おっし、ラスト！」

　最後の一体を、片かた手て斧おのであっさりと倒たおしたサンドラ。軽く息をつくとタオンに振ふり向むいた。

「怪我けがはないか？　タオン」

「あ、はい。大だい丈じよう夫ぶです。サンドラさんが守ってくれたので」

　あくまでへっぽこ勇者を演じつつ、タオンはコクコクと頷うなずいた。

「サンドラさんって、すごく強いんですね」

「まあな。大陸にいる戦士の中じゃ五本の指に入るって言われたこともあるぞ」

　サンドラが満まん更ざらでもない顔になる。しかしその表情も長続きしなかった。

「なのに、指示を聞かないってだけでクビだなんて。本当、ありえない。アタシほどの戦士がアタッカーとしていれば、後は後ろの方で上手うまいことやってくれればいいのにさ」

　不満そうにグチグチと呟つぶやいた。

（まあ、そうだろーな）

　タオンは、サンドラをクビにした冒ぼう険けん者パーティーの気持ちを普ふ通つうに理解できた。

　サンドラは、仲間のためを思って戦ってなんかいない。本能の赴おもむくまま、己おのれの闘とう争そう本能を満足させるためだけに、体を動かしている。いや、正確に言えば体が勝手に動いてしまう。そんなタイプなのだ。

　なまじ強い……もとい、強すぎるだけに、どこのパーティーでも彼かの女じよを持て余してしまうに違ちがいない。

「だからアタシには使える勇者が必要だってことだよ。勇者にはガンガンと戦うアタシの回復を任せるんだ。で、勇者は勇者で適当に自分の身は守ってもらう。はは、やっぱりいいアイデアじゃないか。タオン、もそう思うだろ？」

「あ、はい。ボクもそう思います」

　自分こそがその使える勇者なのだから、タオンは内心ヒヤヒヤしながら頷うなずいた。

「今回は不合格だったけど、タオンもあと何年か鍛きたえて使える勇者になったらアタシを尋たずねてきな。ガッポリ稼かせがせてやるよ」

「その時はよろしくお願いします」

「任せとけ。任せとけ。アハハハハ」

　サンドラは豪ごう快かいに笑うと、タオンの肩かたをバシバシと叩たたいた。

「さあ、進もうか。アタシの受けたクエストのターゲットは、まだこの先のはずだからな。はぐれるんじゃないぞ、タオン」

　森の奥おくへと進むサンドラ。タオンはその後ろをついて行く。あくまでサンドラに守られているへっぽこ勇者としてだ。

　そんなタオンだが、どうにも落ち着かない。顔を赤らめ、何故なぜか視線をわざと明後日あさつての方向へと向けている。サンドラの露ろ出しゆつがやたら多いこと、そして彼かの女じよの背が高いこともあり、目の前を歩かれるとどうしてもその尻しりが視界に入ってしまうのだ。

（くそっ、下半身ぐらいもうちょっとまともな鎧よろいで覆おおえよな。ケツが半分出てんじゃねーかよ）

　思春期真まっ盛さかりの十三歳さい。ドキドキが止まらない。

　こんな時は思い切り剣けんの素す振ぶりをするに限るのだが、サンドラが目の前にいる以上、それもできない。

　仕方がないので、これまで戦ってきた魔ま物ものの中で非常に気分の萎なえた魔ま物ものを思い出すことにした。

（フングス……あれはグロかった。フロータイボール、あれはキモかった。スカンクビースト、あれは臭くさかった）

　あれこれと思おもい浮うかべ、気分を落ち着かせているタオン。しかし思わぬ出来事が起こった。サンドラがいきなり足を止めたのだ。

　油断していたタオンは、そのままサンドラにぶつかってしまった。

　慌あわてて離はなれようと突き出した両手が、こともあろうにサンドラの尻しりを摑つかんでしまう。

　右手にむちっ！　左手にむちっ！

　確かな弾だん力りよくがあり味わい深いサンドラの尻しり。その感かん触しよくが思春期の少年の心を大いに惑まどわす。

「うひゃおおおお！」

　タオンはバックジャンプでサンドラから離はなれた。

「ち、違ちがうぞ！　今のはワザとじゃねーからな！　じ、事故だからな！」

　へっぽこ勇者の演技も忘れ、アタフタと言い訳をするタオン。

　しかしサンドラは聞いていなかった。ゆっくりとあたりを見み渡わたすと、ニヤリと笑う。

「タオン、新しい魔ま物もののお出ましのようだぞ」

　サンドラのその言葉をきっかけとしたかのように、地面のあちこちから茶色のドロドロとした液体が噴ふき出だした。それはずんぐりむっくりとした怪かい物ぶつの姿となる。

「ドーロンか」

　攻こう撃げき力はさほど高くはないが、相手の鼻や口の中に泥どろを流ながし込こみ窒ちつ息そくさせるという実にエゲつない攻こう撃げきをしかけてくる魔ま物ものだ。主に湿しつ地ち帯に巣くう魔ま物ものだが、湿しつ気けの多い森の奥おくでも姿を現すことがあった。泥の体のどこかに潜む本体を倒さなければならない相手だ。

「どりゃああああ！」

　サンドラは早さつ速そく、手近なドーロンを片かた手て斧おので斬きりつけた。しかし本体を外れてしまっていたため、ドーロンはすぐに再生してしまう。二、三度その攻こう撃げきを繰くり返かえすも、なかなかドーロンの本体を破は壊かいすることはできなかった。

（まあ、そりゃそーだろーな。なんてたって、ドーロンの本体は拳こぶしぐらいの大きさしかねーんだから。胴どう体たいのどこかにいるってだけで、細かな場所まで決まってるわけじゃねーし。大だい丈じよう夫ぶか？）

「そっか、こいつら体の中に本体が隠かくれてるんだっけ？　そいつをぶっ倒たおさなきゃダメなんだよな」

　ドーロンの特性を思い出したサンドラは、片かた手て斧おのを持っていた右みぎ腕うでを下ろした。代わりに持ち上げたのは円まる盾たてを装着中の左ひだり腕うでだった。

「これで、どうだ！」

　そう叫さけぶや否いなや、円まる盾たての広い面を勢いよくドーロンに叩たたき付つける。いわゆる、シールドバッシュと呼ばれる技わざだった。その威い力りよくはすさまじく、一いち撃げきでドーロンの胴どう体たいの半分ほどを吹ふき飛とばした。同時に、内部に潜ひそんでいた本体をも撃げき破はする。

　残ったドーロンの体は、そのまま単なる泥どろとして地面に流れ落ちた。

「マジかよ」

　タオンの口から驚きの声が漏れた。

　泥どろと言っても、かなりの粘ねん度どと弾だん力りよくを秘めている。しかも本体がいる場所は太い胴どう体たいの奥おく深ふかくだ。

　シールドバッシュでもって泥どろを吹ふき飛とばすだけならまだしも、同時に本体までをも破は壊かいしてしまうなんて、恐おそるべき腕わん力りよくだった。

「さあ、どんどんかかって来な！」

　泥どろまみれのサンドラは次から次へとドーロンを葬ほうむっていく。たちまち、十数体いたドーロンも残り三体となった。

　と、いきなり一体のドーロンが狙ねらいを変えた。ゴボゴボと気味の悪い声を上げると、タオンに向かって突とつ進しんしてくる。

「タオン！」

　助けに向かおうとするサンドラだったが、残りのドーロンが目の前に立ちはだかった。

（やれやれ、しょーがねーな）

　サンドラが間に合わないと判断し、仕方なくタオンは背中の剣けんを引ひき抜ぬいた。

　そして、迫せまるドーロンに目を凝こらす。泥どろの巨きよ体たい。その脇腹わきばらあたりに怪あやしい光を見つける。

『勇者の目』と呼ばれる勇者固有の能力を使ったのだ。

「ほらよ」

　目の前まで到とう達たつし、覆おおいかぶさるようにしていたドーロンの右脇腹わきばらあたりに、タオンは剣けんを無造作に突つき刺さした。本体を貫つらぬく確かな感かん触しよく。次の瞬しゆん間かん、本体の魔ま力りよくで動いていた大量の泥どろがタオンに降り注いだ。頭から泥どろをかぶり、タオンは真っ茶色になってしまう。

「これだからドーロンを相手にするのはイヤなんだよ」

　口に入った泥どろをペッペと吐はき出だしていると、残りのドーロンを倒たおしたサンドラが駆かけ付つけてきた。

「大だい丈じよう夫ぶか、タオン！」

「まあな……じゃなくって、はい、大だい丈じよう夫ぶです」

　つい素が出てしまいそうになり、慌あわてて演技を始めるタオン。

「す、すごく怖こわかったんですけど、ちゃ、ちゃんとやっつけられました」

「そうか、良かったよ」

　そこで、腑ふに落ちないといった表情になる。

「でもタオン。よく倒たおせたな。ドーロンってのは本体を攻こう撃げきしなきゃ倒たおせないんだ。まさか、本体の場所を見み抜ぬいたとかなのか？」

（マズッ！）

　タオンは少しだけ焦あせった。もちろん正解は『余よ裕ゆうで見み抜ぬいた』なのだが、正直に言ったら勇者としての実力を知られてしまう。

「ボク、怖こわくて怖こわくて、無む我が夢む中ちゆうで剣けんを突き出したんですぅ。そしたらたまたま本体の場所だったらしくて、ドーロンを倒たおせたんですぅ」

　とりあえずウルウル目と言い訳で誤ご魔ま化かすことにした。

「そうかそうか。偶ぐう然ぜんにしちゃよくやったじゃないか。アタシが褒ほめてやるぞ」

　サンドラは何の疑いも抱いだいていない笑え顔がおで、タオンの頭をグリグリと撫なでた。

「しかしまあ、見事に泥どろだらけだな。まあ、アタシも人のこと言えないけど」

　少し考えてから、サンドラは軽く頷うなずいた。

「よしっ。ちょっと寄り道でもしてこうか。クエストの方はそこまで急ぎじゃないし」

　タオンの腕うでを摑つかむと、元来た道を引き返し始める。

「あ、あの、サンドラさん。どこに？」

「いいからついて来な。アンタをキレイにしてやるよ」
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　途と中ちゆうまでは元来た道を引き返していたが、ある場所で大きく道を外れ茂しげみの中へと入っていく。

「確かこっちの方から音がしてたんだよな」

　茂しげみをかき分け歩くことしばらく、視界が開けた。

　そこは、幅はばの広い川だった。緩ゆるやかに水が流れている。

「よしっ、当たりだ」

　サンドラはタオンをひょいと担かつぎ上あげた。

「な、何を？」

　タオンの質問には答えず、サンドラは川の中へとタオンを放り投げる。

「おっと。アンタが泳げるかどうか聞くの忘れてたよ」

　すぐにタオンが水中から顔を出した。川はタオンの腰こしほどの深さだった。

「おっ、丁度いい深さじゃないか。タオン、ここで体の泥どろを落としなよ」

（本当、こいつって後先考えなしで行動するよな。もし川が深かったらどーすんだよ。まっ、オレは泳げるから別にいーけど）

　サンドラの強ごう引いんさには呆あきれるも、それでも川に連れてこられたのは正直ありがたかった。これで全身の泥どろともおサラバできる。

　タオンは大きく息を吸すい込こむと、ジャブンと水の中へと潜もぐった。水中でわしゃわしゃと髪かみを洗う。

（こうやって考えると、エリーゼの聖せい魔ま法ほうって便利だったよな）

　もしエリーゼがいたなら、川で体を洗う必要なんてなかっただろう。【ウォッシュ】と【クリーン】の魔ま法ほうで、タオンの体と服から泥どろを一いつ掃そうしていたはずだ。

（泥どろ汚よごれって言ったら、かなりガンコな汚よごれだって聞いたことあるぞ。教会にいる神官の【ウォッシュ】や【クリーン】でもなかなか汚よごれが落ちにくくて重ねがけ必ひつ須すだとか。でも、エリーゼのやつ、それぞれ一発使うだけでシミひとつ残さず落としてたっけ。あいつ、ポエポエしてるくせに神官としては優ゆう秀しゆうなんだよな）

　エリーゼのことを懐なつかしく思っている自分に気付き、タオンは水中で激しく首を振ふった。

（って、別にエリーゼとの旅が良かったなんて思ってねーからな。早くひとり旅に戻もどりたいって気持ちにブレはねーからな）

　自分自身に言い聞かせるように心の中で叫さけんでから、タオンは水中から飛び出した。

「ぷはっ！」

　少し長く潜もぐりすぎたため息が苦しかったが、おかげで頭や顔の泥どろはほとんど落ちたようだ。

（後は適当に体を洗って……と）

　そこでタオンは、目の前にいる女性の存在に気付く。もちろんサンドラだ。

　彼かの女じよが川の中に入っていることは、別に不思議でも何でもない。タオンほどでないにしろ、彼かの女じよだって泥どろだらけになっていた。それを洗い流すのは当然だろう。

　問題は……いや、大問題は……。

　彼かの女じよが……。サンドラ・バルホックが……。

　……鎧よろいを脱ぬいでいたことだ。

　ただでさえ体を覆おおう面積の少ないビキニアーマーを見事に脱ぬぎ去り、素すっ裸ぱだかの真っ最中だった。

　ツンと先の尖とがった円えん錐すい型をした見事な胸が無造作に放り出されていた。大胸筋がしっかりと鍛きたえられているからだろう。アーマーを外された今も、少しも垂れ下がることなく形を保っている。

「ぬああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　タオンの口から特大の悲鳴が響ひびいた。同時に鼻血も噴ふき出だした。

「ん、タオン。どうかしたか？」

「どどど、どうかしたかじゃねーよ！」

　タオンは即そつ行こうでサンドラに背中を向け叫さけぶ。必死に鼻を押おさえた。

「おま！　おま！　おま！」

『お前！』と言いたいのだが、サンドラの裸はだかの衝しよう撃げきで言葉が出ない。

「おま？　ああ、アタシのここのことか？」

　サンドラが自分の股こ間かんを指さ──

「ちげーよ！　見えてねーけどぜってーそこのことじゃねーから！」

　タオンは大きく深呼吸をすると、ようやく言いたいことを言葉にし叫さけんだ。

「お前！　どーして裸はだかなんだよ！」

「どうしてって、水浴びをするんだから裸はだかになるのは当然だろ？」

「当然じゃねーよ！　オレのこと忘れてんじゃねーよ！　目の前に男がいるんだぜっ！」

「男？　ああ、タオンのことか。だったら別にいいだろ？　まだガキなんだし」

「だからガキじゃねーって！　オレはもう十三だっつーの！　立派な男だっつーの！」

　このあたりで、さすがのサンドラもタオンの狼ろう狽ばいの理由が自分の裸はだかだということに気付いた。

「何だ、タオン。アタシの裸はだかに興奮してるのか？」

　サンドラがニヤリと笑った。

「別に遠えん慮りよしなくたっていいんだぞ。無理矢理連れてきた詫わびだ。好きに見ろって」

　もちろんタオンが見るはずがなかった。見られるはずがなかった。

　背を向けたうえで、さらに固く目を閉じる。

「いいからさっさと鎧よろいを着けろよ！　もしくは、オレから見えないとこで水浴びをしろ！」

「そんなこと言わずに、仲良く一いつ緒しよにキレイになろうよ。なあ、アタシが洗ってやるからよ」

　サンドラが背後からタオンに抱だき付ついてきた。

「ぬはあっ！」

　服ふく越ごしにでも、サンドラの暴力的な胸の圧力を背中に感じてしまう。

　タオンの反応が面白おもしろいのか、サンドラはさらに調子に乗り始めた。

「どこを洗って欲ほしい？　頭か？　腹か？　それとも、〇〇ポコか？」

「女が〇〇ポコなんて言うなよ！　いいから離はなれろ！　離はなれろってば！」

「ははは。アンタ、面白おもしろいよ。だったらアタシも、少しはサービスしてやらなきゃな」

　さらに強くタオンを抱だき締しめ、体を密着させる。嫌いやがり暴れるタオンの反応を楽しむ。

　まるで肉食動物が小動物を弄もてあそぶかのようだった。

　そんな感じにタオンを玩具おもちやにして遊んでいたサンドラだが、唐とう突とつに真顔になった。

「タオン、アンタ……意外といい体してないか？」

　服ふく越ごしにだが、タオンの体についたしっかりとした筋肉に気付いてしまったのだ。

「タオン、服を脱ぬいで見せてくれよ」

「嫌いやだ！　ってゆーか早く離はなれろ！」

「分かったよ。だったらアタシが脱ぬがすまでだ！」

　片かた腕うででタオンをがっちりとホールドしたまま、サンドラがもう片方の手をタオンの服のボタンへと伸のばしてくる。もちろんタオンだって全力で暴れた。しかし相手は、タオンですらその力に驚おどろかされるほどの戦士。そう簡単には拘こう束そくを解けない。

　肘ひじ打ち、頭ず突つき、もしくは勇ゆう魔ま法ほうといった打開策もあるものの、背中に押おし付つけられるダブルの膨ふくらみのせいで気が動転して思い付くことすらできなかった。

　ひとつ、またひとつとボタンが外されていく。鍛きたえ抜ぬかれた上半身の一部が白日のもとにさらされた。

「やっぱりだ。アンタ、いい筋肉してるじゃないか」

　サンドラが感かん嘆たんの息を漏もらした。

「よし、ここまで来たんだ。全部見せてもらうぞ。もちろん、下着の中までな」

「勘かん弁べんしてくれえええええええ！」

　タオンが泣き出さんばかりの悲痛な声を上げた直後だった。

「そこの誘ゆう拐かい魔ま　あーんど　色しき情じよう魔ま！　勇者サマから離はなれなさーい！」

　そんな声があたりに響ひびく。見ると反対側の川べりに立つひとりの女性の姿があった。聖職服に身を包んだふんわりとした雰ふん囲い気きの彼かの女じよは、言うまでもなくエリーゼだった。

「エリーゼ！」

　タオンは喜びに満ちた声を上げる。

「待ってください勇者サマ、今助けに行きますからね！」

　そう言うと、エリーゼは勢いよく川へと踏ふみ出だした。

　ボッチャ──ン！

　当然のことながら落ちた。

（あいつ、【ステップウォーター】をかけ忘れたな）

　一時的に水面を歩くことができるようになる聖せい魔ま法ほうだ。

　服を脱ぬがされかけているタオンを見て気が焦あせり、それを使うことを忘れてしまったようだ。

　一いつ瞬しゆん水中に姿を消したエリーゼだったが、大した深さでもないのですぐに立ち上がった。川の中を歩き、タオンのもとへとやって来る。

「なっ!?」

　目の前までやって来たエリーゼの姿にタオンの顔が引きつった。

　びしょ濡ぬれになり、聖職服が体にぴったりと張り付いていた。そのせいで胸の形がくっきりと浮うき出でてしまっていたのだ。

「勇者サマを放はなしてください！」

　エリーゼがタオンを抱だき寄せる。

　彼かの女じよの登場に驚おどろき、手を離はなしてしまったサンドラも、すぐに負けん気の強い性格を見せた。

「横取りするなよな！」

　タオンを取とり戻もどそうとする。

「勇者サマはわたしのモノなんです！」

「いいや、アタシのだ！」

　ふたりしてタオンの腕うでを取り引っ張りあった。

　片方の腕うでには、サンドラの弾だん力りよく溢あふれる胸の感かん触しよく。もう片方の腕うでには、モチモチとしたエリーゼの胸の感かん触しよく。タオンにとっては、もはや拷ごう問もんと呼べるシチュエーションだ。鼻血は出っ放し、このままでは出血多量間ま違ちがいなしだった。

「ふたりともオレから離はなれろ！　川から上がれ！　サンドラは鎧よろいを着ろ！　エリーゼは【ドライ】を使え！　話はそれからだ！」

　固く瞳ひとみを閉じたまま、タオンは力の限り叫さけんだのだった。
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「【ドライ】！」

　川岸にて、エリーゼの聖せい魔ま法ほうが発動した。彼かの女じよの濡ぬれた体から水気が水蒸気となり空気に溶とけ込こんでいく。ものの数秒で、服も髪かみも完全に乾かわいてしまった。

　この【ドライ】は、その名のとおり対象を乾かわかすという効果を持つ。髪かみの毛けを洗った後なんかに重宝される聖せい魔ま法ほうだ。ただし、できることはあくまで普ふ通つうに乾かわかすことだけ。魔ま物ものを干ひからびさせて倒たおすなんてことはできない。せいぜい乾かん燥そう肌はだにさせるのがやっとだろう。

「エリーゼ、オレも頼たのむ」

「あ、はい。分かりました」

　頼たのまれたエリーゼが喜んでタオンに【ドライ】をかける。タオンの濡ぬれた体も一いつ瞬しゆんにして乾かわいた。

「エリーゼ、サンドラはどうだ？　何してる？」

「サンドラ？　ああ、あの誘ゆう拐かい魔ま　あーんど　色しき情じよう魔まの戦士ですね。勇者サマを誘ゆう拐かいした挙げ句、川で破は廉れん恥ちなことしようとするなんて許せません」

「怒おこるのは後にして、今何してるかだけ教えろよ。ほら、オレは色々あって見られないからな」

　色々って部分で、ごにょごにょと言葉を濁にごす。もちろんその理由は、裸はだかのサンドラをなるべく見ないようにしたい……なのだが、十三歳さいの男子としてのプライドが正直に言うのを妨ぼう害がいしていた。

「下半身の鎧よろいはもう着けてますけど、上半身はまだです。鎧よろいに泥どろがまだついていたみたいで、布で拭ぬぐってますね。それにしても何なんですか？　あの乱暴なおっぱいは。勇者サマは、わたしの優やさしいおっぱいの方が好きですよね」

「黙だまれ！　そんな話はどーだっていーんだよ！」

　声を荒あらげてから、タオンは急に小声になり囁ささやくようにして言った。

「エリーゼ、今のオレの状じよう況きようを説明するからな。よく聞けよ」

　タオンは、サンドラの肩かたの上で目覚めてから今までのことを手短に話した。サンドラが勇者連続誘ゆう拐かい事件の犯人であるのはもちろんのこと、好き勝手に戦うために、タフな勇者とふたりパーティーを組むことを計画していることまで。

「ええっ！　それじゃ勇者サマなんてピッタリじゃないですか!?」

「そうなんだよ。だからオレは、咄とつ嗟さにへっぽこ勇者を演じることにしたんだ。親の金の力で勇者の資格を手に入れて、仲間が守ってくれて自分は何もしない、そんな名ばかりの勇者だってな」

　それにしてもと、タオンは悔くやしそうな顔になった。

「どうしてオレ、あんなにあっさりさらわれちまったんだ？　普ふ通つうなら起きて抵てい抗こうしてたはずなのによ」

「[image: ～][image: ～][image: ～]♪」

　狂くるったメロディーが流れた。エリーゼの口笛だった。明後日あさつての方向を見ながら、ぴゅ[image: ～][image: ～]ぴらぴゅ[image: ～][image: ～]と吹ふいている。そらっとぼけ感がハンパない。

「エリーゼ、お前、ひょっとしてオレが起きなかった理由に心当たりでもあんのか？」

　タオンの質問に、エリーゼはあからさまに狼ろう狽ばいした。

「いえ、全然まったく心当たりなんてありません。はい、ちっとも！　きっと勇者サマ、すごく疲つかれていたんですね。きっとそれが理由です。それだけが！　理由な・ん・で・す！」

（こいつ、何か知ってやがるな）

　怪しさが大爆発していたが、今は追つい及きゆうしている暇ひまはなかった。

「まあいい。とにかくそういうわけだからエリーゼ。お前はオレのお付き……いや、保護者としてオレを回収しろ。あいつがオレを連れ回してるのは、へっぽこ勇者のオレをひとりで森に放り出すのが心配だからだ。ちゃんとした保護者が現れれば問題ないはずだ」

「はい、分かりました。勇者サマの保護者役、どどどーんと任せてください」

　エリーゼが、胸を張り大きく頷うなずいた時だった。

「途と中ちゆうで邪じや魔まが入ったけど、なかなか楽しい水浴びだったな」

　サンドラがタオンとエリーゼのもとへとやって来る。幸いちゃんとビキニアーマーを着てくれていた。

「で、そこの神官の姉ちゃん。アンタ、誰だれだ？」

　ぶしつけな質問をエリーゼにする。

「誰だれって、忘れたんですか？　『アマガエル通りの宿』の勇者サマの部屋の扉とびらの前で会ったじゃないですか！」

「ああ、あの時の女か。そっか、アンタ、タオンのお付きの冒ぼう険けん者だったのか」

　ようやくエリーゼのことを思い出し、サンドラは大きく頷うなずいた。

「話は聞きました。強い勇者を探しているそうですね。だったら勇者サマは無理ですよ。だって、ひとりでは何もできないへっぽこな勇者サマなんですから」

　そういうわけでと、エリーゼはタオンの腕うでを取った。

「わたしたちはもう行きますね。ではさようならー」

　タオンを連れてそそくさと立ち去ろうとするエリーゼだったが、その肩かたがサンドラによって摑つかまれる。

「待ちなよ。ちょっと気になることがあるんだ」

　サンドラはタオンへと顔を向けた。

「タオン、おかしなこと聞くが、アンタ、本当にへっぽこ勇者なのか？　川の中で見せてもらった筋肉だが、ありゃ、適当に鍛きたえただけの筋肉じゃない。戦いに特化した筋肉のつき方だ」

　自分の腹筋も割れているだけあって、かなり筋肉には詳くわしいようだ。

「それに、最後の方、口調がまるで変わってたよな？　アタシのことだって呼び捨てにしてたし。いや、それが悪いって言ってんじゃない。何だか妙みような男らしさを感じたからさ」

　ついに、サンドラは核心へと迫せまる。

「アンタ、本当はそれなりにデキる勇者なんじゃないのか？」

「そ、それは」

　口調はともかくとして、筋肉の方はどう言い訳していいか分からず悩なやむタオン。

　代わって口を開いたのはエリーゼだった。

「何言ってるんですか？　勇者サマは正しよう真しん正しよう銘めいのへっぽこ勇者サマなんですよ。遠出をすればすぐに疲つかれておんぶをせがんできたり、夜は怖こわくてわたしのベッドに潜もぐり込こんできたりするんですから。あと、たまにオネショだってしちゃうんです」

（馬ば鹿か！　エリーゼ、加減ってのを考えろ！）

　タオンが必死に目で訴うつたえるも、エリーゼは絶好調に話を続ける。

「好すき嫌きらいが激しくて、夜よ更ふかしが苦手ですぐに眠ねむってしまって。大人ぶってコフィなんか注文しても残してしまうような、そんな方なんです」

　コフィというのは、大人の冒ぼう険けん者が好んで飲む真っ黒な飲み物だ。眠ねむ気け覚ましにもなるが、とにかく苦い。好すき嫌きらいの多さ、夜よ更ふかしが苦手、コフィが飲めないことにかんしてはエリーゼの言っていることは正しかったから、タオンとしては何とも複雑な気分だった。

「乱暴な口調は、ちょっとわがままし放題だった昔のクセが出ちゃったんですね。ちゃんとわたしが丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかいを教えてあげたのに。後でお説教ですよ」

「じゃあ、あの筋肉はなんだよ」

「はい、勇者サマの筋肉はですね、あれは単なる見せかけだけの筋肉です。わたしたちのパーティーにいる戦士の方に、強そうに見えるようにって特別なトレーニングをしてもらってついたものです。言わば、人工のまがい物の三流品の筋肉なんです。当然、戦いなんて絶対無理です。そもそも勇者なら当然使えるはずの勇ゆう魔ま法ほうだって使えないんですから。そうですよね？　勇者サマ」

（こいつ、ほんっとーに好き勝手言いやがって！）

　せめてオネショのことにかんしては否定したかったが、サンドラの手前、しない方が無難だろう。

　再び、勇者としてのプライドとの戦いが始まった。

　激しい殴なぐり合あい（脳内イメージ）、そして剣けんでの斬きり合い（脳内イメージ）の末、さらには勇ゆう魔ま法ほうを駆く使しした戦いまで繰くり広ひろげる（脳内イメージですから）。

　前回よりも少し時間はかかったものの、今回もまたプライドに勝利した。

「うん、そうなんですぅ。ボク、エリーゼお姉ちゃんにいっつも甘あまえてばっかりなんですぅ。だって、エリーゼお姉ちゃんがお世話してくれないとボク、何にもできないから。オネショだって、一昨日おとといしちゃったばかりなんですぅ」

　血ち反吐へどを吐はくような気分で言葉を続ける。

「筋肉だって、戦士のおじさんが強そうに見える筋肉をつけるトレーニングをしてくれただけなんですぅ、実際にこの筋肉を使って戦ったことなんて、一度だってないんですぅ」

　タオンの必殺のウルウル目がサンドラに炸さく裂れつした。今にも泣き出しそうな、まるで小動物のような瞳ひとみ。

　これにはサンドラも納なつ得とくするしかなかった。

「分かったよ。どうやらアタシの勘かん違ちがいだったようだ」

「分かっていただけたようで何よりです。それでは失礼しますね」

　改めてタオンを連れて立ち去ろうとするエリーゼだったが、

「待て、話はまだ終わってないぞ」

　またまた呼び止められてしまった。

「まだ何かあるんですか？　他のパーティーメンバーの方たちも勇者サマのこと探してますし。早く戻もどらないと」

「アンタはちょっと黙だまってな。アタシはタオンに用事があるんだよ」

　エリーゼを黙だまらせると、サンドラはタオンの前へ立った。タオンを見下ろし、予想だにしないことを言い出した。

「なあ、タオン。アンタ、アタシと一いつ緒しよに来ないか？」

「ええっ!?　ちょっとあなた、何を言ってるんですか!?」

「だからアンタは黙だまってろって！　アタシはタオンに聞いてんだから」

　改めてタオンに顔を向けるサンドラ。

「アンタ、パーティーの仲間に相当甘あまやかされてるんだろ？　今のままじゃ、一生へっぽこ勇者のままだ。アタシと一いつ緒しよに来いよ。三年もあれば、一人前の勇者……いや、戦士に仕上げてやろうじゃないか。何、基き礎その筋肉はできてるんだ。やってできないことはないさ。なんだったら、アタシの師し匠しようである超ちよう強い戦士をトレーニングコーチとして紹しよう介かいしてやってもいいぞ」

　サンドラの思いがけない提案に、タオンも大いに困こん惑わくした。

「で、でも、サンドラさんは思う存分戦うために強い勇者を求めてたんじゃ？　戦士になったところで意味ないんじゃ？」

「確かにな。でもまあ、強い戦士とのふたり旅ってのも悪くないって思ったんだよ。タオン、一いつ緒しよに来いよ。ぶっちゃけ、アタシはアンタのこと、この半日で結構気に入ったんだ」

　まさか将来性のある戦士として勧かん誘ゆうされるなんて思ってもみなかった。

　それでも、この申し出を受けるわけにはいかなかった。

「ごめんなさい。ボク、やっぱり怖こわいです。このままエリーゼお姉ちゃんたちと一いつ緒しよに帰ります」

「そっか……、まあ、アンタがそう決めたんならそれでいいさ」

　少し……いや、かなり残念そうな顔をしながらも、サンドラが納なつ得とくした。

「でも、神官とふたりでほっぽり出すのも危ないよな。やっぱりアタシが町まで送ってった方が」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。すぐ近くに、うちのパーティーの戦士と魔ま法ほう使つかいが待機していますから！」

　エリーゼが他のメンバーの存在を強くアピールした。

「なら、アタシが護衛する必要もないな。アタシは予定どおり、クエストをこなしにさらに森の奥おくへと進むことにするよ。タオン、元気でな」

「はい、サンドラさん。お世話になりました。もちろん、サンドラさんが勇者誘ゆう拐かい事件の犯人だってことは絶対に言いませんから」

「まっ、そこんとこは好きにしな。バラされたらバラされたで、さっさと別の町に行くだけだし。冒ぼう険けん者資格を剝はく奪だつされても、モグリでやってけるツテもあるし」

　サンドラは豪ごう快かいに笑うと、森の奥おくへと入っていく。彼かの女じよの姿が見えなくなるのを待ってから、タオンは安あん堵どの息を吐はき出だした。

「ふう、これでようやくへっぽこ勇者を卒業できるぜ」

　と、隣となりのエリーゼが猛もう烈れつに嬉うれしそうな顔をしていることに気付く。

「何だよ？　ニヤニヤしやがって」

「だって、嬉うれしいじゃないですか。だって勇者サマが、あんな暴力おっぱい女戦士じゃなくわたしを選んでくれたってことなんですから。これってひょっとして……愛？　キャーーー！」

　両りよう頰ほおに手を当ててはにかみ叫さけぶエリーゼを、タオンは呆あきれ顔がおで見る。

「バーカ、そんなんじゃねーよ。今いま更さら、戦士のライセンスなんて取りたくもなかっただけさ。それに……」

　露ろ出しゆつの激しいサンドラに比べれば、まだ服で体を覆おおってくれているエリーゼとの旅の方が楽なんだよ！

　が本音だが、恥ずかしくてそんなこと言えない。

「あいつ、とにかく強ごう引いんだからな。一いつ緒しよに旅なんてしたら、ゼッテー疲つかれるだけだし」

　適当に誤ご魔ま化かす。

「まあ、これで晴れて自由になったんだ。改めてガインベルグの町に戻もどろうぜ」

　本来ならそこでクエストを受けてこなすつもりだったが、戻もどってきたサンドラと鉢はち合あわせたら厄やつ介かいだ。正直、へっぽこ勇者を演じるのはもう御ご免めんだ。

「荷物をまとめて、やることを済ませたら町を出るぞ。オレたちがふたりパーティーで、クエストをガンガンこなしてることが知られたらマズいしな」

「そうですね。ちなみに、荷物をまとめる以外にやることって言うのは？」

「スカイプをぶっ飛ばすんだよ。オレのことサンドラに教えたのって、あいつらしいからな」

　タオンとエリーゼが、ガインベルグの町へと向かって歩き始めた時だった。

　森の奥おく深ふかくから、その叫さけび声ごえは聞こえてきた。

『ガアアアアアアアアアアアアアアアア！』

　地じ響ひびきするかのようなその声に、エリーゼが身み震ぶるいする。

「ななな、何ですか？　今のは？」

「ああ、オーガの鳴き声だ。サンドラのクエストがでかいオーガの討とう伐ばつだとか言ってたっけ？」

　オーガ。森や草原、古い遺い跡せきなんかにも巣くうことのある魔ま物ものだ。頭に生えた角が特とく徴ちよう的。ただし力は強いものの頭は弱いため、ちょっとしたフェイントでも見せれば簡単にそれにひっかかり、楽に倒たおすことができる。サンドラがフェイントのような小細工を使うとは思えなかったが、彼かの女じよの実力なら正面からぶつかっても勝てるだろうとタオンは思った。

　気にせず歩みを進めるタオン。てっきりすぐにオーガの断だん末まつ魔まの悲鳴が聞こえるものと思っていたが、響ひびいてくるのは怒いかりの雄お叫たけびのみだった。

　さすがのタオンも異変を感じ、その足を止める。

（おかしいぞ。サンドラほどの実力があれば、オーガの一体や二体、簡単に倒たおせてしまえるはずなのに。どうしてこんなに手こずってんだ？）

　そこでタオンの頭に、ひとつの可能性が生まれる。

（まさか、そのオーガってあれなのかよ！　だとしたらマズいぞ！）

　タオンはクルリと踵きびすを返かえした。

「エリーゼ、行くぞ！　このままじゃ、あいつがやられちまうからな！」

「えっ、どういうことなんですか？　待ってくださいよ、勇者サマ～！」
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「何なんだよこいつは？」

　片かた手て斧おのを構え、盾たてで身を守りつつ、サンドラが困こん惑わくの言葉を呟つぶやいた。

　目の前に立っていたのは、一体のオーガだった。サンドラが受けたクエストのターゲットで間ま違ちがいない。

　ただそのオーガは、通常のオーガとはまるで違ちがっていた。

　まずその体だ。オーガは魔ま物ものの中では中型に分類される。人間よりは大きいが、それでもせいぜい、２～３メートル程度だ。ところが目の前のオーガは、ゆうに７、８メートルはあった。これはもう大型の魔ま物ものであるサイクロプス、ミノタウロスに匹ひつ敵てきする大きさだった。

　ずんぐりむっくりとした体。頭頂部に生える一本の太い角。下した顎あごから上向きに突き出した牙きばと、オーガの特とく徴ちようは踏とう襲しゆうしているも、その体色もまた普ふ通つうのオーガとは違ちがっている。

　大たい抵ていは緑、もしくは茶色と相場が決まっているオーガだが、このオーガの体色は鈍にぶく光る鉛なまり色いろだった。

　そして、このオーガが通常のオーガとはまるで違ちがう一番の要因……それは……。

「てりゃあああああああああ！」

　サンドラは果か敢かんにオーガに迫せまると、その足に向かって片かた手て斧おのを振ふり下ろす。

　サンドラの腕わん力りよくで打ち出された渾こん身しんの一いち撃げきだ。普ふ通つうなら肉に食くい込こみ、骨をも砕くだいていたところだろう。

　ところが、片かた手て斧おのはガギンという音を立てて弾はじかれてしまう。その衝しよう撃げきは逆にサンドラの腕うでへと返ってきた。ジーンと痛いぐらいに痺しびれた。

『ガアアアアアアア！』

　オーガが吠ほえると、手にしていた巨きよ大だいな棍こん棒ぼうを振ふり回まわした。

「危ねっ！」

　サンドラはバックジャンプをしてその棍こん棒ぼうの一いち撃げきを避さける。

「くそっ、やっぱり攻こう撃げきが通らないのかよ。こいつの体、どうなってるんだ？」

　サンドラが悔くやしそうに呟つぶやいた時だった。森を駆かけ、タオンがやって来る。

「タオン！　何やってるんだ！　ここは危ないからさっさと逃にげろ！」

　叫さけぶサンドラの言葉には答えず、タオンはオーガの姿を見た。確信を持ち、顔をしかめる。

「やっぱりか」

「勇者サマ！」

　駆かけ付つけてきたエリーゼもまた、その異質なオーガを目にする。

「あらら、これはまた大きなオーガですね。それに色も普ふ通つうと違ちがうような？」

「こいつは只ただのオーガじゃないんだよ。特異種なんだ」

　特異種。それは、普ふ通つうとは異なる特性を持つ魔ま物もののことだ。ごくごく稀まれに発生し、大たい抵ていそれは通常種よりもはるかに高い能力を有している。

「全身の表面が鋼鉄化してるようだな。あれじゃ、どんな刃は物ものも通らねーだろ」

「なるほど、あれが噂うわさの特異種か。見るのは初めてだよ」

　納なつ得とくがいったという様子で、サンドラも頷うなずいた。

「でもタオン、アンタ、えらく詳くわしいんだな？」

「え、えっと……家庭教師の先生が教えて……くれたので」

　慌あわててヘッポコ勇者の設定を引っ張り出し、タオンが答える。

「ありがたい！　その家庭教師の先生とやらは倒たおし方まで教えてくれたのか!?」

「あっ、はい。表面が鋼鉄化した特異種の倒たおし方ですね。一番効果的なのは電でん撃げきの魔ま法ほうだそうです。強力な電でん撃げきが鋼鉄化した体を一時的に元に戻もどしてしまうとか。その瞬しゆん間かんを狙ねらえばザックリいけるそうです」

「電でん撃げきの魔ま法ほう？　そんなのアタシは使えないぞ」

　サンドラが不満そうな顔になる。

「エリーゼだっけ？　アンタはどうだ？」

「わたしは神官ですよ。使えるのは聖せい魔ま法ほうだけ。そんな危ない魔ま法ほう、無理ですよ」

「じゃあ、アンタらのパーティーの魔ま法ほう使つかいはどうだ？　近くに待機してるとか言ってなかったっけ？　急いで呼んでくれないか？」

　そんな魔ま法ほう使つかい、いないのだから呼びようがない。

「何か、森に迷ってしまったようで。ちょっと……」

「しょうがないな。やっぱり自分で何とかするしかないか」

　特に落らく胆たんする気配もなく、サンドラが自分に気合いを入れる。

「鋼鉄化してるのは表面だけなんだろ。中身は普ふ通つうのオーガと同じ。だったらやりようはある。アンタらは巻まき込こまれないよう隠かくれてな」

　ふたりにそう告げると、サンドラはオーガに向かって果か敢かんに突つっ込こんでいく。

「なるほど、あいつ。そのつもりか」

　すぐにサンドラの作戦を察したタオンが、エリーゼに素す早ばやく指示を出した。

「エリーゼ、サンドラに聖せい魔ま法ほうを！」

「あ、はい。どんなですか？」

「攻こう撃げき力アップだよ。特に左ひだり腕うでをイメージしろよな。それから身が軽くなるやつだ」

「分かりました」

　エリーゼが信仰する神への祈りの言葉を口ずさみ、聖せい魔ま法ほうを発動する。

「【アタックブースト】！　気持ち左ひだり腕うで強めで！　それから、【アクロバット】！」

　実はこの聖せい魔ま法ほうの同時発動は、かなりの高等技術だ。できる神官は限られている。見かけによらず、エリーゼは本当に優ゆう秀しゆうな神官なのだ。サンドラ自身も、聖せい魔ま法ほうの効果を実感する。力が漲みなぎり（左ひだり腕うでが強めに）、そして何だか身が軽くなったような気がした。

「助かるぞ。じゃあ、こいつで仕留めさせてもらうからな」

　オーガが振ふった棍こん棒ぼうを、サンドラは高くジャンプして避よけた。聖せい魔ま法ほう、『アクロバット』の効果だ。

　そのままオーガの肩かたへと着地する。

　攻こう撃げきに備え構えたのは片かた手て斧おのではなく、左ひだり腕うでに装着した円まる盾たての方だった。

「どっりゃあああああああ！」

　大きく振ふりかぶると、体を回転させその勢いも使い渾こん身しんのシールドバッシュをオーガの頭部へと決めた。

　ガイ───────────ン[image: ]

『グ、グオオオオオオオオオ』

　オーガがくぐもった唸うなり声を上げた。その瞳ひとみからゆっくりと光が失われる。

　オーガの巨きよ体たいが前のめりに倒たおれた。そのままピクリとも動かなくなる。

「どうだい？　やってやったよ」

　オーガの体から飛び降りたサンドラが、勝かち誇ほこったような笑いを響ひびかせた。

「固い盾たてでもってオーガの頭を叩たたいて、振しん動どうで内部にダメージを与あたえるってことですね。あの女戦士さん、すごいです。そして勇者サマも女戦士さんがそうすることを予測してたんですね。だからあんな指示を」

　感心するエリーゼだったが、すぐに不満そうな顔になる。

「でも、何だかちょっとモヤモヤします。だって、ふたりが通じ合ってるみたいですから」

　ヤキモチを焼いているエリーゼは無視して、タオンは真しん剣けんな眼まな差ざしで倒たおれたオーガを見ていた。

　魔ま物ものは普ふ通つうの生物とは違ちがう。その肉体を構成するものは、魔ま細さい胞ぼうと呼ばれるものだ。それは倒たおされた瞬しゆん間かんから崩ほう壊かいを始めやがて消きえ失うせる。死体が残ることは基本的にない。ごくごく稀まれに、牙きばや爪つめ、ウロコといった固い部位が残るぐらいだ。ちなみにそれらは非常に高値で取引される。

　巨きよ大だいな魔ま物ものは、倒たおした後も魔ま細さい胞ぼうの崩ほう壊かいまでに少し時間差が生じる。今回もそれかと思い観察していたタオンだったが、あまりに時間がかかりすぎている。となると……。

「サンドラ！　油断するな！　まだだ！　倒たおし切れてねーぞ！」

　タオンが叫さけぶも、その忠告は少し遅おそかった。

　瞳ひとみに光を戻もどしたオーガがむっくりと起き上がり、油断していたサンドラに向かって棍こん棒ぼうを振ふり回まわした。

「なっ！」

　避よけようとするも間に合わず、サンドラの体は大きく弾はじき飛とばされ森の中へと消えていった。

「ああ、女戦士さんが！」

「あいつのことだから死にゃしねーだろ。骨折ぐらいはするだろーが、後でエリーゼ、お前が治してやりゃいい。それよりも」

　タオンは完全に立ち上がったオーガへと体を向けた。

「このデカブツに感謝しなきゃな。これで、邪じや魔ま者がいなくなったんだから。遠えん慮りよなくやれるぜ」

　背中の剣けんを引ひき抜ぬくタオン。

「勇者サマ、大だい丈じよう夫ぶですか？　もちろん、勇者サマが強いことはわたし、誰だれよりもよく知ってます。でも、相手は特異種なんですよ！」

「いいことを教えてやるよ。オレが勇者になるために修しゆ行ぎようした場所があるんだけどよ。そこはな……」

　タオンは、ニヤリと笑い言った。

「特異種がウジャウジャいたんだよ！」

　タオンが走り出した。

「あわわわ、待ってください。すぐに【アタックブースト】と【アクロバット】を！」

　聖せい魔ま法ほう発動のための祈いのりを始めるエリーゼに、

「そんなもんはいらねー。黙だまって見てろ！」

　タオンはそう叫さけぶ。

『ガオオオオオオオン！』

　怒いかりの雄お叫たけびを上げ、オーガが棍こん棒ぼうを振ふり上あげた。一気に振ふり下ろす。タオンは紙かみ一ひと重えでそれを避さけると、地面を蹴け飛とばし棍こん棒ぼうの上へと飛び乗った。

　棍こん棒ぼうに続きオーガの腕うでを駆かけ上あがる。そのままの勢いで高くジャンプする。

　オーガの頭上にて、タオンは叫さけぶ。

【ブレイブ・サンダー！】

　天空より太い雷かみなりの柱が舞まい降おり、オーガの巨きよ体たいを貫つらぬいた。勇者固有の魔ま法ほう、勇ゆう魔ま法ほうだ。

『グガアアアアアアアアアア！』

　鉛なまり色いろだったオーガの肉体が、通常のオーガと同じ緑色となった。その瞬しゆん間かんをタオンが逃のがすはずがない。

「タオン・バンブースラァァァァァッシュ！」

　オーガの脳天に剣けんを振ふり下ろす。そのまま地面まで一気に舞まい降おりる。オーガの巨きよ体たいは、まるで竹を縦に切きり裂さくように真っ二つに切り分けられた。

『グガアアアアアアアアアア！』

　パッカリと左右に二分ぶん割かつされたオーガは、倒たおれると同時にその体を塵ちり状の黒い物体へと変え消しよう滅めつする。

「やったぜ！」

　剣けんを背中に収めるタオン。と、エリーゼが横から抱だき付ついてきた。

「きゃあああ！　勇者サマ、ミラクル格かつ好こいいです！　わたしをメチャクチャにしてください！」

「ええい、落ち着け！　言動がおかしいぞ！」

　必死になってエリーゼを突つき放はなす。

「今のが勇者サマの勇ゆう魔ま法ほうなんですね。使うところを初めて見ました」

「ああ、オレ、勇ゆう魔ま法ほうの方はそんな得意じゃねーからな。あんまし使わねーんだ」

「得意じゃなくてあの威い力りよくですか!?　もう、勇者サマってばすごすぎます！　やっぱりメチャクチャにしてください！」

「だから落ち着けって言ってんだろーが！　意味分かんねーし！」

　今度もどうにかエリーゼを突つき放はなしてから、タオンは真顔になる。

「それよりも問題はこれからだぜ。サンドラにどうやって説明するかだ」

「そうですね。このままサヨナラしてしまうのが一番ですけど、戦士さんの怪我けがの治ち療りようもありますし、会わないわけにはいきませんからね」

　エリーゼが「む[image: ～][image: ～][image: ～]」と考かんがえ込こむ。

「そのまんまですけど、迷子になっていたうちのパーティーの戦士と魔ま法ほう使つかいがやって来て倒たおしてくれたってとこでどうですか？」

「でも、そのふたりが見当たらないことはどう説明する？」

「猛もう烈れつに人見知りする性格なので、木こ陰かげに隠かくれているとかはどうですか？」

「人見知りってなあ……」

　タオンは呆あきれて苦く笑しようする。

「近くにまた魔ま物ものの気配がしたからそっちの偵てい察さつに行ってるってことにでもしとくか？　人見知りよりはマシな理由だろ」

「人見知り……いいと思うんですけどね」

　まだ自分のアイデアに未練がありそうだ。

「おさらいしとくぞ。特異種のオーガを倒たおしたのは、うちのパーティーの戦士と魔ま法ほう使つかい。ふたりは偵てい察さつに行ってる。いいな？」

「待ってください。名前を聞かれたらどうします？」

「そこまで聞いてくるか？」

「可能性は０じゃありませんよ。あのオーガを倒たおしたんですからね。どんな名だたる戦士と魔ま法ほう使つかいか知りたがるかもしれません」

「そう言われると、そんな気もしてきたぜ」

「でしょう？　ですからふたりの名前を決めておきましょうよ。センシーンとマホーンでどうですか？」

「まんまだな。せめてもう少し凝ころうぜ」

「じゃあじゃあ、ウォルフガング・ウォーハンマード・クライザーと、ヴィヴィデモート・ファランクスアリーナで」

「凝こりすぎだ！　覚えられないような難しい名前にすんな！」

　とまあそんな感じに、架か空くうの仲間ふたりの名前決めで揉もめている最中だった。

「おい、その話は一体いつ終わるんだ？」

　唐とう突とつに声をかけられる。見るといつの間にか、すぐ近くにサンドラが立っていた。

　多少の擦すり傷きず、打ち身はあるものの、タオンたちが予想していた骨折のような大怪我けがはない。思った以上に頑がん丈じような肉体の持ち主だった。

「あ、えっと……」

　数秒の間の後、タオンとエリーゼの芝しば居いが始まった。

「ゆ、勇者サマ！　すごかったですよね？　うちのウォルフガング・ウォーハンマード・クライザーさんと、ヴィヴィデモート・ファランクスアリーナさんの活かつ躍やく」

「そ、そうだね。ウルフ……」

　エリーゼが口にした名前を繰くり返かえそうとしたが、当然ながら覚えられるはずがない。

「あのふたり！　さすがは凄すご腕うでの戦士と魔ま法ほう使つかいだよね。あの特異種のオーガをあっさり倒たおしちゃうんだから、すごいなあ」

「ところでおふたりはどこに？　女戦士さんに紹しよう介かいしないと」

「それが、近くに魔ま物ものの気配があるからって、偵てい察さつに行っちゃったんだよ」

「まあまあ、本当に仕事熱心なんですから」

　苦しい笑いを浮うかべるふたりをサンドラはやたら冷めた目で見ていた。

「猿さる芝しば居いは意味ないぞ。アタシ、見たんだから。タオンが魔ま法ほうを使って雷かみなりを起こして、その後でオーガを真っ二つに斬きるとこをな」

　サンドラはタオンにぐいっと近づいた。

「タオン、アンタはそれなりにデキるどころじゃない。話に聞いてたとおり、とんでもなく強いスゴ腕うでの勇者だったんだな」

「………………」

「………………」

　タオンとエリーゼは仲良く言葉を失った。このふたりがここまで息ピッタリの行動を見せるのはこれが初めてのことかもしれない。

「オーガに吹ふっ飛とばされる際、咄とつ嗟さに盾たてで体をかばったんだよ。おかげでダメージは最小限にできた」

　得意気に円まる盾たてを持ち上げ、サンドラが言う。

「アンタたちのことが心配で、急いで森を抜ぬけてきたんだ。そしたらどうだ。あのへっぽこ勇者のタオンが、とんでもない技わざを使ってオーガを倒たおしてたじゃないか。アタシ、驚おどろいてしばらく声も出せなかったよ」

　サンドラは、熱っぽい瞳ひとみで話を続けた。

「アタシの目に狂くるいはなかったんだ。あの筋肉は、正しよう真しん正しよう銘めい、戦いの中で作られたものだったんだな」

　サンドラが興奮で声を弾ませる。

　タオンとエリーゼは無言のまま顔を見合わせた。もはや誤ご魔ま化かしようのないことを、お互たがいに確かく認にんし頷うなずいた。となると、もはや開き直るしかなかった。

「ああ、そうさ。オレはへっぽこ勇者なんかじゃねーよ！　お前にずっと連れ回されるのがイヤで、使えねー勇者を演じてたんだよ」

「勇者サマが本物だって分かったからって、連れていかせはしませんよ！　勇者サマはわたしのモノなんですから！」

　エリーゼがメイスを構えて臨戦態勢を取る。

「いや、だからお前のモンじゃねーから」

　呆あきれたようにエリーゼに言ってから、タオンはサンドラを見た。

「とにかく、オレはお前の回復役なんかにはならねー。都合のいい勇者を探すなら他を当たってくれよ」

　サンドラの口から出たのは、意外な言葉だった。

「もうアンタを連れ去ろうなんて思っちゃいないよ」

「本当か？」

「ああ。本当さ。そもそも、連れ去ろうとしたって本気で抵てい抗こうされたら無理だろ？　だってアンタ、超ちよう強いんだからよ」

　それからサンドラは不思議そうに尋たずねる。

「でも、アタシは不思議でならないぞ。タオン、アンタはどうして逃にげ出ださなかったんだ？　その気になったら背後からアタシを殴なぐって気絶させて逃にげることだってできただろうに」

「それはまあ、そうだけどよ」

　そっぽを向くと、タオンはぶっきら棒に呟つぶやいた。

「なんかそれって、勇者らしくねーだろ？　だからだよ」

「勇者らしくない……か。ハハハ、アンタは本当に面白おもしろいヤツだ。益ます々ます気に入ったよ」

　サンドラは豪ごう快かいな笑え顔がおで笑うと、とんでもないことを言い出した。

「よしっ、決めた。アタシもアンタと一いつ緒しよに行くことにしよう」

「えっ？」

「アンタのパーティーに加わろうって言ってるんだよ。アンタがリーダーなら、多少は指示を聞いてやってもいいし。どうだ？　アタシほどの戦士が仲間になるんだ。悪い話じゃないだろ？」

　サンドラがパーティーに加われば、全体としての戦力は大いに増強する。

　だけどタオンの心境的には、『冗じよう談だんじゃねーぞ！』といったところだった。

（エリーゼひとりだけでも、モヤモヤとドキドキと戦わなきゃなんねーのに。そこにサンドラなんて加わったら）

　サンドラの露ろ出しゆつの激しいビキニアーマーを改めて見て、タオンは全力で叫さけんだ。

「断る！」

「アタシはもう決めちまったんだ。受け入れてもらうしかない。もしアンタが逃にげたとしたって、地の果てまで追いかけていくまでだぞ」

　不敵な笑えみを浮うかべるサンドラ。ハッタリやでまかせではなく、本気でそうするつもりのようだ。

　サンドラの猪ちよ突とつ猛もう進しんさを散々思い知らされているタオンは、どうしても逃にげ切きる自信が持てなかった。

「ぐっ」

　怯ひるむタオンに代わり、エリーゼがずずっと前へと歩み出た。タオンを守るようにサンドラと対たい峙じする。

「わたし、分かっちゃいました。女戦士さん、いえ、サンドラさん。あなた、勇者サマのこと好きになっちゃったんですね!?　恋こいしちゃったんですね!?　いずれ勇者サマのお嫁よめさんになろうとしていますね！　そんなこと許しません！　勇者サマのお嫁よめさんになるのはこのわたしなんですから！」

「勝手なこと言ってんじゃねー！」

　タオンがエリーゼに吠ほえる。

「はっ？　タオンの嫁よめ？」

　キョトンとした顔をしてから、サンドラはケラケラと笑い出した。

「エリーゼだっけ？　心配いらないよ。アタシはそんなことちっとも考えてないからな」

「本当ですか？」

「ああ。もちろん、タオンのことは気に入ったが。恋こいとか愛とかよく分からないし。嫁よめならエリーゼがなればいいさ。アタシは普ふ通つうに祝福するぞ。アンタら、何かお似合いだしな」

　お似合いと言われ、エリーゼは途と端たんに機き嫌げんを良くした。恋こいする乙女おとめは単純なのだ。

「タオン様、聞きましたか？　聞いちゃいましたか？　わたしたち、お似合いだって。うふふ」

「ええい、気持ちの悪い笑えみを浮うかべるな」

　笑え顔がおをとろけさせているエリーゼを[image: 叱]しかるタオン。

「ただまあ、いずれタオンにはちょっとばかり協力してもらおうとは思ってるけどな」

「協力？　何をだよ」

　何気なく聞き返すタオンに、サンドラは当然のことのように答えた。

「子作りだよ、子作り」

「……はぁ？」

「だから、そのうちアタシに注いで欲ほしいんだ。タオン、アンタの子種をな」

　サンドラの直球な言葉に、タオンの顔が一気に火を噴ふいた。

「おま！　おま！　おま！」

「そーそー。アンタの子種をアタシのおま──」

「だあああああああああああああああああ！」

　タオンは力の限り叫さけびサンドラの言葉を打ち消した。あまりに危険な言葉だ。聞いたら最後、正気を保てる自信がない。

「お前！　バカじゃねーのか!?　何真顔でおかしなこと言ってんだよ！　冗じよう談だんもいい加減にしろ！」

「いや、冗じよう談だんなんかじゃないぞ。アタシとアンタの子なら、さぞかし強い戦士になること間ま違ちがいなしだ。ひょっとしたら勇者になるって可能性もあるな。どうだい、夢があるだろう？」

　サンドラが期待に瞳ひとみを輝かがやかせる。

「何だったら今注いでくれたってかまわないぞ。ほら、そこの木こ陰かげででもちょちょいのちょいって」

「さっきから何とんでもないこと言っちゃってくれてるんですか！　ハッキリさせときますよ！　勇者サマの子種をもらうのはお嫁よめさんであるわたしだけ！　浮うわ気きは絶対許しません！」

「ケチ臭くさいこと言うなよ。ほんの一発……いや、二、三発かな？　そんな程度でいいんだって。アタシ、気合いで孕はらむからよ」

「ダメったらダメです！　勇者サマと子作りしていいのはわたしだけなんです！　もう男の子だったらタオーゼ。女の子だったらエリンって名前まで考えてるんですから！」

「名前だったら、アタシの考えたタオドラの方が強そうじゃないか？　男でも女でも使えそうだしな」

「そんな名前、センスありませんよ。とにかく、勇者サマとＨするのはわたしだけなんです！」

「だからケチ臭くさいこと言わずにアタシにもやらせろよ！　大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんとタオンを気持ちよくさせてみせるから」

　聞くに堪たえない言葉の応おう酬しゆうが続いていた。タオンは必死に耳を塞ふさいで聞くまい、聞くまいとしていたが、ヒートアップしたふたりの声はどうしても鼓こ膜まくに届いてしまう。

　恥はずかしい！　死にたくなるぐらい恥はずかしい。恥はずかしいったらない！

「え[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]い、お前ら！　いい加減にしろ！　オレの子種をどうするかは、オレが決める！　お前らの好き勝手にはさせねーからな！」

　顔を真っ赤にしたタオンの絶ぜつ叫きようが、森に響ひびいたのだった。














第３話　ケモミミキケン!?　呪われた勇者サマ










　ガインベルグの町を出て大陸行路を歩くことしばらく。細いわき道が存在した。この道は、辺境の村へと向かうための道だった。しかしこの道に、数年前から強力な魔ま物ものが巣食ってしまった。辺境の村の住人たちは困り果て、冒ぼう険けん者ギルドにクエスト発注をしたものの、報ほう酬しゆうの少なさ、そして魔ま物ものの強力さもあり、なかなか引き受けてくれる冒ぼう険けん者は現れなかった。村の住人たちは馬車も走れないような山道を使うしか町へ出る方法がなくなってしまい、ひどく不便な生活を送っていた。しかし、それも今日までの話だろう。とある勇者パーティーが、この厄やつ介かいなクエストを引き受け、魔ま物ものを倒たおすべくやって来たのだから。









『ガオオオオオオオオオオオオオオオオ！』

　凄せい絶ぜつなる咆ほう哮こうとともに、前足の鋭するどい打だ撃げきがサンドラを襲おそう。咄とつ嗟さに構えた円まる盾たてでもってサンドラはその攻こう撃げきを防ぐも、そのパワーに押おされ靴くつの踵かかとで地面をえぐり後退あとずさる。

「うひゃあ、さすがにすごいな。これは倒たおしがいがあるってものだよ」

　サンドラが対たい峙じしているのは、一体の魔ま物ものだった。

　猛もう獣じゆうの体にコウモリの翼つばさ、そしてサソリの尾おを持つ貪どん欲よくなる人食いの魔ま物もの。

　マンティコアだ。かなり手ごわいことで知られる魔ま物ものだった。

　その体は大きく、ゆうにサンドラの三倍はあった。それでもサンドラは少しも臆おくすることなく果か敢かんにマンティコアに立ち向かっていく。

『ガルルルルルルルルル！』

　本能的にサンドラの戦せん闘とう力を察したのだろう。それまで前足の爪つめや牙きばで攻こう撃げきしていたマンティコアが戦法を変えた。長く伸のびるサソリの尻尾しつぽ、その鋭するどく尖とがった先せん端たんでもってサンドラを貫つらぬこうとする。

「そう簡単にはやられないからな」

　円まる盾たてでもって尻尾しつぽの攻こう撃げきを防ぎつつ、確実に間合いを詰つめていくサンドラ。しかし予期しない出来事が起こった。マンティコアが高く尻尾しつぽを掲かかげたのだ。

　尻尾しつぽの先から大量の毒針が発射され、サンドラへと降り注ぐ。

「なっ、そんなの聞いてないぞ！」

　盾たてであらかたの毒針は防いだサンドラだったが、一本が右足のふくらはぎへと突つき刺ささった。

「くっ！」

　サンドラの表情が苦く悶もんにゆがむ。激痛に続き、毒が全身を回り動けなくなる。

　マンティコアが背中の翼つばさを羽ばたかせた。一度上空へと舞まい上あがってから、サンドラ目め掛がけて襲おそい掛かかる。彼かの女じよの頭を嚙かみ砕くだくつもりなのか、大口を開けて。

　と、ひとりの少年がサンドラの前へと躍おどり出でた。小こ柄がらな体に不ふ釣つり合あいな大きな剣けんを構えたこの少年こそ、勇者、タオン・ブレイブだった。

「おっりゃあああ！」

　タオンがすくい上げるようにマンティコアに剣けんを振ふるった。一いち撃げきで仕留めるまでにはいたらなかったものの、マンティコアに深手を負わせることに成功する。

「サンドラ！　マンティコアを見つけたらオレたちを呼ぶようにって言っただろ！」

　肩かた越ごしに振ふり向むき、サンドラを[image: 叱]しかり付つける。

「エリーゼ、サンドラの毒をなんとかしてやってくれ」

「は～い、任せてくださいね」

　少し遅おくれてやって来たエリーゼが、サンドラに向かって聖せい魔ま法ほうを発動した。

「【ポイズンイレース】あーんど、【メディーク】」

　毒消しと、傷の治ち療りようが同時に行われた。激痛と痺しびれが一いつ瞬しゆんで消える。

「これからはオレの作戦に従ってもらうぞ」

「ああ、悪かったよ。アタシが考えなしだった」

　軽く肩かたをすくめてサンドラが謝罪する。

「サンドラ、お前はその盾たてで徹てつ底てい的てきに防ぼう御ぎよに徹てつするんだ。マンティコアの毒針の連射は無限とされてるが、実際は何百発撃うった後に、一いつ瞬しゆんだけ止まる。そのスキを作ってくれ」

「任せときな。アンタに最高のチャンスを作ってやるよ！」

　降り注ぐ毒針の嵐あらし、サンドラは円まる盾たてで防ぼう御ぎよし、体を小さくし防ぼう御ぎよに徹てつした。

　覆おおい切れない部分を毒針がかすめることもあったが、エリーゼがその度にすぐに聖せい魔ま法ほうでもって毒消し、治ち療りようを行う。そのため、防ぼう御ぎよが崩くずれることはなかった。

　数百発の毒針が放たれた後、マンティコアの動きが空中で止まった。毒針が尽つきたようだ。

「タオン、今だ！　アタシの盾たてを踏ふみ台だいに使え！」

「おうっ！」

　タオンがサンドラに向かって走ってくる。サンドラは盾たてでもってタオンの足を受け止めた。そのまま持ち前の腕わん力りよくで空中のマンティコアめがけてタオンを放り投げる。

　迫せまるタオンに気付き毒針を発射しようとするマンティコアだが、いまだ毒針の再生はなされていなかった。

「タオン・スラァァァァァッシュ！」

　タオンの必殺の剣けん技ぎが、マンティコアの体をバッサリと斬きり裂さいた。

『ガオオオオオオオオオオン！』

　雄お叫たけびを上げ、マンティコアの体が黒い塵ちりとなって消しよう滅めつする。タオンは地面へと着地した。

「よし、マンティコア、撃げき破はだぜ！」

　左手で軽くガッツポーズを決めてから、剣けんを背中に収める。

　そんなタオンのもとに、エリーゼとサンドラが集まった。

「やりましたね。勇者サマ。ちゃんとクエスト達成になってますよ」

　エリーゼが、自分の紋もん章しよう板を取り出して言った。『達成』の文字が浮うかんでいる。

　タオンとサンドラもそれぞれの紋もん章しよう板を一応調べる。同じく『達成』の文字が現れていた。パーティー登録をしている今、それぞれの紋もん章しよう板は同期状態にあるのだった。

　数日前の一件の後、結局サンドラはタオンのパーティーに加わった。許可しないことにはいつまでも子種、子種と騒さわぎ、タオンとしては精神的に限界だったのだ。

「どうだ？　アタシ、完全に防ぎきってやっただろ？　パーティーに加えて正解だっただろ？」

　サンドラが得意気に尋たずねてくる。そこのところはタオンも認めるしかなかった。

　最初こそスタンドプレーでマンティコアを倒たおそうとしたものの、合流後はちゃんとタオンの指示に従ってくれた。性格的にとどめは自分で刺さしたいはずなのに、それもタオンに譲ゆずってくれた。そのあたりはタオンも感謝していた。

「お前がいなくたって倒たおせたけどよ。いてくれて楽ができたことは確かだ。まあ、その……ありがとよ」

　ひどくぶっきらぼうなお礼だった。何せ思春期真まっ只ただ中なかだから、どうにも気き恥はずかしくて素す直なおにお礼が言えないのだ。

「勇者サマ、わたしも頑がん張ばったんですよ」

　エリーゼが物もの欲ほしそうな目をする。

「分かってるよ。エリーゼもご苦労だったな」

「わーい、勇者サマに褒ほめられちゃいました♪」

　エリーゼが飛び上がらんばかりに喜んだ。

「ったく、これだからパーティーは面めん倒どうなんだ」

　口ではそうぼやきながらも、強敵であるマンティコアを短時間で倒たおせたこともありタオンは機き嫌げんを良くしていた。

「よしっ、今日のクエストは終わりだ！　町に戻もどって何か美味うまいものでも食おーぜ！」

　珍めずらしく笑え顔がおで、タオンはそんな提案をする。

　てっきりふたりとも大喜びで乗っかってくるかと思いきや、何故なぜかふたりは無言だった。ポカンと口を半開きにして、タオンのことを見つめている。

　せっかくの仲間サービス？　を拒きよ絶ぜつされたようで、タオンとしては非常に面白おもしろくない。ヘソを曲げてしまう。

「いーよ。だったらオレひとりで食うから。ホロウ鳥の丸焼きに、マルコ豚ぶたの角かく煮に、それからガガガ牛のステーキまで平らげてやるんだからな！」

　意地になるタオンに、エリーゼとサンドラは同時に言った。

「勇者サマ、頭……」

「タオン、頭……」

「何だよ。オレの頭に何かついてんのか？」

　タオンは自分の頭に手を触ふれてみた。

　確かについていた。モコモコの毛で覆おおわれた奇き妙みような物体だった。しかもそれは、頭の左右両方についている。

「見てみますか」

　エリーゼが、両手の親指と人差し指を使って大きな輪を作った。

「【ミラー】」

　輪の中が輝かがやき、そこが鏡面となる。エリーゼが作り出した鏡を、タオンは覗のぞき込こんだ。

　そこに映っていたのは、ビシっとした眉まゆ毛げをした少年の顔。ボサボサの短い髪かみ。そして、その髪かみの中から飛び出しているふたつの丸っこいフワフワでモコモコの物体。

　マンティコアの耳だった。

　人食いの魔ま物ものとして恐おそれられるマンティコアだが、実は耳だけを見ると意外とかわいかったりする。フワフワのモコモコの毛で覆おおわれた丸い形の獣けもの耳。それがタオンの頭から生えていた。

「何じゃこりゃあああああああああ！」

　タオンの叫さけびが響ひびき渡わたった。
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「呪のろい……でしょうな」

　豪ごう華かな聖職服に身を包んだ恰かつ幅ぷくのいい男性が、タオンの頭に生えた獣けもの耳を観察した後、確信を込こめて頷うなずいた。ここはガインベルグの町の教会。彼かれはそこの司祭だった。

「上級の獣けもの系魔ま物ものを倒たおす時に稀まれにあるんですよ。呪のろいによって、その魔ま物ものの特性の一部を引き継いでしまうことがね。ですから、上級の獣けもの系魔ま物ものを倒たおす前には呪のろいの予防として【ホーリーバリア】の聖せい魔ま法ほうをかけておくことを推すい奨しようしているんですが」

「あっ、そう言えば神官養成所で習ったことがありましたね。すっかり忘れてました」

　あはははは、とエリーゼが能天気な笑いを響ひびかせる。

　そんなエリーゼを恨うらみがましい目で見てから、タオンは司祭に顔を向けた。

「で、この恥はずかしい獣けもの耳。どうにかしてくれるんだよな？」

「ええ、呪のろいを祓はらってしまえばそれまでです。さっさと済ませてしまいましょうか」

　司祭が軽く深呼吸をする。タオンの獣けもの耳に両手をかざし、なにやら小声で囁ささやき始める。

　それは、セインタリア教の神々に対する祈いのりや祝福の言葉を並べているのだが、不信心なタオンにはさっぱり分からない。

　実はエリーゼもよく分かっていないらしい。前に尋たずねた時は、『気分です！』との答えだった。まあ、信しん仰こう心が高まり結果として聖せい魔ま法ほうが使えるなら問題ないけど。……天然ってすごい。

　十分に祈いのりを唱えた司祭は、聖せい魔ま法ほうを発動した。

「【カースイレース】」

　呪のろいを除去する聖せい魔ま法ほうだ。司祭ともなれば、その効果に間ま違ちがいはないだろう。

　だけど……消えない。

　さらに数度、司祭は【カースイレース】を唱えたものの、やはり結果は同じだった。

「駄だ目めですね。呪のろいが強すぎて消し去ることは難しそうです」

「そんな!?　オレ、ずっとこんな恥はずかしい耳つけてなきゃなんねーのか？」

　タオンが焦あせりの声を上げる。実際、彼かれにとっては恥はずかしい以外の何物でもなかった。この教会に来るまでだって、町の中では頭に布をギチギチに巻いて獣けもの耳が人目につかないようにしていたぐらいだ。

「いやいや、ご安心を。呪のろいは段々と薄うすれていきますよ。倒たおした魔ま物ものの強大さにもよりますが、まあ長くても半年といったところでしょうな」

　半年……。タオンにとっては絶望的に長い期間だった。

「それ以上、呪のろいが進行するようなこともありませんし。自然と消えるのを気長に待つといいでしょう。唯ゆい一いつ気になるのは呪のろいの追加効果ですが……」

　何かを言いかけ、司祭は首を横に振ふった。

「まあ、大だい丈じよう夫ぶでしょう。そうそう起こることでもありませんから」
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　結局、タオンの獣けもの耳はそのままの状態で、三人は教会を後にすることになった。

　もちろんタオンは布で頭を巻き、獣けもの耳が見えないようにしている。

「放ほっとくだけでそのうち消えてなくなるんだろ？　良かったじゃないか」

「ちっとも良くねーよ」

　サンドラの言葉に、タオンは憮ぶ然ぜんとして答える。

「半年だぜ、半年。その間ずっと、こいつと付き合わなきゃなんねーんだぜ」

「恥はずかしい気持ちは分からなくもないけどさ、隠かくしとけばいい話だろ？　今みたいに布巻いたっていいし、兜かぶとをかぶるって手もあるし」

「ああ、そーだな。重いし視界が悪くなるから正直気は乗らねーが、兜かぶとでもかぶるってのが一番自然な隠かくし方かもしんねーな」

　防具屋にでも行こうとタオンとサンドラが話をする中、エリーゼは何やら考かんがえ込こんでいる。教会を出てから彼かの女じよはずっとこんな様子だった。

「エリーゼ、どうした？　さっきから何か考かんがえ込こんでるけど」

　サンドラが尋たずねる。

「あ、はい。司祭様が最後におっしゃっていたことがちょっと気になっちゃいまして。ほら、呪のろいに追加効果があるとかないとか」

「確かに少し気になるけどよ。珍めずらしいことだって言ってたし、そこまで心配することないんじゃないか？　なあ、タオン」

「こんな獣けもの耳がついてるってだけでも最悪なんだ。多少の追加効果なんてどーでもいーぜ」

　タオンにとって耐たえ難がたいのは、何よりもこの獣けもの耳が『かわいい』ということだった。

　もっと凶きよう悪あくで凄すごみがあるものだったら、ここまで嫌いやがることはなかっただろう。いっそ『醜みにくい』方にベクトルが向いてくれた方がまだ気が楽だった。

（まだオーガの角やサハギンのウロコが生えてきた方がマシだったぜ。この際、ゴブリンの緑の肌はだやオークの豚ぶた鼻でもいいぞ）

　そんなことを思いながら、防具屋を探し始めた時だった。タオンはふと足を止めた。

「あ、頭が、スッゲー痒かゆいいいいい！」

　そう叫さけぶや否いなや、タオンは頭に巻いた布の上からバリバリと頭を搔かいた。それだけでは追いつかず、ついには布を取り去ってしまう。

「あれ？」

　途と端たん、タオンはキョトンとした顔になる。耐たえ難がたい痒かゆみが一いつ瞬しゆんで消えたからだ。

　ふと気付くと、タオンのまわりに若い女性たちが集まっていた。

「何てかわいいケモミミ坊ぼつちゃんなの！」

「もう駄だ目め！　私、メロメロになってしまったわあああ！」

「お姉さんにその耳を触さわらせて？　ううん、貴方あなたを抱だき締しめさせて！」

　女性たちが、タオンを抱だき締しめ、撫なで回まわし、顔中にキスの雨を降らせる。

　続いて女性たちは、タオンの取り合いを始めてしまった。

「そのケモミミの男の子は私のモノよ！　放はなしなさい！」

「いいえ、私のモノです！　私が一番、その子を大切にしてあげます！」

「勝手なこと言わないで！　私以上にその子の飼い主に相応ふさわしい人間はいないわよ！」

　タオンの両手、両足を持ち、ぐいぐいと引っ張る。

「おっらあああああ！」

　女性の集団に飛とび込こんできたサンドラがタオンを救出した。タオンを小こ脇わきに抱かかえ、サンドラが走り出した。エリーゼがその後に続く。

「ああ、待って！　ケモミミの坊ぼうや！」

「一いつ緒しよにお風ふ呂ろに！」

「お家うちで暮らしましょうよ！　可愛かわいがってあげるから！」

　女性たちも追いかけ始めた。しかも、その数はどんどん増えていく。

「サンドラさん、どこか隠かくれられそうな場所でやりすごしましょう！」

　角を曲がった先にあった小さな路地へとふたりは飛とび込こんだ。奥おく深ふかく、薄うす暗ぐらい場所に身を潜ひそめる。女性たちが音を立てて通りを走り去っていくのが見えた。やがて、静かになる。

　どうにかやりすごせたと、サンドラとエリーゼは『ふう』と息を吐はいた。

「そりゃ、タオンの獣けもの耳姿はかわいいけどよ。あんな騒さわぎになるなんて、ありえなくないか？」

「ですよね。わたしもそう思います。あの反応は明らかに異常でした」

「どうなってんだよ。なあ、どうなってんだよ！」

　いまだサンドラに抱だきかかえられたままのタオンが、半ばパニック状態で言葉を繰くり返かえす。

「普ふ通つうに考えて、今のが呪のろいの追加効果ってやつなんだろうな」

「わたしもそう思います。おそらくその耳には、魅み了りよう系の魔ま法ほう効果が備わっているんですよ。だからそれを見た女の人たちがあんなことになっちゃったんです」

「冗じよう談だんじゃねーぞ！」

　タオンが血相を変えて叫さけぶ。獣けもの耳だけでも恥はずかしいのに、女性をメロメロにして追おい掛かけ回されるなんて迷めい惑わくを通とおり越こして害悪だ。

「でも、どうしてアタシたちは平気なんだ？」

「一いつ緒しよにマンティコアを倒たおしたせいで、耐たい性せいができたってことでしょうか？」

　不幸中の幸いだった。これでふたりまでもが獣けもの耳に魅み了りようされていたら逃にげ場ばがない。

「くそっ、だったら！」

　タオンが腰こしのベルトからナイフを引ひき抜ぬいた。戦せん闘とう用ではなく、調理やちょっとした作業用に持っているものだ。タオンは躊ちゆう躇ちよすることなくナイフでもって獣けもの耳を切り落とす。左右、両方とも。痛みは感じなかったし、血が流れることもない。

「どうだ？　これで問題は解決だぜ！」

　得意気に笑うタオンだったが、サンドラが気の毒そうに言う。

「タオン。喜んでるとこ悪いんだけど……もう生えてるぞ」

「マジか!?」

　タオンは自らの頭に手を当てた。確かに、新しいフワフワのモコモコの獣けもの耳がすでに生えてしまっていた。呪のろいを消し去らない限り、いくら獣けもの耳を切っても無意味のようだ。

「おい、この呪のろい、どうにかなんねーのかよ？」

　追おい詰つめられたタオンは、エリーゼとサンドラのふたりに助けを求めた。

「無茶言うなよ。教会の司祭ですら無理だったんだ。アタシたちに何ができるんだよ」

　困った顔になるサンドラ。と、エリーゼが『あっ』と声を上げた。

「わたし、思い出しました。方法ならあります。精せい霊れい樹じゆですよ！」

「精せい霊れい樹じゆ？」

「精せい霊れいの加護を受けた特別な木のことです。その木の葉からしたたり落ちる雫しずくには、どんな呪のろいをも消し去る力があるとか」

「そいつだっ！」

　タオンが叫さけぶ。

「エリーゼ！　すぐにその精せい霊れい樹じゆのある場所へ向かうぞ！」

「無理ですよ。わたし、場所までは知りませんから。そんな木があるって話を聞いただけなんです」

　申し訳なさそうな顔をするエリーゼの隣となりで、今度はサンドラが『あっ』と声を上げる。

「精せい霊れい樹じゆなら、アタシ、聞いたことあるぞ。親父おやじ……まあ、アタシの戦士としての師し匠しようみたいなおっさんが、森で見かけたって話をしてたんだ。確か場所は……」

　サンドラが記き憶おくを掘ほり起おこしながら場所を伝える。幸運にも、その場所はアーバンク大陸の東、ここガインベルグの町からそれほど離はなれてはいなかった。普ふ通つうに旅をして一週間弱といったところだろう。

「よっしゃ、今度こそ出発するぞ！」

「ままま、待ってください！」

　エリーゼが待ったをかける。

「わたし、肝かん心じんなことを伝えるのを忘れてました。精せい霊れい樹じゆは、そう簡単には雫しずくを垂らしてくれないんです。樹木に語りかけ、雫しずくを垂らすようお願いしなくちゃ駄だ目めなんです。それができるのは、エルフ族だけなんです！」

　エルフ族。長い寿じゆ命みようと高い魔ま力りよくを持つ希少種族だ。過去に何があったのかは不明だが、人とかかわることを避さけ大陸西部にあるエルフ族の自治区にてひっそりと暮らしている。

「何だよ。それじゃオレは半年もの間、このクソ獣けもの耳と付き合うしかねーってことかよ」

　ガックリと肩かたを落とすタオンに、エリーゼが励はげますように言う。

「諦あきらめるのはまだ早いです。数は少ないですが、自治区を出て冒ぼう険けん者をしているエルフもいるって聞きます」

「そうだタオン。ここは冒ぼう険けん者が集まるガインベルグだ。ひょっとしたらひとりぐらいエルフの冒ぼう険けん者が見つかるかもしれないぞ」

　ふたりの言葉に、タオンは気力を回復させた。

「そーだな。諦あきらめるのはまだ早かったぜ。町中探せば、エルフのひとりぐらいいるかもしんねー。よし、エリーゼ、サンドラ！　手分けして探すぞ！」

　そう叫さけぶや否いなや、走り出すタオン。獣けもの耳は出したままだ。

「ああ、勇者サマ！」

「タオン！」

　エリーゼとサンドラが止めるも、すでに時とき遅おそしだった。タオンは通りへと出てしまう。当然そこには女性たちだっているわけで……。

「きゃあああああああ！　ケモミミの男の子よ[image: ～][image: ～]！」

「連れて帰っちゃいましょ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　再び、タオンは女性たちに追おい掛かけ回されることになったのだった。
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　それから、数時間後。

　タオン、エリーゼ、サンドラの三人は、ガインベルグの町のあまり治安の良くない地区、その路地裏へとやって来ていた。目の前には、古ぼけた木の扉とびらがあった。





『彷徨さまよえる黒山羊やぎたちの集つどい場』






　そんな文字が刻まれているここは、魔ま術じゆつ師専用の秘密酒場だ。

　いまだ町にいた情報屋のスカイプから、この酒場にエルフの魔ま術じゆつ師が出しゆつ没ぼつしている噂うわさがあるとの情報を得たのだった。

　魔ま術じゆつ師以外、立ち入り禁止ということで、三人とも黒いフード付きのローブを身につけていた。タオンにとっては頭の獣けもの耳も隠かくせるし、一石二鳥だった。

「あの、勇者サマ。今いま更さらなんですけど、わたしとサンドラさんのふたりだけで探しに行ってもいいんですよ。獣けもの耳のこともありますし、勇者サマは宿屋で待機してくれていたって」

「いーよ。何か、いてもたってもいられねーし。それに、お前らふたりに任せるってのもな」

　猪ちよ突とつ猛もう進しんな性格のサンドラに交こう渉しようなんてまず無理そうだった。天然のエリーゼに任せるのもやっぱり不安だった。

　そんな理由からタオンも一いつ緒しよに来ているのだが、エリーゼは都合よく解かい釈しやくする。

「勇者サマ、何だかんだでわたしのこと心配してくれてるんですね。キャハ。嬉うれしいです」

「タオン、心配はいらないぞ。軟なん弱じやくな魔ま術じゆつ師なんて、いざとなったらアタシのこの拳こぶしで言うことを聞かせてやるからな」

（だからお前らのそういったとこが不安なんだよ！）

　心の中で叫さけぶタオン。

「まあ、オレの獣けもの耳のことは心配すんな。このフードってのは意外と調子いいんだよ。布を巻いたり帽ぼう子しをかぶったりするよりずっと長持ちするぜ。少しでもムズムズしたらすぐに便所に駆かけ込こむことにするさ」

　タオンが扉とびらを開け、三人はその中へと足を踏ふみ入いれた。

　魔ま光こうランプがあちこちに設置されてはいるが、全体的に薄うす暗ぐらい店だった。片側の壁かべが本ほん棚だなになっており、難しそうな魔ま術じゆつ書がズラリと並んでいる。

　そんな店内に、魔ま術じゆつ師たちはいた。ローブを羽織った者。鍔つばの広い三角帽ぼうをかぶった者。奇き怪かいなマスクで顔を隠かくした者。それぞれが独特の怪あやしい格好に身を包んでいる。

　魔ま術じゆつ師。聖せい魔ま法ほうとは対たい照しよう的な、攻こう撃げき特化の闇やみ魔ま法ほうを自在に操あやつる職業であり、遠えん距きよ離り攻こう撃げきのエキスパートだ。

　信しん仰こう心の強さが力となる神官と違ちがい、魔ま術じゆつ師としての能力はほぼ生まれつきの魔ま力りよくの強さに依い存ぞんしている。そして、卑ひ屈くつで暗い性格の人間ほど魔ま力りよくが強い傾けい向こうにあった。逆に魔ま力りよくが強いからこそ卑ひ屈くつで暗い性格になってしまうのか？　その謎なぞはいまだ解明されていないが、とにかく魔ま術じゆつ師は独特の暗さ、陰いん々いん欝うつ々うつさを持っている冒ぼう険けん者の中でも少々異い彩さいを放つ連中だった。

「こんなとこに長居したら気分が滅め入いってくるよ。さっさとそのエルフを探そうじゃないか」

　サンドラが顔をしかめつつ、そう提案した。

「分かってるさ。獣けもの耳のタイムリミットだって心配だしな。ざっと探して、見つからなかったら一いつ旦たん退たい却きやくだ」

　タオンたちは店内を歩き回りながら、お目当ての人物を探す。

　幸いすぐに見つけることができた。店の一番奥おくのテーブルにひとりで座すわり本を読む女性。その耳は横に長く伸のびている。エルフ耳と呼ばれるエルフ族特有の耳だ。

　他の魔ま術じゆつ師たちに比べると、そこまで怪あやしい格好はしていない。シンプルなローブ姿だ。木製のマジカルロッドがすぐ脇わきの壁かべに立てかけられている。

「当たりだ。あの耳、間ま違ちがいねー。エルフ族だ」

　タオンたちは女性のいるテーブルへと向かった。

「ちょっといいか？」

　タオンの呼びかけに、女性がゆっくりと顔をこちらへと向けた。

　透すき通とおるような白い肌はだ。サラサラとした金色の髪かみの持ち主で、穏おだやかで優やさしそうな糸目をしている。見た目の年ねん齢れいは二十歳はたち前後といったところだが、本当のところは分からない。何せ相手は、長ちよう寿じゆで有名なエルフ族だ。

「聞くまでもねーが、お前、エルフ族だよな？」

「はい～、わたくしはエルフ族ですけれど～」

　外見の雰ふん囲い気きと同じ、穏おだやかで優やさしそうな声だった。間延びした口調から、おっとりとした彼かの女じよの気質がうかがえた。

「あらあら～。貴方あなたがたは魔ま術じゆつ師ではありませんわね～。わたくしに何のご用かしら～？」

「単刀直入に言うぞ。オレたちのパーティーに入って一いつ緒しよに冒ぼう険けんをして欲ほしいんだ」

「まあまあ～。せっかくのお話ですけれど、わたくしは誰だれともパーティーを組むつもりはありませんの～。気楽なひとり旅が気に入っていますので～」

「アンタのその気持ちは分かるぞ。パーティーを組むって面めん倒どうだよな」

　サンドラが話に加わってきた。

「でも、魔ま術じゆつ師がひとりで冒ぼう険けんってのもなかなか不便だろ？　魔ま力りよくが尽つきた時、守ってくれる誰だれかが必要になるんじゃないのか？　アタシたちと一いつ緒しよに冒ぼう険けんすれば、守りの方はバッチリだぜ。しかも、回復役までちゃんといるからな。いたれりつくせりだ」

「わたくしはエルフ族ですので～。そうそう魔ま力りよくが尽つきることはありませんのよ～。回復も薬で十分間に合いますし～」

　サンドラの説得も、女性には通じなかった。

「あの、わたし、今はこんな格好してますけど神官なんです。【ウォッシュ】や【フレッシュ】といった便利な聖せい魔ま法ほうで快適な冒ぼう険けんの旅をお約束します！　いつも体は清潔で、しかも新しん鮮せんな食材で作ったご飯が食べられますよ」

　エリーゼが別の角度で攻せめ込こむも、

「エルフ族はあまり汗あせをかきません。それに基本的に菜食主義ですから～、干した木の実や果物で十分ですわ～」

「何、ずっとって話じゃねー。ほんの一週間ほど一いつ緒しよに冒ぼう険けんしてくれればいいんだ。もちろん報ほう酬しゆうはたっぷり出す。前まえ払ばらいしたっていい。だから頼たのむ」

　頭を下げるタオンだったが、

「すみません～。お断りします～」

　穏おだやかに、しかしキッパリと拒きよ絶ぜつされてしまった。

「人間は信用するなというのが、エルフ族の教えですので～。それに、貴方あなたがたがわたくしを利用して何を企たくらんでいるか、分かったものではありませんし～」

　口調は丁てい寧ねいだが、明らかに人間に対しての敵意、警けい戒かい心といったものが強く込こめられている。

「何だと！　アタシたちがそんな卑ひ怯きような連中に見えるのかよ!?」

「そんな、ひどいです！　わたしのことは疑っても、勇者サマのことは疑わないでください！」

　短気なサンドラが切れた。エリーゼも興奮してタオンをかばおうとする。

「ふたりとも落ち着けって」

　興奮するふたりをなだめながらも、タオンは内心大いに困っていた。

（くそっ、どうすりゃいーんだよ）

　パーティーの戦力的な利便性を説いてもエルフの女性を説得することはできなかった。

　聖せい魔ま法ほうによる冒ぼう険けんの旅の快適さでも心は動かせなかった。

　期間限定だと主張しても、高い報ほう酬しゆうを提示しても無む駄だだった。

　となると、どうやって彼かの女じよを説得していいか分からない。打つ手なし、といった状じよう況きようだ。

（こいつは人間ってのを信用してねーからな。地道に付き合ってまずは信しん頼らいを得なきゃなんねーか。ったく、こっちはそんな暇ひまないってのに）

　と、タオンの耳がムズっとした。もちろん、人間の耳ではなく獣けもの耳の方だ。

「ヤベッ！　エリーゼ、サンドラ、オレ、ちょっと便所に行ってくる！　ここは任せたぞ！　でも無理に説得しようとすんな！　適当に世間話でもしててくれ！」

　ふたりにそう告げると、タオンはテーブルを離はなれた。すでに耐たえ難がたい痒かゆみは始まってしまっている。フードを取って獣けもの耳を開放しない限り、この痒かゆみが消えることはない。

（便所、便所はどこだよ？）

　歩きながら店内をキョロキョロと見る。幸いトイレはすぐに見つかった。店の奥おくに、トイレを示す記号が記された扉とびらがあった。

（よしっ！）

　タオンの視線には、トイレしか見えていなかった。だから、濡ぬれた床ゆかに気付かなかった。

「うわっ！」

　足を滑すべらせ、タオンは盛せい大だいにすっ転んだ。そのまま床ゆかに背中を強く打ち付ける。

「イテテテテテテ」

　顔をしかめるタオンは、猛もう烈れつな痒かゆみが消えているのに気付いた。

「あっ！」

　慌あわてて起き上がり頭を触さわる。案の定、転んだ弾はずみで獣けもの耳が出てしまっていた。

　そして、自分に注がれる魔ま術じゆつ師たちの視線に気付く。

　不運にも、たまたまこの時、店に集まっていた魔ま術じゆつ師たちは、見事に女性ばかりだった。

　しかも、二十歳はたち前後の美人のお姉さんぞろいときている。

「ケモミミの男の子……」

「カワイイ……」

「食べちゃいたいぐらい……ウヒヒ」

　魔ま術じゆつ師の女性たちが、タオンに迫せまってくる。

　エリーゼとサンドラが駆かけ寄より、タオンを抱かかえ上あげる。

「ここはヤバい。一度引くよ！」

「サンドラさんに同意見です！」

　ここにいる女性たちは全員魔ま術じゆつ師なのだ。強力な闇やみ魔ま法ほうを使える分、昼間、町でタオンを追いかけていた女性たちよりもずっと質たちが悪い。

　エルフの女性の説得は一いつ旦たん諦あきらめ、一刻も早くこの魔ま術じゆつ師たちの巣そう窟くつから逃にげ出だそうとするタオンたち。しかし、三人が店の出入り口の扉とびらへ向かった直後。

「【氷固グラシオ】！」

　ひとりの魔ま術じゆつ師が闇やみ魔ま法ほうを放った。一いつ瞬しゆんで扉とびらが凍り付き、開けなくなってしまう。

「閉とじ込こめた、フフフ」

「もう……逃にがさない」

「思いっ切りかわいがってあげるんだから」

　これだけの数の魔ま術じゆつ師を相手にするにはさすがに分が悪すぎた。

　大いなるピンチに、三人が表情を強こわ張ばらせている時だった。

　穏おだやかだが、よく通る声が店内に響ひびいた。

「【眠誘ドルミー】」

　タオンをかわいがろうとしていた魔ま術じゆつ師の女性たちが、バタバタと床ゆかに倒たおれていく。スースーと寝ね息いきを立て始めた。倒たおれた女性たちの後ろに立っていたのは、タオンたちが説得を試みていたあのエルフの女性だった。

　糸目が見開かれ、エルフ族特有のグリーンの瞳ひとみが現れている。

「あらあら～。まあまあ～。うふふふふ～」

　歩み寄ってきた女性は、タオンをムギュっと抱だき締しめた。

「な～んてかわいい男の子なんでしょ～♪」

　ふんわりとしたいい香かおりがした。女性の体の感かん触しよくがローブ越ごしに伝わってくる。タオンの顔が埋うもれてしまうほどに胸が大きく、ぽにょぽにょと柔やわらかい。

[image: ]

　タオンは顔を真っ赤にして、あたふたと慌あわてた。

「うわっ、は、放はなせよ！」

「駄だ目めです～。貴方あなたのようなかわいい男の子はとっても貴重ですもの～。ああ、お姉さんは今、すごく感激していますわ～」

　糸目に戻もどった女性は、タオンに頰ほおずりをし恍こう惚こつとした表情を浮うかべている。

「勇者サマを放はなしてくださーい！」

　タオンを引ひき剝はがそうとするエリーゼを、サンドラが止めた。

「待て。エリーゼ。ひょっとしてこれはチャンスかもしれないぞ。このエルフ女、かたくなにアタシたちの誘さそいを断ってただろ？　ありゃどう考えたって望のぞみ薄うすだった。でも、獣けもの耳の魔ま力りよくでタオンにメロメロになってる今だったら」

　サンドラが言わんとしていることにエリーゼは気付いた。

「確かに、今の勇者サマがお願いすれば、パーティーに加わってくれるかもしれません。いえ、きっと加わってくれるはずです！」

　女性に抱だき締しめられ失神寸前のタオンに、エリーゼは声をかけた。

「勇者サマ、今の話、聞こえてましたね？　さあ、今こそ彼かの女じよにお願いしましょう。パーティーに加わって欲ほしいって」

「タオン！　念には念を入れろだ。思いっ切りかわいくお願いするんだぞ！　その獣けもの耳の魅み力りよくを最大限に発揮してやれ！」

「ざけんな！　そんなことできるかよ！」

「大だい丈じよう夫ぶです！　勇者サマならできます！　わたしたちが応おう援えんしていますから！」

　タオンは固く瞳ひとみを閉じた。

　そして、いつかの時と同じように勇者としてのプライドに盛せい大だいにケンカを売った。

　激しい戦い（脳内イメージ）の末、今回もどうにかプライドに勝利する。

（やってやるぜ！）

　タオンは瞳ひとみを開けた。そして、最高に甘あまえた声でエルフの女性におねだりした。

「エルフのお姉さん、ボクと一いつ緒しよに冒ぼう険けんに出て欲ほしいガウ♥」

　グーにした手を胸の前でくいっと曲げて見せ、恥はずかしい語ご尾びまでつけてあざといかわいさを演出してみる。全身の血管が破は裂れつしそうになるぐらいの恥はずかしさだった。

「タオン、やればできるじゃないか。くそっ、呪のろいにかかってないアタシまでメロメロになりそうだぞ」

「勇者サマ、立派です。そしてとってもかわいいです。わたし、キュン死にしそうです」

　サンドラ、エリーゼが賞賛の言葉を口にする。

　そして、肝かん心じんのエルフの女性の反応はと言うと……。

「あらあら～。まあまあ～。そんな可愛かわいくお願いされて断れるはずがありませんわ～。もちろん返事はＯＫですわよ～」

（やったぜ！　やってやったぜ！）

　心の中で高らかに宣言してから、タオンはガックリと気を失った。

　美人で巨きよ乳にゆうなエルフのお姉さんに抱だき締しめられた上に、プライドと凄せい絶ぜつなバトルを（脳内で）繰くり広ひろげ、さらにはあんな恥はずかしいことまでしてのけたタオン。その精神は、すでに限界寸前だったのだ。

「わたくしのことを本当のお姉さんだと思って甘あまえてくださいね～。うふふふふ～」

　気絶したタオンに相変わらず頰ほおずりをしながら、エルフの女性は言った。

「そうそう、言い忘れていましたわ～。わたくしの名前は、ルナメス・ルナフォース・エルフィリア。どうぞルナルナと呼んでくださいね～。タオンちゃん♪」
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　精せい霊れい樹じゆを求めて、エルフの魔ま術じゆつ師、ルナルナをパーティーに加えたタオンたちの冒ぼう険けんの旅が始まった。精せい霊れい樹じゆのある正確な場所は、スカイプから聞き出していた。その場所を目指し、ひたすら突き進む。

　先頭を歩くタオンの傍かたわらには、しっかりとルナルナが寄より添そっていた。

「タオンちゃん、喉のどが渇かわいたでしょう？　はい、お茶をどうぞ～」

「タオンちゃん。長い旅には塩分と糖分が必要ですわよ～。はい、飴あめを食べてくださいね～」

「あらあら～。タオンちゃん。おでこに汗あせが。お姉さんが拭ふいてあげますわ～。うふふ～」

　とまあそんな具合に、ルナルナはことあるごとにタオンをかまっていた。とにかくタオンのお世話をしたくてたまらないらしい。事実、タオンが素す直なおにお世話されると、それはもう幸せそうな笑えみを浮うかべていた。

　タオンとしても、精せい霊れい樹じゆに雫しずくを垂らしてもらうにはルナルナの協力が必要不可欠だから、そうそう邪じや険けんにすることもできなかった。さすがに酒場の時のように、あざとくかわいさを演出したりはしないが、可能な限りルナルナの好きにはさせていた。

「あらまあ～。タオンちゃん、おトイレですか～？　それではお姉さんも一いつ緒しよに行ってズボンを下ろしてあげましょうね～」

「だああああああ！　それぐらい自分でできるっ！　ほっといてくれ！」

　好きにさせると言っても限度がある。タオンはひとりで森の茂しげみへと入っていった。

「まあまあ～。タオンちゃんたら、恥はずかしがってしまいましたのね～。うふふ～」

　ルナルナは糸目の目め尻じりを下げ、ものすごく残念そうな顔をしている。

　そんなルナルナを、背後から悔くやしそうに見つめるエリーゼがいた。

「ううう、旅を始めてからずっと勇者サマにベタベタして。ずるいです。羨うらやましいです。わたしだってベタベタしたいです！」

「落ち着けよ、エリーゼ。仕方ないだろ？　精せい霊れい樹じゆってのに雫しずくを垂らさせるには、あのルナルナの力が必要なんだからよ。それまではせいぜい、好きにさせとかなきゃ」

「それは分かってます。分かってますけど」

「わりー、待たせたな」

　用を足して戻もどってきたタオンに、ルナルナが言う。

「タオンちゃん。手を前に出してくださいね～。お姉さんが闇やみ魔ま法ほうの水で洗ってあげますわ～」

「はいはい！　それでしたらわたしの出番です！　勇者サマ、それは聖せい魔ま法ほうの【ウォッシュ】に任せてください！」

　反射的にエリーゼがしゃしゃり出てしまっていた。

　にこやかな糸目と、エリーゼのやや垂れた目が、静かな火花を散らした。後ろでは、サンドラが『あちゃー』って顔をしている。

「タオンちゃん、どっちにします～？」

「勇者サマ、どっちにしますか？」

（どーして小便から戻もどってきたぐらいでこんな状じよう況きようになるんだよ！）

　心の中で文句を言いながらも、今のタオンが選ぶのは……当然、ルナルナだった。

「じゃあ、ルナルナ。頼たのむ」

「はいはい、お任せを～」

　ルナルナがマジカルロッドを持ち上げた。少しの詠えい唱しようの後、闇やみ魔ま法ほうを発動する。

「【水球弾アークヴオ】」

　大気中の水蒸気が集まり、水の弾たまを形成した。本来はそれを高速で敵にぶつける魔ま法ほうだが、ルナルナは魔ま法ほうを微び調ちよう整せいしタオンの前で水球を停止させる。

「ではタオンちゃん。水を落としますわね～」

　ルナルナが闇やみ魔ま法ほうを解除した。タオンが差し出した手の上に、水がジャバーと流れ落ちる。

「はい、おしまいですわ～。それではこのハンカチで手をふきふきしましょうか」

「はいはい！　もちろんここは【ドライ】の出番ですね！　手を拭ふくなんて時じ代だい遅おくれです。聖せい魔ま法ほうで乾かわかすのが最さい先せん端たんなんですよ！」

　意味不明の主張をするエリーゼだったが、やっぱりここでも選ばれることはなかった。

「じゃあ、先へ進もうぜ」

「あっ、ちょっと待ってタオンちゃん。少し聞きたいことがありますの～」

　歩き出そうとするタオンを、ルナルナが呼び止めた。

「お姉さんね～、まだこの冒ぼう険けんの目的を知らされていませんの～。クエストですの～？」

「ああ、それは──」

　精せい霊れい樹じゆのことを告げようとするタオンの口を、駆かけ寄よってきたサンドラが押おさえた。そのまま少し離はなれた場所へとタオンを連れていく。

「タオン。アンタ、正直に呪のろいのことを話そうとしただろ？」

「ああ、そうだけど。何か悪いのか？」

「悪いだろ？　ルナルナが、今、アンタにメロメロになってるのが呪のろいの力だって知ったらどうなると思う？」

「どうなるんだ？」

「ふた通り考えられる。ひとつは、自分を利用したのかって激げき怒どする流れだ。まあ、正直こうなる可能性は低いと思う。何せあのメロメロっぷりだからな。おそらく、もうひとつの方になるだろうよ」

　サンドラが声を潜ひそめて言った。

「この気持ちを持続させようと、アンタを精せい霊れい樹じゆに連れていかせないようにするんだよ」

「おい、そりゃ困るぞ。何のためにオレがこんなにも苦労してると思ってんだよ」

「だったら精せい霊れい樹じゆのことは秘密にしとけ。適当なクエストだって誤ご魔ま化かすんだな」

　サンドラの言うことにも一理あったから、タオンは面めん倒どう臭くさそうな顔をしながらも頷うなずいた。ルナルナのもとに戻もどると、歯切れ悪く説明する。

「えっと……だな。この森をずっと進んだ先に、古代の遺い跡せきがあるとかで。そこの探たん索さくをしろってクエストなんだよ。そこには物理攻こう撃げきに耐たい性せいがある魔ま物ものが多いらしく、それでルナルナ、お前の闇やみ魔ま法ほうの力を借りようと思ったんだ」

「まあまあ～。そういうことでしたか～。分かりましたわ～。お姉さん、タオンちゃんのために頑がん張ばりますわね～♪」

　ルナルナは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「それでは改めて冒ぼう険けんを始めましょ～。タオンちゃん」

　ルナルナがタオンの腕うでに自分の腕うでをからませた。ルナルナの柔やわらかな胸の感かん触しよくを腕うでに感じてしまい、タオンはひどく落ち着かない様子だ。それでも必死に耐たえながら歩き出す。

「エリーゼ、見ろよ。タオンだって必死なんだよ。これも、あの呪のろいを解くためなんだ。雫しずくを垂らさせるまでは、我が慢まんするしかないぞ」

「そうでしたね。これも、勇者サマの呪のろいを解くためでしたね。呪のろいさえ解いてしまえば、ルナルナさんは勇者サマに興味を失います。それまでの辛しん抱ぼうです」

　エリーゼは自分自身に強くそう言い聞かせた。

　そう言い聞かせたのだったけど……。





★






　食事時。野菜を使ったおかゆが完成する。

「はい、タオンちゃん。あ～んしてくださいね～」

「いや、自分で食べられるって」

「いえいえ～。タオンちゃんは長旅で疲つかれていますから、お姉さんが食べさせてあげますわ～。はい、あ～ん」

「……あーん」

「あらまあ～。大変。フーフーしてあげるのを忘れていましたわ～。フー。フー。はい、どうぞ～」

「ううううう、わたしだって、勇者サマに食べさせてあげたことなんてないのに。う、羨うらやましいです」

　エリーゼの不満度……20％。





★






　そして食後。

「まあまあ～。タオンちゃん。お耳が少し汚よごれていますわよ～。お姉さんがお掃そう除じしてあげましょ～」

「いや、別にそんなのいーから」

「そんなこと言わないで。さあさあ～。わたくしのお膝ひざに頭を乗せてくださいな～」

　柔やわらかな草原にルナルナが正座し、膝ひざをポンポンと叩たたく。

　タオンは仕方なく言われるがままに横になり、ルナルナの膝ひざに頭を乗せた。

　柔やわらかなルナルナの膝ひざの感かん触しよくに、タオンは大いに緊きん張ちようする。全身、ガッチガチだ。

「あらあら～。そんなに固くならなくたっていいんですのよ～。お姉さんが優やさしく、優やさしくほじほじしてあげますわ～」

　ルナルナは嬉うれしそうに微笑ほほえむと、タオンの耳掃そう除じを始める。ルナルナの耳掃そう除じは本当に上手だったが、その感かん触しよくを楽しむことなんてタオンには無理だった。

　だってだって、ルナルナの大きな胸がなんか顔に当たってるし！

　それを見て、もちろん悔くやしがるのはエリーゼだった。

「ああ、わたしだって勇者サマの耳掃そう除じをしてあげたいのに」

　エリーゼの不満度……40％。





★






「タオンちゃん。汗あせをかいたでしょ～？　お姉さんが拭ふいてあげますわね～」

　絞しぼった布を手に、ルナルナが迫せまってくる。

「さあさあ～、服を脱ぬいでくださいね～」

「いや、そんなの自分でできるから！　それにエリーゼに【ウォッシュ】をかけてもらえば済む話だし！」

「聖せい魔ま法ほうに頼たよりっきりなんていけませんよ～。それなしだと冒ぼう険けんできなくなってしまいますわ～。さあさあ～。脱ぬいでくださいね～」

　穏おだやかな笑え顔がおのくせに、ルナルナの押おしはかなり強かった。ルナルナの機き嫌げんを損そこねてパーティーを抜ぬけられても困るため、タオンはしぶしぶ、上半身裸はだかとなる。

「あらまあ～。タオンちゃん、見かけによらずたくましい体♪　今からその体を、お姉さんがキレイ、キレイしてあげますわ～」

　ルナルナが布でタオンの体を拭ふく。タオンはもうくすぐったさと恥はずかしさで顔が真っ赤だ。

　当然、そんなタオンとルナルナに、並々ならぬ視線をエリーゼは送っていた。

「ああ、わたしの【ウォッシュ】なら一いつ瞬しゆんで終わるのに。ううん、わたしも勇者サマの体を拭ふき拭ふきしたいです」

　隣となりでは、これまで平然としていたサンドラまでもが悔くやしそうな顔をしている。

「タオンの筋肉……ああ、アタシも触さわってみたいぞ」

　エリーゼの不満度、60％。

　サンドラの不満度、一気に40％。
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　そして、夜。交代で見張りをしながらも森の中で野宿をすることになった。

「じゃあわたし、準備をしますね」

　少しの祈りの後、エリーゼは聖せい魔ま法ほうを発動した。

「【セ○ム】！」

　半径十数メートル以内に魔ま物ものが入ったとき、激しいブザー音が鳴なり響ひびくという警けい戒かい用の聖せい魔ま法ほうだ。

「エリーゼ。アタシ、前から疑問に思ってたんだけどさ。そのセ○ムってのは何なんだ。真ん中がすごく小声でよく聞き取れないじゃないか」

　サンドラの素そ朴ぼくな質問に、エリーゼは声を潜ひそめ答えた。

「これは、ちゃんと発音してはならないとされている言葉なんです。ハッキリ言ってしまうと、大きな代だい償しようを支し払はらわなければならないとか」

「ふうん。聖せい魔ま法ほうにもいろいろあるんだな。まっ、便利だからいいけどよ」

　明日に備えて寝ねようということとなる。横になる一同だったが。

「あの……よ。ルナルナ。もうちょっと離はなれてくれるとありがたいんだけどよ」

　余よ裕ゆうのない表情でそう言うタオンのすぐ傍かたわらに、ルナルナの姿があった。もはや隣となりどころではなく、添そい寝ねレベルの近さだった。

「あらあら～。心配しなくても、お姉さん、鼾いびきなんてかきませんわよ～」

「いや、鼾いびきのことを心配してんじゃねーんだって。その……近いんだって」

　さすがに添そい寝ねまでは耐たえられなかった。

「お、オレはひとりで眠ねむるから！」

　タオンは近くの木を一気に上った。適当な枝の上で横になる。いつもエリーゼに添そい寝ねをせがまれた時、やっている手だ。

　ここならゆっくり眠ねむれるだろうと思いきや、そうはいかなかった。

　ルナルナが、マジカルロッドを片手に闇やみ魔ま法ほうを使った。

「【蔓伸縛ヴインヴエルーヨ】」

　地面から生えた太い蔓つるがルナルナの体を支えてそのまま持ち上げていく。本来は敵を拘こう束そくして締しめ上あげる闇やみ魔ま法ほうだ。前回の【水球弾アークヴオ】の時と同じように、絶ぜつ妙みように闇やみ魔ま法ほうを微び調ちよう整せいしている。

　たちまち、木の上、タオンの隣となりにルナルナの空中ベッドができてしまった。

「それではお休みなさい～。タオンちゃん」

　幸せそうな顔で眠ねむるルナルナ。完全に添そい寝ね状態だった。木の上だけあって逆に逃にげ場ばがない気の毒なタオン。顔、そして全身を強こわ張ばらせている。

　眠ねむれない夜になるのは間ま違ちがいなかった。

　木の下からそんなふたりの様子を見上げ、当然悔くやしそうに声を上げるエリーゼ。

「うう、わたしですらまだ勇者サマと添そい寝ねなんかしたことないのに。ズルいですよー」

　エリーゼの不満度、80％。

　さらに、今回はエリーゼだけではなかった。隣となりではサンドラもまた面白おもしろくなさそうな顔をしていた。

「あいつ、実はこっそりタオンの子種を狙ねらってるんじゃないのか？　そうじゃなかったとしたって、あんなに密着してたら、どっちかが寝ね返がえりをうった弾はずみでズッポリはまっちまって、そのまま子種が注がれるなんて事故もありえるんじゃ？」

　さすがにそれはないだろう！　って突つっ込こみを入れてくれる人物もおらず、サンドラもまた不満度を上げた。

　サンドラの不満度、80％。





★






　数日が経過した。

　さっさとこの旅を終わらせたいタオン、そしてエリーゼとサンドラがかなり足を速めたため、予定よりもずっと早いペースで進んでいた。魔ま物ものとほとんど遭そう遇ぐうしなかったことも旅が順調に進んでいる理由だった。

　森を進んだ先にある山へと到とう着ちやくした。さほど大きくない山だ、越こえるのにそこまで時間はかからないだろう。

「この山を越こえれば目的地だ。あと半日ってとこだぜ」

　タオンはしみじみとその事実を嚙かみ締しめた。

「ようやく、この大変な旅も終わるんだな」

「はい、本当に苦難の日々でした」

「まったくだよ」

　エリーゼ、サンドラもタオンに完全同意する。ちなみにふたりの不満度はとっくの昔に１００％を超こえていた。いつ爆ばく発はつしたっておかしくないレベルだった。

「苦難の旅～？」

　ルナルナが不思議そうに小首を傾かしげている。

「あまり魔ま物ものも出ていませんし、楽な旅路に思えましたけど～。タオンちゃんともたっぷり触ふれ合あえていますしね～。わたくしにとっては、むしろ幸せな旅路ですわ～。うふふ～」

（その触ふれ合あいが、苦難そのものなんだよ！）

　タオンは心の中で絶ぜつ叫きようした。

　とにかくスキンシップが多くて非常に困っていた。思春期のタオンとしては恥はずかしいことこの上なし。しかも男の子としての本能で、どうにもドキドキして眠ねむれなくなってしまう。もちろんそれは、『もんもんとした気持ち』だ。

　このいかんともしがたい気持ちをどうにかするために、毎晩のように走り回り、素す振ぶりをし、腕うで立たて伏ふせや腹筋をしていた。そのせいでひどい寝不足だった。

「とにかく急ごうぜ」

　山道を登り始めたタオンだったが、すぐにその足を止めた。

　その表情はひどく強こわ張ばっていた。怖こわいぐらいに緊きん張ちよう感を高めている。

「引き返すぞ」

「えっ？　諦あきらめちゃうんですか？」

「そーじゃねーよ。この山を避さけるだけだよ。ここはヤバいって、オレの勘かんが騒さわいでんだよ」

「山を迂う回かいするってことですか？　そしたらものすごく遠回りになっちゃいますよ」

「そうだぞ、タオン。地図から見て、確実に三日は旅が延のびるじゃないかよ！」

「わたくしはそれでもかまいませんわよ～。それだけ長い時間タオンちゃんと一いつ緒しよにいられるということですものね～」

　ルナルナがタオンにしなだれかかった。頰ほおと頰ほおとをくっつける。

「は、離はなれろって」

　拒きよ絶ぜつをするも、やはり雫しずくのことがあるからそこまで強気になれないタオン。

　そんなタオンの姿に、ついにエリーゼが不満を爆ばく発はつさせた。

「勇者サマ、ただの勘かんなんですよね？　このまま山を進みましょう」

「アタシも賛成だ。タオン。多少強い魔ま物ものがいたとしたって、このメンツなら楽勝に決まってるさ」

　同じく不満をくすぶらせていたサンドラが誘ゆう爆ばくした。

「なっ、ちょっと待てよ」

　タオンが止めるのも聞かず、エリーゼとサンドラのふたりはずいずいと山道を歩き始める。

　早足で進むふたりの前へと、慌あわてた様子のタオンが先回りし、立ちはだかった。

「バカな真似まねは止めろ！　この山はヤバいんだって！　オレの勘かんが騒さわいでるんだって！」

　そう言うと、タオンは自らの腕うでをふたりに突つきつけた。

「ほら、見ろよ。鳥とり肌はだが立ってんだろ？」

「それがどうかしたんですか？」

「よっぽど強い魔ま物ものがいなきゃ、オレが鳥とり肌はだを立てることなんてないんだよ。こんだけくっきりと鳥とり肌はだが立ってるってことは、相手はアイツしかいねーんだ。きっとこの山はアイツの縄なわ張ばりに違ちがいねー。だからさっさと出る──」

　タオンの言葉の途と中ちゆうだった。

『グオオオオオオオオオオオオオン！』

　魔ま物ものの咆ほう哮こうが山全体に響ひびき渡わたった。地じ響ひびきすらするほどの大きさだ。

「くそっ、見つかっちまったか」

　顔をしかめるタオン。

　やがて、山の頂上の方から一体の魔ま物ものがこちらへ向かって翼つばさを羽ばたかせ飛んでくるのが見えた。タオンからほんの十数メートル離はなれた場所へと舞まい降おりる。

　十数メートルはあろう巨きよ体たい。全身は真っ赤で、固そうな鱗うろこに覆おおわれている。巨きよ大だいな口には、鋭するどく尖とがった牙きばが生えそろっていた。

「ドラゴン……かよ」

　さすがのサンドラも、掠かすれた声で呟つぶやいた。

　ドラゴン。魔ま物ものの中でも別格扱あつかいされる存在だ。計り知れない攻こう撃げき力と、強固な鱗うろこが生み出す比類なき防ぼう御ぎよ力を誇ほこっている。

　種類にもよるが、基本的には好戦的な性格ではなく、森の奥おくや岩山などを縄なわ張ばりとしそこでひっそりと暮らしているのが常だった。しかし一度その怒いかりに火がつけば、町ひとつを壊かい滅めつさせることだって容易たやすい。

　ドラゴンには手を出すなというのが冒ぼう険けん者ギルドの方針であり、冒ぼう険けん者たちの暗あん黙もくの了りよう解かいでもあった。理由は単純にして明快。そうそう勝ち目がないからだ。よほど、人的被ひ害がいをもたらすような凶きよう悪あくなドラゴンでない限り、討とう伐ばつのクエストが発注されることはなかった。

「こいつはクリムゾンドラゴンだな。普ふ通つうは火山なんかに暮らしてるのに、まさかこんな場所を縄なわ張ばりにしてたなんてよ」

『フシュルルルルルルル』

　ドラゴンは不ふ機き嫌げんそうに鼻息を鳴らした。

「ヤバいぞ！　おい、急いで縄なわ張ばりを出るぞ！」

「はいっ！」

　タオンの指示で、一同は走り出した。タオンとサンドラは問題ない。だけど、どうしてもエリーゼとルナルナが遅おくれがちになってしまう。

「ああっ、もうっ、くそっ！」

　タオンはルナルナを抱だきかかえ、走った。

　小こ柄がらなタオンだったが、その体は鍛きたえに鍛きたえられている。ルナルナを抱かかえて走るぐらいわけなかった。

「まあまあ～。タオンちゃん。知らない間にこんなにも力持ちになっていたなんて～。お姉さん、感激ですわ～」

「ついこの間知り合ったばかりだろ！」

　嬉うれしそうなルナルナにタオンは突つっ込こみを入れた。

「あー！　勇者サマ！　ひどいです！　わたしだって遅おくれてるのに！」

「こんな時につまんないことで騒さわいでんじゃないよ！」

　サンドラがエリーゼを抱だきかかえ走る。

　主にタオンとサンドラの頑がん張ばりで、どうにかドラゴンの縄なわ張ばりである山を出ることができた。ホッと一安心と思いきや、

『グガアアアアアアアアアアアアア！』

　上空からドラゴンの叫さけび声ごえが響ひびく。追いかけてきたドラゴンが、大きく息を吸すい込こもうとしていた。炎ほのおの息攻こう撃げきが来るのは明らかだった。

「エリーゼ！　対炎ほのおの聖せい魔ま法ほうを！」

「あっ、はい！　分かりました」

　エリーゼが素す早ばやく祈いのりを捧ささげる。

「【フレイムガード】！」

　叫さけんだ次の瞬しゆん間かん、ドラゴンが炎ほのおの息を吐はき出だした。タオンたちを炎ほのおが包む。聖せい魔ま法ほうによって防ぼう御ぎよはされたものの、肌はだがチリチリと焦こげそうなぐらいに熱い。

　攻こう撃げきが終わってもなお、ドラゴンは去ろうとはしなかった。再びタオンたちの前へと舞まい降おりる。すでに山は後にしている。縄なわ張ばりからは出ているはずだ。にもかかわらず、ドラゴンの怒いかりは収まっていない。

「今日は相当、虫の居所が悪かったようだな。見み逃のがしてくれるって感じじゃなさそうだぜ」

　タオンが渋しぶい顔をする。

「こっちは本調子じゃねーってのに」

　タオンが背中の剣けんを引ひき抜ぬく。覚かく悟ごを決めたサンドラもまた、腰こしの後ろに引ひっ掛かけていた片かた手て斧おのを手に取った。

「タオン、ドラゴンと戦ったことはあるのか？」

「ある。基本的にはどんな攻こう撃げきも魔ま法ほうも通らないと思った方がいいぞ。唯ゆい一いつの弱点はあそこだ、ほら、首んとこ。色の違ちがう鱗うろこがあるだろ？」

　巨きよ大だいなドラゴンの顎あごのすぐ下。そこに、少しだけ色の違ちがった鱗うろこが一枚だけあった。他が赤い鱗うろこに対し、そこだけ金色をしている。

「あの鱗うろこの下がドラゴンの急所だ」

「まずは鱗うろこを剝はがせってことか。なかなか厄やつ介かいだな」

「厄やつ介かいでもやるしかねー。エリーゼ、お前はさっきの聖せい魔ま法ほうをオレとサンドラにかけ続けてくれ！　ルナルナ、氷系の闇やみ魔ま法ほうで追つい撃げきを頼たのむ！　サンドラ、行くぞ！」

「ああ！」

　タオンの指示で、ドラゴンとの戦いが始まった。

　タオンとサンドラがドラゴンに立ち向かっていく。鋭するどい爪つめの攻こう撃げきを、タオンは華か麗れいに避さけ、サンドラは円まる盾たてでもって防ぐ。

　時折ドラゴンが息を吸すい込こむ、容よう赦しやのない炎ほのおの息で攻こう撃げきをしてくるも、エリーゼの【フレイムガード】でどうにか無効化する。

　しかしあまりもの炎ほのおの威い力りよくに、【フレイムガード】の効果は一度の炎ほのお攻こう撃げきを防ぐことで消えてしまう。タオンの指示どおり、エリーゼはかけ続けるしかなかった。

「【氷槍グラシオ・ランツオ】」

　ルナルナが闇やみ魔ま法ほうを使った。空中に氷の槍やりを作り、それを放つ。それらはドラゴンの鱗うろこに完全に防がれてしまうものの、冷たさは苦手なようで段々と動きが緩かん慢まんとなってくる。

　もともと、このクリムゾンドラゴンは火山で暮らせるほどに炎ほのお耐たい性せいの高い魔ま物ものだ。逆を言えば、寒さに弱いのだ。

「よし、タオン！　今だ！　マンティコアの時と同じように、アタシを踏ふみ台だいにしろ！」

　サンドラが円まる盾たてをタオンに向けてかまえた。

　タオンはサンドラに向かって走る。盾を踏ふみ台だいにし、サンドラの力も借り空中へと躍おどり出でた。

　狙ねらいはもちろん、ドラゴンの顎あごの下。弱点のある鱗うろこの場所だ。

「うおおおおお！」

　空中で剣けんを構えるタオン。しかし、ドラゴンが予想だにしない行動に出た。自らの口を閉じたまま、大きく力んだのだ。

　ドラゴンの全身から熱気がほとばしる。口を閉じた状態で炎ほのおの息を使い、激しい炎ほのおを飲のみ込こんだのだ。

（こいつ、内側から暖めやがったのか！）

　もとの機き敏びん性を取とり戻もどしたドラゴンは、目の前に迫せまっていたタオンに向かって大きく尻尾しつぽを振ふるった。さすがに避よけきれず、タオンは強打され地面に叩たたきつけられた。

「ガハッ！」

　すぐに起き上がろうとするも、脇腹わきばらに激痛が走る。

（くそっ、アバラをやったか）

「勇者サマ！　今すぐ回復を！」

　駆かけ寄よろうとするエリーゼを、タオンは制する。

「お前は炎ほのおを防ぐ聖せい魔ま法ほうに集中してろ！　そうでなきゃ、全員ケシズミになっちまうからな！」

　エリーゼも冒ぼう険けん者の端はしくれだ。タオンの指示が正しいことは十二分に分かっていた。

「でも……」

　しかし、見たところタオンのダメージは大きそうだ。そちらを回復させないことには、ドラゴンを倒たおすことも難しいだろう。サンドラひとりで相手にするには相手が悪すぎた。

　かつてない窮きゆう地ちに陥おちいる中、苦く悶もんの表情で起き上がろうとしているタオンにルナルナが歩み寄った。

「タオンちゃん」

　そっとタオンを抱だき締しめると、優やさしい声で語りかける。

「ひとつだけ、お姉さんのお願いを聞いてもらってもいいかしら～？」

　ルナルナが真しん剣けんな顔で言葉を続けた。

「タオンちゃん、最初にこう言いましたわよね～。わたくしをパーティーの仲間に加えるのは、ほんの一週間程度だって～」

「ああ、言ったぞ」

「それを、永遠に変へん更こうしてもらえません？　そう約束してくれるなら、お姉さん、もっと頑がん張ばれますから～。きっと限界を超こえることができますから～」

　正直、その約束に意味があるとは思えなかった。それでも、今の状じよう況きようで起死回生を狙ねらうとしたらルナルナの闇やみ魔ま法ほう以外ありえない。

「分かった！　約束する、約束するぞ！　ルナルナ、今からお前はずっとオレのパーティーの一員だ！」

「まあまあ～。ありがとう。お姉さん、とってもとっても嬉うれしいですわ～」

　ルナルナが立ち上がった。ドラゴンへと顔を向ける。

　そしてルナルナは詠えい唱しようを始めた。尋じん常じようでない魔ま力りよくの波動が漂ただよった。

　ルナルナの瞳ひとみが大きく開かれた。緑色の瞳ひとみでドラゴンを見つめ、叫さけんだ。

「【究極氷固ラフイーナ・グラシオ】」

　ドラゴンの巨きよ体たいが、足元から氷に覆おおわれ始めた。必死にもがくも、氷は容よう赦しやなくドラゴンの巨きよ体たいを覆おおい尽つくす。やがて完全にその動きを封ふうじてしまった。

　ルナルナがその場に膝ひざをついた。瞳ひとみは閉じられ、いつもの糸目の笑え顔がおとなる。しかし、額に滲にじんだ汗あせから苦しそうなのは明らかだった。

「おい、ルナルナ。大だい丈じよう夫ぶかよ？」

　サンドラが駆かけ寄より尋たずねる。

「大だい丈じよう夫ぶですわ～。魔ま力りよくを使い果たして……少し疲つかれてしまっただけですから～」

　ルナルナがエリーゼに顔を向けた。

「エリーゼさん、今の内に早く、タオンちゃんの治ち療りようを～」

「あ、はい！　分かりました！」

　エリーゼが素す早ばやく行動した。

「【メディーク】！」

　聖せい魔ま法ほうによって、折れていたタオンのアバラ骨が修復された。痛みが消えうせる。

「助かったぜ、エリーゼ。ルナルナ。今度こそ、決めてやるからな！」

　タオンはサンドラと目配せした。お互たがいにやるべきことは分かっていた。

　氷に閉ざされてもなお、ドラゴンはいまだ健在だった。再び自らの炎ほのおブレスを飲のみ込こみ、全身の温度を上げ氷を溶とかそうとしている。

「させるか！」

　タオンが走った。先に準備をしていたサンドラの盾たてを足がかりとし、ドラゴンの顎あごの下へと突つっ込こんだ。

「タオン・スラァァァァァッシュ！」

　剣けんを水平に振ふるう。剣けんの先が氷を破は壊かいし、さらに弱点を覆おおう鱗うろこ、一枚を剝はぎ取とった。

　タオンはそのままドラゴンの首もとにしがみついた。

「くそっ、浅かったかよ！　タオン、もう一度だ！　そこに剣けんを突つき立たてろ！」

「もうそんな必要ねーよ」

　剣けんを背中に収めると、タオンは右手の人差し指を丸め親指でその先せん端たんを押おさえた。

　俗ぞくに言う、デコピンの構えだ。

「タオン・デッコピーン！」

　少々、間ま抜ぬけな叫さけびとともに、タオンは鱗うろこが剝はがれたその下の、ピンク色をしたドラゴンの素す肌はだにデコピンを食らわせた。

『ギュルルルルルルルルルルルルルルル！』

　ドラゴンが悲鳴を上げた。大きく体をよじらせ、全身を覆おおっていた氷を落とすと、そのまま空中へと飛び立った。山の頂上の方へと去っていく。

「言っただろ？　あそこはドラゴンの弱点だって。デコピン一発でもとんでもなくイテーんだよ。しかも、あそこを攻こう撃げきされたらもう、ドラゴンは戦意を喪そう失しつするんだ。巣穴に戻もどって三日は出てこねー。つまり、この山を普ふ通つうに通過できるってことだぜ」

　タオンが得意気に説明する。

「でもよ、どうして剣けんを突つき立たてなかったんだ？　倒たおしちまった方がはるかに安全だったんじゃないのか？」

　サンドラの当然の質問に、タオンは迷いなく答えた。

「あいつの縄なわ張ばりの中に入はいり込こんだのはオレたちの方だ。なのに倒たおすなんて、そんなの勇者っぽくねーだろ」

「タオン、アンタって、やっぱスゲーな」

「さすがは勇者サマです！」

　サンドラ、そしてエリーゼが感かん嘆たんの息を漏もらす。

　満まん更ざらでもない顔をしてから、タオンはルナルナへと近寄った。

「助かったぜ、ルナルナ。でもお前、本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「心配いりませんよ～。エルフ族の魔ま力りよく回復速度は人間よりも何倍も早いのですから～」

「でも、わたし聞いたことがあります。エルフ族が魔ま力りよくを使い果たすってことは、寿じゆ命みようを削けずることだって」

　エリーゼの言葉に、タオンが目を見開く。

「何だって？　じゃあ、お前は!?」

「エルフ族の寿じゆ命みようは人間に比べるとずっとずっと長いのですわ～。十年、二十年短くなったところで大した問題ではありませんのよ～。それに～」

　ルナルナが微笑ほほえんだ。

「これで、わたくしはタオンちゃんとずっと冒ぼう険けんの旅ができます～。それを考えれば、二、三十年の寿じゆ命みようなんて安いものですわ～」

　タオンの中で、罪悪感がチクリと痛んだ。

（こいつがそう思ってるのは、獣けもの耳の呪のろいのせいなんだ。オレはこいつを騙だまして、寿じゆ命みようを削けずらせたようなものなんだ）

　そう思うと、少々いたたまれない気持ちになる。

「タオンちゃん。約束、間ま違ちがいないですわよね～？　お姉さんを、ずっとパーティーの仲間にしてくれるのでしょ～？」

　確かめるようにルナルナが尋たずねてくる。

　たとえルナルナが今、抱いだいている感情が獣けもの耳の呪のろいの魅み了りよう効果のせいだとしても、今だけは彼かの女じよを喜ばせたい。

　タオンは力強く頷うなずいてみせた。

「ああ、間ま違ちがいねー。ルナルナ、お前はこれからずっとオレたちの仲間だ！　お前が自らの意思でオレのもとを離はなれる、その時まではな！」





★






　ルナルナの言葉どおり、エルフ族の魔ま力りよくの回復は早かった。ほんの二十分ほどで顔色ももとに戻もどり、普ふ通つうに歩けるようになった。

　ドラゴンの脅きよう威いがなくなった今、タオンたちは山を突つっ切きって進むことにした。

　予定どおり、半日ほどで山を抜ぬけ、反対側の森へと出る。

　それから歩くことしばらく。ついにタオンたちは目的の場所へと到とう着ちやくした。

　その樹木は、森の奥おく深ふかくに生えていた。日の光を浴び、葉が虹にじ色いろに輝かがやいていた。明らかに他の樹木とは違ちがう、洗練された美しさがあった。

「あらあら～。まあまあ～。これは精せい霊れい樹じゆではありませんか～。エルフの森以外にも生えている場所がありましたのね～」

　故郷を懐なつかしむように、ルナルナは精せい霊れい樹じゆを眺ながめている。

　ルナルナを怪あやしませることなく、精せい霊れい樹じゆに雫しずくを垂らさせなければならない。

　口火を切ったのはエリーゼだった。

「うわー、勇者サマ。精せい霊れい樹じゆだそうですよ。偶ぐう然ぜんですねー」

「ああ、本当だぜ。まさかクエストの途と中ちゆうでこんなものが拝めるなんてな」

「タオン、知ってるか？　精せい霊れい樹じゆってのはエルフ族が呼びかけると特別な雫しずくを垂らすらしいぞ」

「そいつは珍めずらしいな！　見られるもんなら見てみたいぜ！」

　下手なお芝しば居いだったが、ルナルナは特に怪あやしむ様子もなかった。

「雫しずくが垂れるところを見たいのならお姉さんがこの樹きに呼よび掛かけてあげましょうか～？」

　ルナルナの方からそう言い出してくれる。

「本当か!?　マジ頼たのむ！」

「はい、お任せを～」

　ルナルナが精せい霊れい樹じゆに歩み寄ると、その幹に手を触ふれた。

「精せい霊れいの加護を受けし樹木よ。我、ルナメス・ルナフォース・エルフィリアが呼びかけます～」

　風も吹ふいていないのに、精せい霊れい樹じゆの葉がサワサワと音を立てた。

「今ここに、清せい浄じようなる雫しずくを垂らしたまえ～」

　高い位置にある精せい霊れい樹じゆの葉から、ポタリと雫しずくが垂れた。輝かがやく宝石のような雫しずくだ。

　その瞬しゆん間かん、タオンが地面を蹴けった。

「うおおおおおおおおおお！」

　精せい霊れい樹じゆに向かって滑すべり込こみ、落ちてくる雫しずくを額で受け止めた。

　ポチョン！

「ど、どうだ？」

　立ち上がったタオンは、恐おそる恐おそる自分の頭に手を触ふれた。ボサボサの固い髪かみの感かん触しよく、それだけだった。そこにはもう、フワフワでモコモコな獣けもの耳はない。

「やった、消えたぜ！」

「はい、勇者サマ。キレイさっぱりなくなりました」

「タオン、やったな！　ちょっと寂さびしい気もするが、もとの頭に戻もどったぞ！」

　苦労した分、感かん慨がいもひとしおだった。タオン、エリーゼ、サンドラは大喜びする。

　キョトンとしているルナルナに、タオンは下手な言い訳はせずすべてを白状する。

「ルナルナ、わりー。実は、クエストってのは噓うそだったんだ。オレたちの目的は、ここまでお前を連れてきて精せい霊れい樹じゆに雫しずくを垂らさせることだったんだよ。オレにかかった、獣けもの耳の呪のろいを解くためにな」

　獣けもの耳がなくなった今、魅み了りよう効果も消えたはずだ。ルナルナにとって、もはやタオンは単なる生意気な人間の男子にすぎない。いや、もっと質たちが悪いだろう。自分を騙だまして危ない目に遭わせ、さらに寿じゆ命みようまで削けずらせたのだから。

　ルナルナの怒いかりの闇やみ魔ま法ほうがタオンに放たれることだろう。タオンはそれを正面から受け止めるつもりだった。彼かの女じよの気が少しでも晴れてくれるのならば、せめてもの罪つみ滅ほろぼしだ。

「あらまあ～。確かに動物さんのお耳がなくなっていますわね～」

　ルナルナは腕うでを伸のばしタオンを抱だき締しめる。

「でも～、そんなことは些さ細さいなことですわ～。お耳がついていようがいまいが、タオンちゃんがかわいいことに何の変わりもありませんもの～」

「ぬああああ!?」

　予想だにしていなかったルナルナの反応に、タオンは驚おどろいた。

「えええええ!?」

「どうなってんだよ!?」

　エリーゼ、サンドラのふたりもどよめいた。

「ちょちょちょ、ちょっと待て！」

　タオンは慌あわててルナルナを押おし離はなす。

「呪のろい、まだ消えてねーのか？」

「いえいえ～、精せい霊れい樹じゆの雫しずくでタオンちゃんにかかっていた呪のろいは完全に消えましたわ～」

「ならおかしーじゃねーかよ！　ルナルナ、どうしてお前はまだ獣けもの耳の魅み了りようの魔ま法ほうにかかったままなんだよ!?」

「あらあら～。何だか皆みなさん、誤解をしているようですわね～。わたくし、最初から魅み了りようの魔ま法ほうになんてかかっていませんわよ～」

「何だって!?」

「確かに、タオンちゃんの動物のお耳からは、そういった類たぐいの魔ま法ほうは感じていましたわ～。でも、それだけですのよ～。エルフ族は魔ま法ほうに対する耐たい性せいが人間よりもはるかに高いですからね～。支配されるようなことはありませんのよ～」

（ルナルナはエルフ。エルフは魔ま法ほう耐たい性せいが恐おそろしく高い。最初から獣けもの耳の魅み了りようの魔ま法ほうになんてかかってなかった。……それじゃ、どうしてオレのことかわいいなんて言ってるんだ？　おかしいじゃねーか？）

　タオンが激しく困こん惑わくする中、エリーゼが閃ひらめいた。

「わたし、分かっちゃいました！　獣けもの耳なんか関係なく、勇者サマはルナルナさんのお気に入りになっちゃってたんです！」

「何いいいいいいいいいいいいいい！」

　衝しよう撃げきの事実に、タオンは驚おどろきの声を上げた。獣けもの耳さえなくなれば、もうベタベタされることもない。そう思って耐たえてきたのに、これが永遠に続くなんて。

「タオンちゃん。これからどうしましょうか～？　ガインベルグの町に戻もどってクエストを受けますか～？　それとも、このまま目的なしの冒ぼう険けんを続けてみますか？　お姉さんはどちらでもかまいませんわよ～」

「じょ、冗じよう談だんじゃねーぞ！　ルナルナ、お前とはここまでだ！　パーティーは解消だ！　もちろん金は払はらう、払はらうから！」

「あらあら～。駄だ目めですわ～。だってタオンちゃん、約束したじゃありませんか？　お姉さんを、ずっとパーティーの一員にしてくれるって～」

「いや、だからそれは……お前がてっきり獣けもの耳の魅み了りようの魔ま法ほうにかかってると思ったから。呪のろいが解けたら、お前の方からさっさと出てくと思ったから。だってお前、人間嫌ぎらいっぽかったし」

「確かにわたくし、人間はあまり好きではありませんわ～。でもでも～」

　再びタオンを抱だき締しめるルナルナ。

「タオンちゃんみたいな、かわいい男の子は別ですのよ～」

　至福の表情でスリスリと頰ほおずりをする。

「わたくし、ずっと弟が欲ほしいと思っていましたのよ～。そんなわたくしが思おもい描えがいていた理想の弟像に、タオンちゃんがピッタリ当てはまっていますの～。だからもう決めました。たとえ種族が違ちがっていても、わたくしはタオンちゃんのお姉さんになりますって～」

　さらに自分勝手なお姉さん宣言までする始末だ。

「くっつくな！　離はなれろ！　頰ほおをスリスリするな！　子こ供ども扱あつかいするな！　あと勝手にオレを弟にするな！」

　今いま更さら機き嫌げんを取る必要もないため容よう赦しやなく突つき放はなすも、ルナルナはちっとも動じない。

「あらあら～。まあまあ～。照れるタオンちゃんもかわいいですわ～」

　逆に喜んでしまう始末だ。

　タオンとしては、ルナルナが今後ずっとパーティーに加わるなんて悪夢そのものだった。美人の大人のお姉さんだし、何よりエリーゼとサンドラに比べて一ひと際きわ胸が大きいし。でもってその胸は柔やわらかいし。ぽにょぽにょした感かん触しよくだし。

　タオンを弟のようにして可愛かわいがるという、エリーゼやサンドラとはまた違ちがった触ふれ合あいを求めてくるルナルナ。彼かの女じよにどれだけ心をかき乱されるか分かったもんじゃない。

　だけど、約束をしてしまった以上、完全に拒きよ絶ぜつすることは不可能だった。

　約束を破るなんて、勇者っぽくないからだ。

　ルナルナが、自分の意思でタオンのもとを離はなれるその時までは、彼かの女じよをパーティーの一員として認めるしかなかった。

「えーい、くそっ！　分かったよ！　好きなだけいりゃーいいさ！　ただし！　今後は、『あーん』も、『耳かき』も、『添そい寝ね』も、『体ふきふき』も、全部全部、禁止だからな！」














第４話　キューピドル人形にご用心










　昔ながらの街並みの残る町、キルストン。ここには古くから伝わる伝説があった。勇者に恋こいをした町の娘むすめに、天使キューピドルが力を貸しその恋こいを成じよう就じゆさせたというものだった。この伝説をもとにし、行われているのがキューピドル祭である。祭りの最後に撒まかれるキューピドル人形は、恋こいを成じよう就じゆさせるお守りとして人気があり、この人形を求めて祭りには大陸中から恋こいする乙女おとめたちが集まるのだった。









　深い暗くら闇やみの中だった。

　ひとりの女性が、こちらに顔を向け立っていた。

　長い髪かみの、優やさしそうな女性だった。穏おだやかな笑えみを浮うかべている。

　しかし、徐じよ々じよに女性の姿が遠ざかっていく。

「待ってよ！　お姉ちゃん！　待ってよ！」

　引ひき戻もどそうと伸のばす手も、むなしく空くうを摑つかむだけ。

「タオン、他の人を助ける強い男の子になってね。あなたならきっとなれるから」

　そんな言葉を残し、女性の姿は闇やみの中に完全に消えてしまった。

　焦あせり、寂さびしさ、不安、そんな感情とともに、タオンは声の限り叫さけんだ。

「アリシア姉ちゃん！」
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　タオンは目を覚ました。

　一いつ杯ぱいに広がる青い空を背景に、三人の女性が自分を心配そうに覗のぞき込こんでいる。

「勇者サマ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　と尋たずねるのは、天然系神官のエリーゼ。

「大分うなされてたぞ」

　と、ムキムキグラマーな女戦士のサンドラ。

「本当、苦しそうでしたわ～」

　最後は、おっとり巨きよ乳にゆうエルフの魔ま術じゆつ師、ルナルナだ。

「気にすんな。ちょっと悪い夢を見ただけだからよ」

　四人がいるのは、馬車の荷台の上。目指しているのは、キルストンと言う名の町だ。目的はそこで開かれるお祭りだった。

　ちなみに、この馬車は旅の商人のものだ。数時間前、たまたま通りかかった際に魔ま物ものに襲おそわれているのを助けたところ、せめてものお礼にとキルストンの町まで乗せていってくれることになったのだ。

　ルナルナがパーティーに加わってから数週間。多少は慣れてきたとは言え、女性三人との旅は思春期のタオンにはなかなか大変なことだった。ドキドキしてしまうシチュエーションが多過ぎるのだ。

「勇者サマ、寝ねなおすのでしたらわたしの膝ひざを枕まくらにしてくださいね」

「アタシの膝ひざでもいいぞ。ほれほれ」

「サンドラさんのお膝ひざでは固すぎますわ～。タオンちゃん。お姉さんのお膝ひざが一番ですわよ～」

「必要ねーよ。もう完全っっっっに目が覚めたからな」

　と、御ぎよ者しやの男が口を開いた。

「皆みなさん、あれがキルストンです。もうまもなく到とう着ちやくですよ」
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　馬車を見送ってから、タオンたちは改めて到とう着ちやくした町を見み渡わたす。

　町としての規模は、この数週間拠きよ点てんとしていたガインベルグに遠く及およばない。アーバンク大陸を周回するように整備されている大陸行路からも少し外れている。それでも、石造りの建物が並び、歴史を感じさせる風ふ情ぜいのあるいい感じの町だった。

　祭りの開かい催さいは明日だが、すでに町は賑にぎわいを見せていた。あちこちに町の旗が掲かかげられ、食べ物屋や土産みやげ物もの屋の屋台が営業を始めている。多くの観光客が集まっている様子だ。

「えっと、確かキューピドル祭とか言ったっけ？」

「はい、そうです。町娘むすめがステキな勇者に恋こいをして、天使キューピドルが町娘むすめに力を貸してその恋こいを成じよう就じゆさせた。そんな伝説をもとに行われているお祭りです。特に盛り上がるのは祭りのクライマックスで行われるキューピドル人形撒まきです。たくさんの女の子たちが人形を求めて激しい争そう奪だつ戦が繰くり広ひろげられるそうです」

　エリーゼは気合いを込こめて言った。

「わたし、他の女の子に負けないよう頑がん張ばってキューピドル人形を手に入れたいと思います。もちろん、勇者サマとの恋れん愛あい成じよう就じゆのために！」

「……帰るぞ」

「ああん、勇者サマ。意地悪しないでくださいよ。あくまでお守りのようなものなんですから。それに、このお祭りは屋台の料理もおいしいって評判なんですよ」

「屋台の飯……（ゴクリ）」

　食欲旺おう盛せいな十三歳さいの少年としては、なかなか魅み力りよく的な誘さそいだった。

「しょーがねーな。せっかくここまで来たんだから付き合ってやるよ」

「ありがとうございます！」

　エリーゼが満面の笑えみを浮うかべた時だった。

「あれ？　ひょっとしてそこにいるのは、エリーゼ・マリフレールじゃないかい？」

　鼻にかかったような声が脇わきからかけられた。声の主は、金きん髪ぱつの若者だった。歳は二十歳はたち前後といったところで、少々軽けい薄はくそうな雰ふん囲い気きはあるもののなかなかのイケメンだ。装そう飾しよくの施ほどこされた白銀の鎧よろいに身を包んでいる。

「ピニオスさん！」

　エリーゼが驚おどろいた顔で名前を呼んだ。

「アンタの知り合いか？」

「ええまあ。一応は……知り合い……です。……はい」

　サンドラの質問に、エリーゼは歯切れ悪く答える。

「おいおい、知り合いだなんて寂さびしいこと言わないで欲ほしいね。君と僕ぼくは幾いく度ども夜を共にした仲じゃないか」

「紛まぎらわしいこと言わないでください！　ただ単に同じパーティーにいたってだけじゃないですか！　しかもたった一週間だけですよ！」

　エリーゼが必死になって反論していると、ピニオスの脇わきに三人の女性がやって来る。

「ちょいとピニオス。あたいたちを置いてかないでおくれよぉ」

　褐かつ色しよくの肌はだをした女性だ。サンドラと同じくビキニアーマーを着用している。サンドラ以上に筋肉質で大おお柄がらな体格。職業は戦士で間ま違ちがいないだろう。動物の頭ず蓋がい骨こつを装そう飾しよく品として頭に載せていて、なかなかワイルドな雰ふん囲い気きの持ち主だ。

「ピニオスさまが不意にいなくなって、リッカ、すっごく寂さびしかったんですから」

　頭の両りよう脇わきを縛しばった金きん髪ぱつの女性だ。舌ッ足らずの喋しやべり方で、八や重え歯ばが特とく徴ちよう的だった。神官のようだが、エリーゼの着ている聖職服とはデザインが違ちがっている。おそらく宗派が違ちがうのだろう。

　最後のひとりは、フード付きのローブを羽織った女性だ。

「ピニピニ、逃にがさない。ウフフ」

　その格好。そして独特の異様な雰ふん囲い気き。間ま違ちがいなく魔ま術じゆつ師だ。

　共通して言えることは、三人ともかなりグラマラスで、そして美人だということだ。

「えっ!?　ジェシカさんたちはどうしたんですか？」

「ああ、ジェシカね。彼かの女じよたちとは、ついこの間、パーティーを解散したんだよ。何て言うか、冒ぼう険けんの方向性の違ちがいってやつかな」

「そんなこと言って。飽あきたから一方的にクビにしちゃったんでしょう？」

　エリーゼの言葉を軽く無視して、ピニオスは話を続けた。

「今のパーティーメンバーを紹しよう介かいしようじゃないか。戦士のマチルダに神官のリッカ。そして魔ま術じゆつ師のモルガンだよ」

　今度は逆に、エリーゼのことを三人に紹しよう介かいした。

「子こ猫ねこちゃんたち、彼かの女じよはエリーゼ。ほら、前に話しただろう？　クエストの途と中ちゆうでパーティーを飛び出した神官がいたって」

「ああ、あの神官かい。まったく、ピニオスのパーティーを飛び出すなんてどうかしてるよ」

「本当だよねっ♪　見る目がないって言うか、終わってるってゆーか。キャハ」

「……救いようのない……愚おろか者もの」

　褐かつ色しよくの肌はだの女戦士、マチルダ。キャピキャピした神官、リッカ。根暗っぽい魔ま術じゆつ師、モルガン。三人そろって言いたい放題だった。

「ところでエリーゼ。風の噂うわさで聞いたんだけど、また懲こりずに別の勇者のパーティーに入ったらしいじゃないか。同じ勇者として、君が今、どんな勇者に仕えているか興味があるんだよ。是ぜ非ひとも紹しよう介かいしてくれないかい？　見たところ一いつ緒しよにはいないようだけど」

「ここにいます！」

「えっ、どこにだい？」

「だから、ここにです！」

　エリーゼが手で指し示したのは、当然すぐ隣となりにいるタオンだった。

「彼かれが……君が仕えている勇者だって？」

　ピニオスはタオンをしげしげと眺ながめ、そして笑い出した。

「冗じよう談だんは止めてくれよ。こんな子供が勇者なはずないじゃないか。盗とう賊ぞく見習い、よくて戦士見習いってとこだろう。本当の勇者はどこにいるんだ？」

「冗じよう談だんなんかじゃありません。この方こそが、わたしの仕える勇者サマであり、わたしの将来の旦だん那なサマ。タオン・ブレイブ様なんです！」

「ちょっと待て！　誰だれが将来の旦だん那なサマだ！　オレはそんなの認めた覚えはねーからな！」

「まあまあ、勇者サマ。細かいことはいいじゃないですか」

「ちっとも細かくねーよ！」

「アタシに子種をくれることも忘れるなよな」

「あらまあ。タオンちゃん。エリーゼさんと結けつ婚こんするのも、サンドラさんに子種を注ぐのもかまいませんけど、お姉さんとはずっと一いつ緒しよにいてもらいますわよ～」

　ここぞとばかりに、サンドラやルナルナが自己主張してくる。

「えーい、やかましい！　どいつもこいつも勝手なことを言うな！」

　いろいろな意味で、エリーゼたちから愛されている？　タオンの姿を、ピニオスは黙だまって見ていた。その瞳ひとみには、強い嫉しつ妬との色が混じっている。

「僕ぼくのもとを離はなれて、よりにもよってこんな生意気そうなガキのところに行くなんて。しかも、エリーゼだけでなく筋肉美女に希少種族のエルフ美女まではべらしているだと!?」

　ピニオスはすぐに平静さを取り戻し、白い歯がキラリと輝かがやく笑え顔がおでタオンに話しかける。

「改めて自己紹しよう介かいをしよう。僕ぼくは勇者の、ピニオス・ド・イケルメントス。疑うようで悪いけど、君は本当に勇者なんだよね？　いや、失礼。君みたいな子供の勇者がいるなんて、聞いたこともないから」

「オレは子供じゃねー。十三歳さいなんだからな！」

　タオンは不ふ機き嫌げんそうに言うと、ポケットから冒ぼう険けん者の身分証である紋もん章しよう板を取り出しピニオスに突き付けた。当然、タオン・ブレイブという名前が光ひかり輝かがやく。

「なるほど、確かに本物の勇者のようだね。いや、失敬」

　一応、謝あやまったものの何とも薄うすっぺらで軽い謝罪だった。

「そうだ、タオン君。せっかくだからここで少し手合わせしてみないか？　君も本物の勇者がどれほどのものか、その身で体験しておいた方がいいと思うんだ」

　本物って部分に、これでもかってぐらいに力を込こめピニオスが言う。

　タオンだって馬ば鹿かじゃない。笑え顔がおの裏にあるピニオスの思おも惑わくなんて、薄うす々うす感じ取っていた。

（こいつ、オレをみんなの前で叩たたきのめしたいだけだな）

　その動機も、何となく予想はついた。

（エリーゼが自分とこを出てオレみたいなやつとパーティーを組んでて面白おもしろくねーんだろーな。あと、サンドラやルナルナみたいな美人の冒ぼう険けん者がオレと一いつ緒しよにいるのも）

　もちろんタオンとしては声を大にして言いたかった。

　決して好きで三人を連れているわけではない！　と。

　三人が勝手について来てしまって、タオンとしては非常に迷めい惑わくしている！　と。

　しかし、そんなことを言ったところで通じるような相手とは思えなかった。

（まあ、面めん倒どうなことは避さけるってもんか）

「悪いな。オレたち、観光に来てんだ。だからまた今度にしてくれよ」

　その場を後にしようとするタオンだったが、エリーゼたちがそうさせてくれなかった。

「タオン、せっかくだからアンタの腕うでを見せてやれよ！」

「そうですよ、勇者サマ。ピニオスさんをギャフンと言わせてください！」

「タオンちゃん、ファイトですわ[image: ～][image: ～]」

　タオンの意志とは無関係に、三人によってピニオスの前に押おし出だされてしまう。

「ったく、しょーがねーな」

　やれやれとため息をつくと、タオンは仕方なく覚かく悟ごを決めた。

「ピニオスだっけ？　できればさっさとやっちまいたいんだけどよ」

「もちろん、すぐに終わることになるだろうね。本物の勇者の力は君が思っている以上だから」

　くどいぐらいに本物って部分を強調する。

「この広場を借りることにしよう。勇者同士の手合わせだ。いい余興になるんじゃないかな？」

　ピニオスの言うとおりだった。

「ケンカかしら？」

「いや、勇者同士が武ぶを競きそい合あうらしいぜ」

「マジかよ！　あの有名な勇者、ピニオス・ド・イケルメントスじゃないか！」

「新米勇者に冒ぼう険けん者の厳しさを教えようってことなのね。さすがはピニオス様だわ」

　観光客がわいわいと集まってくる。大きな人の輪ができた。

「では、始めようか」

　ピニオスが腰こしから剣けんを抜ぬいた。勇者が持つに相応ふさわしい装そう飾しよくの施ほどこされた銀色の剣けんだった。

　気乗りはしないものの、タオンも背中の剣けんを引ひき抜ぬいた。

「まずは軽く、君の腕うで前まえがどれほどのものか見させてもらおうかな」

　ピニオスがタオンに迫せまってきた。横に薙なぐ剣けんの一いち撃げきを放つ。

　タオンは剣けんでもってその攻こう撃げきを受け止めた。

「やるね。ならこれはどうだい？」

　鋭するどい連続攻こう撃げきが放たれる。タオンは動どう揺ようすることなく正確に弾はじき返かえした。

「!?」

　ピニオスは少し後ずさり間合いを空けると、信じられないといった表情でタオンを見る。

「いや、驚おどろいたな。まさかここまでやるとはね」

　余よ裕ゆうがあるかのような言葉だが、その表情は強こわ張ばっている。今の小こ競ぜり合あいの中で、タオンの剣けん技ぎの高さをしっかりと把は握あくしたからだ。互ご角かく、いや、それ以上だと。

　ピニオスは遠えん距きよ離り攻こう撃げきへと方針を変えた。

「【ブレイブ・スピア】」

　勇者固有の魔ま法ほう、勇ゆう魔ま法ほうを発動する。無数の光の矢が空中に現れ、タオンに迫せまった。

「なっ！」

　タオンは剣けんでもって無数の矢を弾はじき、消し去る。それでも矢の一本が肩かたをかすめた。

「勇者サマ！」

　駆かけ寄より聖せい魔ま法ほうで治ち療りようしようとするエリーゼを、タオンが止める。

「来るな！　エリーゼ！　こいつはオレとあいつとの戦いだ！」

「うんうん、素す晴ばらしい意い気き込ごみだ。それでこそ勇者だね」

　タオンに手傷を負わせたことで、余よ裕ゆうを取とり戻もどしたピニオスが満足気に頷うなずいた。

「タオン君。攻こう撃げきを避よけるということも覚えておくべきじゃないかな」

（ふざけんな！　オレが避よけたら、後ろの観光客に矢が当たるかもしれないじゃねーかよ！）

　そんなことも考えずに勇ゆう魔ま法ほうを放ったピニオスに、タオンは怒いかりを覚えた。

　他の人を助ける強い男。その集大成こそが勇者。それがタオンの考えだ。

（女をはべらせようがそんなのは別にいい！　好きにしろ！　だけど、一いつ般ぱん人じんを危険に巻まき込こむような真似まねをするなんて、絶対に許せねーぜ！）

「今度はこっちから行くぞ！」

「遠えん慮りよなく来たまえ。君の勇ゆう魔ま法ほうでも見せてくれるのかい？」

「いや、勇ゆう魔ま法ほうなんて使わねーよ。苦手だし、それに」

（周りに被ひ害がいが出たら大変だろーが！）

　心の中でそう叫さけぶと、タオンは腰こしを屈かがめた。

「勇ゆう魔ま法ほうが苦手？　それじゃあもはや僕ぼくに勝てる要素なんてどこにもないじゃないか」

　馬ば鹿かにしたように笑うピニオス。だけど勝てる要素なら十二分にあった。怒おこったタオンの実力、そして、ピニオスの慢まん心しんだった。

　タオンは、地面を蹴け飛とばした。爆ばく発はつ的な瞬しゆん発ぱつ力でもって、タオンの体が弾だん丸がんのように飛び出した。小こ柄がらな体を最大限に活いかし、空気抵てい抗こうをも減らした絶ぜつ技ぎだった。

　その速度は、ピニオスの予想をはるかに上回るものだった。

「なっ！」

　慌あわてて剣けんで防ぼう御ぎよしようとするも遅おそかった。

　ほぼ一いつ瞬しゆんでピニオスのもとに到とう着ちやくしたタオンは、手の中で剣けんの柄つかを半回転させた。剣けんの側面、平べったい部分を使い、ピニオスの鎧よろいを強打した。

「タオン・ソードフラットアタック！」

　ピニオスの体が大きく弾はじき飛とばされた。集まった観光客を飛とび越こえ、その向こうにあった屋台の屋根を突つき破やぶり落下する。

「ああん、ピニオス！」

「ピニオス様！」

「ピニピニ！」

　マチルダ、リッカ、モルガンの三人が、慌あわててピニオスを追いかける。

　まさかタオンが勝利するとは観光客は思ってもいなかったのだろう。驚おどろき、啞あ然ぜんとして歓かん声せいすら起こらない。

「まっ、こんなもんか」

　タオンは背中に剣けんを収めた。

「勇者サマ！」

「タオン！」

「タオンちゃん！」

　エリーゼ、サンドラ、ルナルナがタオンに駆かけ寄よってくる。

「待っててくださいね。すぐに治ち療りようを始めますから」

　エリーゼが聖せい魔ま法ほう【メディーク】を使い、タオンの傷を治した。

「やったな、タオン。あのスカした野や郎ろうを吹ふっ飛とばしてやったな？」

「でもタオンちゃん。どうして最後、剣けんの腹の部分を使ったりしたんですの～？」

　大切なタオンを傷つけたピニオスには容よう赦しやがないルナルナだった。

「いいんだよ。あの鎧よろいが意外ともろくてザックリやっちまったら、大怪我けがになっちまうだろ？　向こうにも神官がいるからどーってことないと思うけど、間ま違ちがいなく観光客は引くぜ」

　タオンがフンと鼻を鳴らす。

「せっかくの祭りなんだから。水をさすのも悪いじゃねーか」

「ああん、さすが勇者サマです！」

　エリーゼが感激の声を上げる。

「正直そんな強くなかったぜ。あいつって、実は大したことない勇者なんじゃねーのか？」

「いえ、ピニオスさんは性格に問題はありますけど、勇者としては平均以上の実力の持ち主です。単純に、勇者サマが強すぎるだけなんです」

「そうなのか？」

　少し驚おどろくタオンだが、強いと言われて悪い気はしなかった。

（そう言われると、オレも最近少し強くなったような気がしてたんだよな。前より筋力と体力がついたっていうかなんていうか）

　その理由については、容易に想像がついた。

　エリーゼ、サンドラ、ルナルナとの四人旅。当然そこには、ラッキースケベがついて回る。もっとも、タオンにとってはアンラッキースケベなのだが。

　その度に生じる、悶もん々もんとした気持ち。それを発散するために、毎日のように剣けんを振ふり、筋力トレーニングをし、走り回ったりしている。

　どうやらそれが、思いがけず筋力、体力のアップに繫つながってしまったようだ。

　しかしそれでは、三人との旅が有益なものということになってしまう。それを認めるのは何だか無む性しように悔くやしい。

（たとえ筋力と体力がアップしたって、その分ストレスが半はん端ぱねーからな。プラマイすれば、むしろマイナスだからな）

　自分自身に言い聞かせるように心の中で繰くり返かえしてから、タオンは立ち上がった。

「よし、面めん倒どう事も終わったし、さっさと宿を探しに行こーぜ。その後は屋台で買い食いだ。無む駄だなことに体力を使って、腹減っちまったしな」
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　ピニオスとの決けつ闘とうの後、タオンたちは屋台での買い食いやお祭り前日の余興などを楽しんだ。その後、宿屋に泊とまることにした。

　基本、早はや寝ね早起きのタオンはすぐに部屋で眠ねむってしまう。女性三人は、その隣となりの部屋で起きていた。買ってきたお酒を飲みながら、ガールズトークに花を咲さかせていた。

　いかにタオンが素す晴ばらしいか、いかにタオンがたくましいか、いかにタオンがかわいいか、それぞれが好き勝手に話すガールズトークがしばらく行われた後、思い出したようにサンドラがエリーゼに尋たずねた。

「そうそう、エリーゼ。あのピニオスって勇者とはどういう関係なんだ？　実はタオンには言えない何かがあったとかなのか？」

「何もありませんよ！」

　エリーゼが全力で否定する。

「誤解のないよう、ちゃんと説明しますね」

　コホンと咳せき払ばらいをし、エリーゼは語り始めた。

「わたし、小さい頃ころは病弱だったんです。そんなわたしに、お父様が本をプレゼントしてくれました。『勇者カーレイジの大冒ぼう険けん』っていう本です。その本を読んで、わたし、心に決めたんです。大きくなったら、勇者と結けつ婚こんするって！」

「それはまたえらく短たん絡らく思考だな」

　サンドラが呆あきれたように言う。

「それからわたしは、勇者と結けつ婚こんするにはどうすればいいのか考えました。やっぱり一いつ緒しよに冒ぼう険けんをするのが一番だと考えて、冒ぼう険けん者になることを目指しました。セインタリア教の神学校に入学して、そこで勉強して神官になって、迷わず冒ぼう険けん者を志望したんです。冒ぼう険けん者になってから、運よく勇者のいるパーティーに加わることができました」

「それが、あのピニオスって方ですの？」

「いいえ、違ちがいます。その時の勇者は別の方です。でも、一いつ緒しよに冒ぼう険けんをして分かったんです。勇者って、わたしが絵本で読んだような立派な方ばかりじゃないって。お金にガメつかったり、弱い者にちっとも優やさしくなかったり、意地悪だったり、野や蛮ばんで乱暴だったり、動物をいじめたり、女性にだらしがなかったり」

「まあ、そりゃそうだろうな。勇者は希少な存在ってだけで、あくまで冒ぼう険けん者の中の一職業だ。能力的な条件さえ揃そろってればなれるわけだしな」

「そうですわね～。性格に問題があるから試験で落とされたという話は聞いたことがありませんわ～。絵本に出てくるような勇者は、あくまで人々の理想像ですものね～」

「でも、エリーゼはあくまでその理想の勇者を追い求め続けたってわけか」

「はい、そのとおりです」

　呆あきれ顔がおのサンドラに、エリーゼは大きく頷うなずいた。

「わたしはあちこちの勇者パーティーを渡わたり歩あるきました。何度も裏切られてしまいましたが、わたしは決して諦あきらめませんでした。いつかきっと、理想の勇者と出会える。そう信じていました。わたしにとって冒ぼう険けんとは、壮そう大だいなコンカツだったんです！」

　この、いつまでも夢を信じ続けられる一いち途ずな心。それがエリーゼの信しん仰こう心と結びつき、神官としての高い能力を生み出しているのだった。

「で、何組目かのパーティーで一いつ緒しよになったのがピニオスさんだったんです。あの人は最低の勇者でした。パーティーを自分のハーレムのようにしか考えてなくって、わたしにも手を出そうとしたんです。ですから一週間でパーティーを飛び出しました」

　ため息をつくエリーゼだったが、すぐに瞳ひとみを輝かがやかせた。

「でも、その後でようやく巡めぐり合あえたのが今の勇者サマなんです。まさにあれは、運命的な出会いでした。それはもう話すと長くなるんですが──」

「すみません。ちょっと待ってもらえます～？」

　夢見る乙女おとめの瞳ひとみで語り始めようとするエリーゼを、ルナルナが遮さえぎった。

「おふたりの出会いの話にももちろん興味はありますけれど～、その前にお尋たずねしたいことがありますの～」

　そんな前置きをし、ルナルナはこんな質問をした。

「アリシアさんって、一体どなたですの～？」

「それは……」

　エリーゼが口ごもる。

「あ、そうだった。アタシも気になってたんだよ。タオンのやつ、馬車の上でうなされてる時、確かに言ったよな。アリシア姉ちゃんって。ありゃ、一体誰だれのことなんだ？」

　少し迷う素そ振ぶりを見せたものの、エリーゼはすぐに覚かく悟ごを決めたように頷うなずいた。

「分かりました。このまま勇者サマと旅を続けていればいずれは分かることですし、わたしの知っている範はん囲いで教えますね」

　彼かの女じよにしては珍めずらしく、真面目モードで語り始めた。

「アリシアさんは、勇者サマの実のお姉さんです。勇者サマがまだ小さな頃ころ、上級の魔ま物ものにさらわれてしまったそうなんです。それも、勇者サマの目の前で」
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　小さな村、その外れに落ち着いた雰ふん囲い気きの一いつ軒けん屋やがあった。決して大きくはないが、よく手入れをされている。

　日も暮れた夕食時、テーブルに鉄の鍋なべが置かれた。

「今晩の夕食は、マルゴ豚ぶたのシチューよ」

　笑え顔がおでそう言うのは、長い髪かみの優やさしそうな女性だった。

「わあい」

　スプーン片手に喜ぶのは、ビシっとした眉まゆ毛げが特とく徴ちようのやんちゃそうな少年だった。

　少年は八歳さい。この家で、姉とふたり暮らしをしていた。年はかなり離はなれていて、姉はもう二十歳はたちだった。

「うん、おいしい！　やっぱりアリシア姉ちゃんの作るシチューは世界一だよ！」

「そんなこと言って。ただ他でシチューを食べたことがないだけでしょう？」

　そう言いながらも、姉、アリシアは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　アリシアもテーブルにつき、シチューを食べ始める。

　シチューとパンという夕食をとりながら、少年は今日の出来事を姉に向かって語った。村の友達とどこに出かけて、どんな遊びをして、どんな面白おもしろいことがあったか、そのすべてをだ。

　子供らしい、とりとめのない話だったが、アリシアは楽しそうにその話を聞いていた。

　物心ついた時から、少年はこの家で姉と一いつ緒しよだった。両親がどういった人物で、今どこにいるかは知らない。しかし、少年にとってはそこまで重要なことではなかった。

　姉と暮らす小さな暮らしが、少年にとってのすべてであり、それは十分すぎるほど幸せなものだったのだから。

「それでね、それでね」

　少年がさらに話を続けようとした時だった。突とつ然ぜん、全身がゾクリとした。寒さとは違ちがう、奇き妙みような感覚だった。

「あれ？　どうしたんだろう？」

　見ると、アリシアがこれまでとはまるで違ちがった険しい表情をしていた。

「お姉ちゃん？」

「静かに！　動かないで！」

　いつになく厳しい口調で少年に言ってから、アリシアは微笑ほほえんだ。

「大だい丈じよう夫ぶ。タオンのことは、お姉ちゃんが絶対守ってあげるから」

　次の瞬しゆん間かんだった。少年の家の扉とびらが開かれた。いや、開かれたというのは正しい表現ではない。外側からの強大な力によって、弾はじけ飛んだというのが適切だろう。

　扉とびらがあった場所からゆっくりと家の中へと入ってきたのは、黒いローブに身を包んだ大おお柄がらな男。ただし、その頭は人間のものではなく、黒山羊やぎだった。弧こを描えがいた巨きよ大だいな二本の角は、片方が途と中ちゆうで折れていた。

『探したゾ。こんなトコロに潜ひそんでいたとハナ』

　きしむような奇き妙みような声で男、いや、その魔ま物ものは語った。

「タオン、下がって！」

　立ち上がったアリシアが、しゃがみ込こみ、床ゆかに手を当てた。床ゆか板いたが跳はね上あがり、そこから一本の剣けんが姿を見せる。少年も知らない、隠かくし場ば所しよになっていたようだ。

『ワレの角を折った忌いま々いましい剣けんカ』

　アリシアは剣けんを鞘さやから引ひき抜ぬくと、折れた角の魔ま物ものに向かって一気に斬きりかかった。

　普ふ段だんの優やさしく穏おだやかなアリシアからは想像もつかないような気き迫はく、そして見事な体さばきでもって放たれる一いち撃げき。しかも、

「【ブレイブ・フレイム】！」

　叫さけぶと同時に、斬きりつけた剣けんから激しい炎ほのおがほとばしった。悪あく魔まが灼しやく熱ねつの炎ほのおに包まれる。

　信じられない姉の姿に、少年は驚おどろき、言葉を失ってしまう。

「終わったわね」

『終わっタ？　見クビってもらっテハ困るナ』

　炎ほのおの中からそんな声が響ひびいた。

「!?」

　驚おどろきに表情を強こわ張ばらせるアリシア。炎ほのおの中から伸のびてきた腕うでがアリシアの首を摑つかんだ。そのまま持ち上げ、無造作に脇わきに投げる。壁かべに激げき突とつし、アリシアは倒たおれる。

　少年は、大切な姉を助けに行きたかった。すぐにでも駆かけつけたかった。しかし、恐きよう怖ふで体を動かすことができなかった。握にぎったスプーンすら、離はなせないでいた。

　魔ま物ものの体を包んでいた炎ほのおが消えた。魔ま物ものの姿はもとのままだった。ヤケドどころか、黒いローブにコゲ跡あとひとつもない。

『さてト』

　魔ま物ものがゆっくりと少年のもとへとやって来る。それでもなお、少年は動けなかった。ひきつった顔で魔ま物ものを見つめることしかできなかった。

　クンクンと山羊やぎの鼻を鳴らして少年の匂においを嗅かいだ魔ま物ものは、満足そうに頷うなずいた。

『なるほド。あの男の血を色いろ濃こく引いているようダナ。実に理想テキ。大陸中を探し回ったカイがアッタというモノだ』

　魔ま物ものの腕うでが少年へと伸のばされる。

『ワレの大いなる計画のため、お前の力を貸してもらうゾ』

　いまだ動けない少年を魔ま物ものが摑つかもうとした。

「待って！」

　アリシアの声が響ひびいた。苦痛で顔をしかめながらも、立ち上がり搾しぼり出だすように言った。

「私で、手を打たない？」

『どういうことダ？』

「素質、潜せん在ざい能力、そういったものは、弟の方が上かもしれない。でも、私だってあの人の血を引いているわ。そして、あの人から直接教えを受けてもいる。それは、さっきの一いち撃げきで分かったはずよ」

『確かニ、ナカナカの一いち撃げきだったナ。勇ゆう魔ま法ほうも悪くはナカッタ』

「弟を見み逃のがすって約束してくれるなら、私は抵てい抗こうすることなくあなたに連れていかれることにするわ。でも、あくまであなたが弟を連れていくつもりなら」

　アリシアは再び剣けんを握にぎった。

「たとえ刺さし違ちがえてでも、あなたを倒たおす！」

　その瞳ひとみには、命をかける覚かく悟ご、そして弟を守るという信念が込こめられていた。

『確かに、お前に本気を出されるのは少し面めん倒どうそうダ。それに、悪い話でもナイ。お前でも十分に役目は果たしてくれそうダ。素質や潜せん在ざい能力があったところで、開花しないことには話にならなイからナ』

　魔ま物ものがアリシアに体を向けた。

『大人しく、ワレについて来るカ？』

「ええ、約束は守るわ」

　アリシアが剣けんを床ゆかに投げ捨てた。戦う意志がないことの証明だった。

『分かっタ。そういうコトなら、その少年のことは放っておいてヤロウ。ワレが干かん渉しようすることは二度とない。この片角に誓ちかオウ』

　家の外へと歩き出す魔ま物もの。アリシアも後をついて行こうとする。

「お姉ちゃん！」

　魔ま物ものの恐きよう怖ふよりも、大好きな姉がどこかに行ってしまう。その恐きよう怖ふの大きさに、少年の体の硬こう直ちよくが解けた。アリシアへと駆かけ寄よる。
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「どこかに行っちゃうの？　噓うそでしょ？　だったらボクも一いつ緒しよに行く！」

「タオン、駄だ目めよ。それじゃ意味がないのよ」

　アリシアは優やさしく少年の頭をなでた。

　それから、しゃがみ込こみタオンを抱だき締しめると、その耳元で囁ささやくように言った。

「タオン、他の人を助ける強い男の子になってね。あなたならきっとなれるから」

『話は終わりダ。行くゾ』

　魔ま物ものがアリシアの首筋を服の上から摑つかんだ。そのまま宙へと浮うき、すごい勢いで家を飛び出していく。

「待ってよ！　お姉ちゃん！　待ってよ！」

　追いかけ家を後にする少年だったが、すでにそこにはアリシアも、謎なぞの魔ま物ものの姿もなかった。

　焦あせり、寂さびしさ、不安、そんな感情とともに、タオンは声の限り叫さけんだ。

「アリシア姉ちゃん！」

　返事はない。

　少年は村人たちに救いを求めるべく、夜の道を駆かけ出だした。







　村人たちを頼たよったところで、事態は何の好転もしなかった。

　魔ま物ものの襲しゆう来らい。しかも人語を操あやつる上級魔ま物もの。その知らせに、村人たちはただただ怯おびえるのみだった。そして、魔ま物ものに狙ねらわれたタオンのことを、段々と避さけるようになった。

　アリシアがさらわれてから五日後。孤こ児じ院からの迎むかえが来ると聞かされていた当日。

　少年はひとり、住み慣れた家にいた。

　認めたくはない、認めたくはないが、八歳さいの頭でも、姉がもう戻もどってこないことを何となく悟さとっていた。

　散々泣いて、もう涙なみだは出なくなっていた。何の気力も湧わいてこない。

　少年はまとめておいた荷物に目を向けた。袋ふくろの口から、一冊の本がその表紙をのぞかせていた。

　少年が大好きで、眠ねむる前にいつもアリシアに読んでもらっていた本。『勇者カーレイジの大冒ぼう険けん』だった。同時に、少年の頭の中にアリシアの最後の言葉が蘇よみがえった。

『タオン、他の人を助ける強い男の子になってね。あなたならきっとなれるから』

「他の人を助ける強い男の子……」

　少年の中で、それがアリシアに読んでもらっていた本、『勇者カーレイジの大冒ぼう険けん』の主人公とシンクロした。

　他の人を助ける強い男の子　＝　勇者

　そんな図式が、少年の中で完成する。

　それは、いささか強ごう引いんなこじつけだったのかもしれない。しかし、大好きな姉を失った少年の心は何か別のより所を求めていた。大きな目標は、そのより所としてはもってこいだった。

　空っぽだった少年の心に、気力の火がともされた。瞳ひとみにも強い光が宿る。

　少年は転がっていた剣けんを手に取った。姉が床ゆか下したから取り出した剣けんだ。それはひどく重かったが、紐ひもでもって背中に縛しばり付つける。

　そして少年は、村の誰だれにも告げることなく住み慣れた家を後にした。

　姉の残した言葉どおりの、姉が望んだとおりの自分になるための、長い旅の始まりだった。
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　タオンは目を覚ました。暗い部屋の中だった。すぐにそこが宿屋の部屋だと理解する。

「そっか。オレ、夕飯食ってすぐに寝ねたんだっけ」

　タオンはむっくりと上半身を起こした。

「オレ、どうかしてんのか？　一日に二度も姉ちゃんの夢を見ちまうなんて」

　姉、アリシア・ブレイブ。あの夜以来、姉の行方ゆくえは分からないままだ。各地を冒ぼう険けんしながら折れた角の魔ま物もののことも情報収集しているが、手がかりすら見つけられていない。

「オレ、姉ちゃんに言われたように、他の人を助ける男の子になったんだぜ」

　それこそが、タオンが勇者になり、お金や名めい誉よではなく『人助け』を第一と考え行動している理由だった。アリシアの望のぞむ自分になれば、また彼かの女じよに会えるのではないか？　何の根こん拠きよもないが、そんな漠ばく然ぜんとした希望を抱いだいていた。

　それに、強くなれば、あの折れた角の魔ま物ものを倒たおし、アリシアを取とり戻もどすこともできる。そんな想おもいもあった。

「姉ちゃん、どこにいるんだよ」

　少しだけ寂さびしそうに、タオンは呟つぶやいた。やんちゃで、負けん気が強くて、生意気な思春期の少年らしくない、ひどく寂さびし気な声だった。
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　お祭り当日ということもあり、町は朝から慌あわただしく、そして騒そう々ぞうしかった。

　そんな中、町にある小さな食堂で、タオンたちは簡単な朝食をとっていた。

　昨日もらった祭りの予定が書かれたチラシを片手に、タオンが口を開いた。

「確か今日はパレードやら人形劇やらいろいろと催もよおしものがあるんだっけ？　せっかく来たんだから片かたっ端ぱしから見て回るか」

　お祭りの雰ふん囲い気きがそうさせるのか、昨日より乗り気のタオンだった。しかし、どうにも他の三人の反応が悪い。

「ん、お前ら、どうかしたのか？　何か朝から暗くねーか？」

「タオンちゃん。エリーゼさんから聞きましたわ～。タオンちゃんは、小さな頃ころに──」

　悲しそうな顔で何かを言いかけるルナルナを、サンドラが慌あわてた様子で止めた。

「馬ば鹿か！　ルナルナ！　黙だまってろ！」

　それからとってつけたような笑え顔がおをタオンに向ける。

「何でもないよ。ただ、昨日の夜、ちょっと三人で話はなし込こんでて寝ね不ぶ足そくなだけさ」

「そうです！　いわゆる、お泊まり女子会ってのをやってたんですよ」

　エリーゼが力強く主張した。

「ですよね？　ルナルナさん」

「あ、はい。そのとおりですわ～」

　ルナルナももっともらしく頷うなずいてみせる。

「何だよ。三人そろって気持ちワリーな。まっ、別にいーけどよ」

　再び予定表に目を向ける。

「おっ、ウサギ捕つかまえ競争なんてあるらしいぜ。これ、ちょっと面白おもしろそうじゃねーか？　優勝者には賞品もあるらしいし」

「そうですね。せっかくですから催もよおし物ものも全部、全部制せい覇はしちゃいましょう。もちろん、祭りの最後に行われるキューピドル人形撒まきにもです。絶対、人形を手に入れて帰るんですから」

　エリーゼが燃えていた時だった。

「ああああ、ようやく見つけましたよ」

　そんな声とともに、眼鏡をかけた小太りの中年の男性がタオンたちのもとへとやって来る。

「貴方あなたたちが、昨日、ピニオス殿どのを負かしてしまったというパーティーですか？」

「ピニオス？　ああ、あのキザ野や郎ろうのことかよ。確かにそうだぜ。まっ、ぶっ飛ばしたのはそこにいるタオンで、アタシたちは何もしてないけどよ」

「タオン……。こんな子供が、あのピニオス殿どのを……」

　男性は信じられないって顔でタオンを見る。子供呼ばわりされタオンはかなり不快だったが、反論はしなかった。正確に言えばできなかった。丁度ソーセージを一本丸ごと口に押し込んだ直後で口が塞ふさがっていたのだ。

「まあ年ねん齢れいのことはいいでしょう」

　気を取り直したように、男性は言った。

「貴方あなた、何てことをしてくれたんですか!?」

「何てことって、ケンカを吹ふっかけてきたのは向こうだぞ」

　どうにかソーセージを飲のみ込こんだタオンが反論する。

「経けい緯いはどうでもいいんです！　問題なのは、公衆の面前でピニオス殿どのを負かしてしまったという事実なんです！」

　鼻息も荒あらく、男は言った。それから、改めて自己紹しよう介かいをする。男はこのキルストンの町の町長であり、『キューピドル祭』の実行委員長も兼かねているとのことだった。

　話によれば、町娘むすめが勇者のハートを射止めたという伝説にちなんで、祭りのメインイベントであるキューピドル人形撒まきは、毎年、名のある勇者が行うとのこと。今年それを依い頼らいされたのが、勇者ピニオスだったのだ。

　ところが、公衆の面前でタオンがピニオスを負かしてしまったため、観光客から苦情が殺さつ到とうしてしまった。ゲンが悪いから勇者を変えろと。

「聞けば貴方あなた、その若さながら勇者だそうじゃありませんか。責任を取って、あなたがキューピドル人形を撒まいてください！」

「オレたちはただ祭りを見物に来ただけだぞ。そんなことする義務はねーよ。文句を言われようが、予定どおりあのピニオスって勇者にやらせりゃいいんだよ」

　面めん倒どうそうな顔をするタオンだったが、エリーゼが身を乗り出し町長に尋たずねる。

「あの、報ほう酬しゆうのことなんですけど！」

　町長が猛もう烈れつに渋しぶい顔をする。

「すでにピニオス殿どのに大金を払はらってしまっていますからね。こちらの都合で変へん更こうするわけですから、返してくれとも言えませんし。本来なら貴方あなた方に払はらいたくはありませんが、それでも祭りのためですから少しは」

「いえ、お金なんていいんです。できれば、キューピドル人形をひとつ、もらえませんか？」

「ああ、何だ。そんなことですか。別にかまいませんよ。もともと記念品として勇者の方には毎年差し上げていますし」

「勇者サマ！　聞きましたか!?　キューピドル人形がもらえるそうですよ！　これはもう引き受けるしかありませんよ！」

　エリーゼが瞳ひとみをキラキラと輝かがやかせる。

「それと、祭りの期間中の屋台や食堂での飲み食いは、人形撒まきをしていただく勇者の分は無料としています。もちろん、そのパーティーの方も」

「おい、タオン！　食べ放題だってよ！」

　思う存分飲み食いできると、サンドラまでもがその気になってしまう。

「ああ、それから、キューピドル人形撒まきをする時ですが、勇者にはキューピドルの格好に扮ふんしていただきます。まあ、この羽根をつけていただくだけですが」

　町長が、手にしていた布ぬの袋ぶくろから白い羽根を取り出す。かなりかわいらしく作られた、玩具おもちやのような羽根だった。

「まあまあ！　そんなかわいらしい羽根をタオンちゃんが着けたら、天使の誕生ですわよ～！」

　ルナルナが大興奮の声を上げた。鼻血でも吹ふき出だしそうな雰ふん囲い気きだ。

「勇者サマ！　やりましょう！」

「タオン、やろう！」

「タオンちゃん！　やるしかありませんわ～！」

　タオンとしては正直嫌いやだった。面めん倒どうだし、恥はずかしい羽根を着けるのも御ご免めんだった。

　それでも屋台食べ放題は魅み力りよくだったし、何よりすっかりその気になっているエリーゼたちを突つっぱねるのも面めん倒どうだった。

「えーい、分かったよ！　やりゃーいーんだろ！　やりゃー！」

「ありがとうございます」

　町長が初めて笑え顔がおを見せる。

「人形撒まきは夕方から行いますので、三時の鐘かねが鳴りましたら町の西にある赤いレンガ作りの倉庫前に来てください。よろしくお願いしますよ。勇者殿どの」
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　三時の鐘かねが鳴ったら来いと言われたが、遅ち刻こくするのも悪いと思い少し早目に倉庫へとやって来た。

　そこはこの町の工業地区のような一角だった。お祭りの日ということで、今日は働いている人物はいない。実に静かなものだった。

　赤いレンガ作りの倉庫前には、係員らしい男性が立っていた。

「あ、新しい勇者の方ですね。話には聞いています。すみません。もう少ししたら町長が来ますので、それまで少しお待ちください」

「この倉庫の中にキューピドル人形があるんですか？」

「ええ、そうですよ。すでにパレード用の台車に積つみ込こまれていますよ。勇者の方にはその上から人形を撒まいていただくんです。欲ほしがる人々が群がって、それはもう圧巻の光景ですよ」

「へえ、何だか面白おもしろそうじゃないかよ」

　サンドラが好こう奇き心を膨ふくれ上あがらせる。

「なあ、倉庫の中を見せてくれよ。人形の方はそんなに興味ないが、台車とやらは見てみたいぞ」

「すみません。町長が来るまでは開けないようにって強く言われているので」

「アンタ、鍵かぎは持ってるんだな？」

「まあ、一応は」

「そうか、なら」

　サンドラは男性に歩み寄った。そして、

「おらっ！」

　気合いの声とともに、男性に強きよう烈れつな頭ず突つきを食らわせた。あっさりと男性が倒たおれる。

「サンドラさん！　いきなり何をするんですか!?」

「何って、鍵かぎを借りるために決まってるだろ？」

　当然のことの様にサンドラが答える。

「それにしたって、やり方が乱暴ですよ。気の毒です。ルナルナさんに頼たのんで眠ねむってしまう闇やみ魔ま法ほうをかけてもらうとかにしないと」

　倉庫の中を覗のぞくことにかんしてはエリーゼも異論はないようだ。もちろん彼かの女じよの場合、目的は幸運のキューピドル人形の方だったが。

「困りましたわね～。もしこんなことを知られたら町長さんに[image: 叱]しかられてしまいますわよ～」

「何、ちょっと覗のぞくだけさ。すぐに出て鍵かぎをかけときゃ分からないだろ？　そこの兄ちゃんは、貧ひん血けつで倒たおれたってことにでもしとけばいいし」

　サンドラが悪わる知ぢ恵えを働かせる。

「そうだ、ルナルナ。アンタ、見張りをしといてくれないか？　誰だれか来たら、アンタの闇やみ魔ま法ほうで眠ねむらせるなり気絶させるなりしといてくれ」

「仕方ありませんわね～」

　ため息をつきながらも、ルナルナが同意する。

　役割分担？　が決まったところで、各自が行動を開始した。ルナルナは倉庫の敷しき地ちの出入り口付近に立ち、見張りを始める。

　サンドラが男性のポケットから倉庫の鍵かぎを見つけ出した。男性は別にそのままにしておいてもよかったが、西日が当たって気の毒だったから物もの陰かげに移動させておく。

　改めて、倉庫の鍵かぎを使って扉とびらを開いた。

　明かり取りの窓がいくつも設置されているため、倉庫内は思いのほか明るかった。魔ま光こうランプもあったが、灯ともす必要はないだろう。

　広々とした倉庫の中央には、見事な装そう飾しよくを施ほどこされた台車が置かれていた。かなり高く作られている。移動式のヤグラと言うのが適切だろう。上段へと上るための梯子はしごも設置されている。

「おー、なかなかじゃないかよ」

　台車を眺ながめて感心していたサンドラだったが、それだけでは満足できず梯子はしごを上った。

「おっ、何か木箱がいくつかあるぞ。この中に人形が入ってるんじゃないのか？」

「本当ですか!?」

　興奮した様子でエリーゼも梯子はしごを上り上へと向かう。

「おい、勝手なことすんなよ」

　口では言いながらも、どれぐらい高いのかはタオンも少し興味があった。予行演習だと思い、ふたりの後に続いた。手すりに囲まれた狭せまいスペースだったが、見晴らしは良かった。ここからなら広い範はん囲いに人形を撒まくことができそうだ。大きな木箱が三つ、足元に置かれている。

「アタシは、人形の方にはあんまし興味ないけどよ。ここまで来たんだから一応、拝んどくか」

　サンドラによって、木箱の蓋ふたが開かれた。特に釘くぎで打たれたりはしておらず、すんなりと開けることができる。

　予想どおり、中には人形がぎっしりと詰つまっていた。ひとつひとつはさほど大きくなく、大人の拳こぶしぐらいの大きさだ。だけどばら撒まくだけあって、数は大量だった。

「キャー、キャー、キューピドル人形ですよ！」

　喜びの悲鳴とともに、エリーゼが早さつ速そく、ひとつを手に取って持ち上げる。

　丸い顔に丸い体。背中から生えた白い翼つばさに、パッチリと開いた瞳ひとみ。口元はニッコリと微笑ほほえみ、端はしからベロがちょっとだけ出ていた。

「へえ、意外と愛あい嬌きようのある人形じゃないか。このベロが笑えるぜ」

　サンドラもまたひとつの人形を手に取った。

　確かにタオンの目から見ても、人形はかわいくできているとは思う。だけど、何だろうか？　得体の知れない不快さが拭ぬぐえない。それどころかどんどん膨ふくれ上あがる。

（この人形はヤバい！）

　タオンの勇者としての勘かんが激しく騒さわいだ。

「おい、ふたりとも。その人形から手を放はなせ」

「もう、勇者サマ。分かってますよ。もらうのは町長さんが来た後にします。今はただ見るだけですから」

「アタシだって、別に欲ほしいって思ってるんじゃないぞ。ただ眺ながめてるだけだ。変な言いがかりは止めろよな」

「そうじゃねーって！　それ、何かヤバい感じがするんだよ！　早く箱に戻もどして蓋ふたをしろ！」

　エリーゼとサンドラは、そろってキューピドル人形を見た。

　その瞬しゆん間かん、それぞれの手の中でキューピドル人形の瞳ひとみが怪あやしく輝かがやくのをタオンは見た。

「放はなせ！」

　ふたりの手からキューピドル人形を叩たたき落おとす。ひとつは足元に。もうひとつは弾はずみで台車の外へと飛び出し倉庫の床ゆかへと落ちていった。

「お前らも見たろ？　人形の目が嫌いやな感じに光っただろ？」

　ふたりに同意を求めようとするタオンだったが……。

「勇者サマ」

「タオン」

　ふたりは人形のことなどおかまいなしといった様子でタオンを見た。

　上気した頰ほお。妙みようにギラギラとした瞳ひとみ。そして荒あらい吐と息いき。

　タオンは猛もう烈れつに嫌いやな予感がした。キューピドル人形に感じたヤバさとはまた別のヤバさを感じていた。

「おい、ふたりとも。どうしたんだよ？　何か、目付きがおかしいぞ」

「勇者サマ！　わたしを滅め茶ちや苦く茶ちやにしてください！」

「タオン！　今すぐアタシに子種をくれ！」

　ふたりはタオンに飛びかかった。

「うわっと！」

　悲鳴を上げると、タオンは台車の上から地面へと飛び降りた。

「ふたりとも、何こんな時に冗じよう談だん言ってんだよ！」

　いまだ台車の上にいるふたりに向かって声を飛ばすも……。

「ああ、勇者サマ」

「タオン」

　ふたりの異様な目付きは変わらない。

（こいつら、普ふ通つうじゃねー。捕つかまったら最後……オレ、食われる！　別の意味で！）

　想像するだけで恥はずかしさとドキドキで卒そつ倒とうしそうだった。

　タオンは迷わず逃とう亡ぼうを試みた。倉庫の出口に向かってひた走る。

　そんな中、エリーゼの声が響ひびいた。

「【ワックス】！」

　床ゆかをツヤツヤにするという聖せい魔ま法ほうだ。タオンの足元を狙ねらって放たれたその聖せい魔ま法ほうは、その部分をツヤツヤのテッカテカにした。そしてそれは、大いに滑すべった。

「うわっち！」

　盛せい大だいに足を滑すべらせるタオン。仰あお向むけに倒たおれてしまう。

　その上に、サンドラが飛び乗った。鍛きたえられた太モモでもってタオンの体を押おさえ込こむ。タオンの両りよう腕うでさえもまとめてだった。

「タオン、アンタが悪いんだぞ。逃にげようとするから」

　妙みように甘あまったるい声でサンドラが言う。

「そうですよ。勇者サマ」

　エリーゼも同じく甘あまったるい声だ。

「な、何をするつもりだよ！」

　上ずった声でタオンが尋たずねる。

「もちろん、愛の営みに決まってるじゃないですか」

「子作りだよ子作り。一いつ滴てき残らず搾しぼり取とってやるからな。覚かく悟ごしろよな」

「大だい丈じよう夫ぶです。わたし、精せい一いつ杯ぱいサービスしますから。勇者サマを思いっきり気持ちよくして差し上げますよ」

「アタシだって負けてないからな。ひーひー歓かん喜きの声を上げさせてやるぞ」

　ふたりがそんな恐おそろしいことを口にする。

「いい加減にしろ！　お前ら絶対おかしいって！　目を覚ませ！」

「おかしいのは勇者サマですよ。魅み力りよく的な女性がふたりそろってお誘さそいしてるんですから、勇者サマもさっさとその気になってくださいよ」

「そうだぞ、タオン。覚かく悟ごを決めろよな」

　タオンの必死の説得も通じる様子はなかった。

「は[image: ～][image: ～]な[image: ～][image: ～]せ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　必死に身をよじるも、鍛きたえられたサンドラの拘こう束そくを逃のがれることはできなかった。単純な腕わん力りよくだけでは、サンドラの方がタオンに勝まさるのだ。

「エリーゼ。とりあえず上を脱ぬいじまおうか。そうすればタオンもその気になるだろ」

「ですね。サンドラさん、ナイスなアイデアです」

　エリーゼが聖職服に手をかけた。ワンピース状の聖職服を脱ぬぎ、たちまち上半身をあらわにする。下着だって、躊ちゆう躇ちよなく外してしまう。おわん型の美しい胸が放り出された。

「勇者サマ、どうぞ、おっぱいですよ♡」

　サンドラはサンドラで、さっさとビキニアーマーの上を脱ぬぎ捨すててしまっている。タオンを誘ゆう拐かいした際、水浴びで見せたように、見事なまでのロケットおっぱいだった。

　そんな合計四つのおっぱいカーニバルな夢の状じよう況きようだったのにもかかわらず、タオンは見ていなかった。固く、硬かたく瞼まぶたを閉じている。

「勇者サマ、せっかくのおっぱいですのに。目を閉じてるなんてヒドいです」

「いいよ。だったらこじ開けるまでだ」

　タオンの瞼まぶたにサンドラの指が押おし付つけられた。上下に力を込こめ、強ごう引いんに開こうとする。

　もちろん開いた先にあるのは合計四つのおっぱいカーニバルだ。タオンは必死に抵てい抗こうする。

　しかし、怪かい力りきを誇ほこるサンドラは指の力もかなりのものだった。そしてタオンも、瞼まぶたまではそうそう鍛きたえていなかった。それはそうだろう。魔ま物もの相手にこんな戦い、普ふ通つうはありえない。

　ついに、瞼まぶたがこじ開けられそうになってしまう。

「頼たのむ！　誰だれか、助けてくれえええ！」

　タオンがそう叫さけんだ直後だった。

　唐とう突とつにタオンの瞼まぶたをこじ開けようとしていた力がなくなった。タオンの体を拘こう束そくしていたサンドラの両足の締しめ付つけも同時に緩ゆるまった。

　反対に、体に圧のしかかられるような重みを感じた。位置的に考えてサンドラに違ちがいない。

「うわあ！」

　タオンは悲鳴を上げると、サンドラの体を押おしのけた。もちろん瞳ひとみは固く閉じたままだ。

「ど、どうなってんだ？」

　困こん惑わく気味に呟つぶやくタオンの耳に、ルナルナの声が聞こえてくる。

「わたくしの【閃光フラアシユ】でおふたりには気絶してもらいましたわ～」

【閃光フラアシユ】、強きよう烈れつな光によって相手の意識を一時的に奪うばうという闇やみ魔ま法ほうだ。タオンは瞳ひとみを閉じていたから無事だったのだ。

「でかした！　ルナルナ！」

　いまだ目を閉じたまま、タオンは一番重要なお願いをルナルナにした。

「エリーゼとサンドラの服をどうにかしてくれ！　ちゃんと隠かくすもんを隠かくして、オレが目を開けられるように頼たのむ！」

　ゴソゴソという音の後、

「終わりましたわ～」

　タオンは恐おそる恐おそる目を開いた。エリーゼとサンドラのふたりは倉庫の床ゆかに倒たおれていた。ルナルナのおかげで、ちゃんと服は元通りになっている。

　タオンはホッと息を吐はき出だした。

「それにしても～、何やら倉庫の中が騒さわがしいと思って来てみれば、ふたりそろってタオンちゃんを傷物にしようとしているなんて驚おどろきですわ～。そして許せません～。いっそこのまま、石にでもしてしまいましょうか～？」

「待てって。ふたりとも何かおかしくなってたんだよ。原因は人形に違ちがいねー」

「人形？　あらあら～。きっとこれですわね～」

　ルナルナが、近くに転がっていたキューピドル人形を拾い上げた。少し前に、タオンがエリーゼの手からはたき落とした物だ。ルナルナの手の中で、キューピドル人形の瞳ひとみが怪あやしく輝かがやいた。エリーゼとサンドラがおかしくなった時と同じように。

「ヤバッ！」

　青ざめるタオン。ルナルナまでもが、先ほどのエリーゼとサンドラのようになり自分を襲おそおうとするのではと身構える。しかしそうはならなかった。

「あらまあ～。まあまあ～。なるほどなるほど～」

　ルナルナが納なつ得とくがいった様子で大きく頷うなずいた。

「確かにこの人形は普ふ通つうではありませんわね～。手にした女性を急激に、そして燃え上がるように発情させる、そんな催さい淫いんの呪のろいがかけられていますのよ～」

「お前は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「もちろんですわ～。だってお姉さんはエルフ族。こういった魔ま法ほうや呪のろいの耐たい性せいが高いんですから～」

「台車の上の人形もちょっと見てくれねーか？　箱にたくさん入ってんだ」

　ルナルナが梯子はしごを上り、他の人形を確かく認にんする。

「あらあら～。まあまあ～。これは大変」

　おっとりとしたルナルナの声が上から聞こえてきた。

　下りてきたルナルナは、タオンに向かって大きく頷うなずいてみせた。

「すべての人形に同じ呪のろいがかけられていましたわ～」

「マジか……」

　半ば予想はしていたとは言え、驚おどろきは隠かくせないタオン。と、倉庫の床ゆかに倒たおれていたエリーゼとサンドラが目を覚ます。

「あれれ？　わたし、どうしちゃったんでしょうか？　何だか勇者サマに恥はずかしいことをしてしまったような……」

「アタシもだ。まあ、気のせいだよな」

「気のせいじゃねーよ。これでもかってぐらい恥はずかしいことしてたんだよ」

　少々ふてくされながらも、タオンは手短に状じよう況きようを説明する。

「ええっ、キューピドル人形にそんな呪のろいが？」

「そりゃ、いつかはタオンの子種をもらうつもりでいるけどよ。人形の呪のろいに操あやつられてってのは面白おもしろくないぞ」

　ふたりとも驚おどろきと戸と惑まどいの顔を見せる。

「ルナルナ、お前の闇やみ魔ま法ほうで人形全部、燃やせねーか？」

「えっ、いいんですか？　勇者サマ。キューピドル人形はお祭りの目玉なのに」

「こんなものさすがに撒まけねーだろ？　祭りどころじゃなくなるぜ」

「まあ、そうですよね。人形を求めて集まった人たちが、みんなして発情してしまうってことですもんね」

「大乱交祭りの始まりかよ」

「しかも、その中央には勇者サマがいるんですよ」

「ひゃ──、タオンが真っ先に餌え食じきになるってわけか」

　うへえと、サンドラが顔をしかめた。

「それでは、試ためしてみますわね～」

　ルナルナが闇やみ魔ま法ほうの詠えい唱しようを始めた。

「【炎球フラーモスフエーロ】」

　ルナルナのマジカルロッドから、炎ほのおの弾たまが放たれ床ゆかに転がるキューピドル人形に直ちよく撃げきする。

　人形が炎ほのおに包まれた。布と綿で作られた人形だ。すぐに灰になるかと思われた。

　しかし、炎ほのおが消えた後に残されていたのは、多少コゲ跡あとがついただけで基本的には無事な状態の人形だった。

「駄だ目めですわね～。呪のろいのせいで闇やみ魔ま法ほうの威い力りよくが弱まってしまっていますもの～」

　呪のろいもまた闇やみ魔ま法ほうの一分野であるがゆえに、打ち消すことは難しいのだとルナルナは説明をした。

「お姉さんの全力の闇やみ魔ま法ほうであれば燃やすこともできるかもしれませんけど～」

「ちょっと待て」

　さすがにタオンは止めた。ルナルナの全力の闇やみ魔ま法ほうはドラゴン戦の時に見せ付けられている。あの時は氷だったが、今度は炎ほのお。このあたり一帯が無事で済むとは思えない。

　それに、いくらエルフの寿じゆ命みようが長いとは言っても、また寿じゆ命みようを削けずらせてしまうのは心苦しかった。

「でも、そもそもとしてこれはエリーゼさんのお仕事なのでは～？」

「わ、わたしですか!?」

　まさか名前を出されると思っていなかったのか、エリーゼが驚きの声を上げる。

「確かに呪のろいの除去は聖せい魔ま法ほうの分野です。わたしも一応、【カースイレース】は使えます。それでも強い呪のろいには太刀たち打うちできませんよ。それこそ、この間の勇者サマの獣けもの耳のような」

「とりあえずやってみてくれよ」

　タオンに言われ、エリーゼは自信なさ気に聖せい魔ま法ほうを使った。

「【カースイレース】」

　人形から、黒いモヤのようなものが抜ぬけ出でていくのが見えた。残された人形からは、もはや邪じや悪あくなものは感じられない。

「まあまあ～。大成功です～。エリーゼさん、大したものですよ～」

「エリーゼ、やるじゃないかよ！」

　ルナルナ、サンドラが賞賛の声を上げる。

「やったな、エリーゼ。この調子で全部頼たのむ」

「勇者サマ、さすがにそれは無理です。人形はあの箱の中にぎっちり詰つまってるんですよ。しかもそれが三箱もあるんですよ！　全部終わらせるには夜中までかかってしまいます！　それに体力が持ちません！」

「全部まとめてってわけにはいかないのか？」

　とサンドラ。

「そんな簡単にはいきませんよ。でも、そうですね」

　エリーゼが少し考える。

「条件が揃そろえば、まとめて呪のろいを祓はらうこともできるかもしれません」

「どんな条件なんだ？」

「閉へい鎖さされた神聖な空間で、なおかつわたしの信しん仰こう心が最大限に高まる場所です。すなわち」

　エリーゼが結論を口にした。

「セインタリア教の教会です！」

「何だ。だったら簡単じゃねーか。すぐに教会に行けば」

「タオンちゃん。そう簡単な問題ではありませんわよ～」

「どうしてだ？」

「教会の宗派にはそれぞれ担当区域というものがあるそうですわ～。各町にある教会が一種類なのはそれが理由ですのよ～。そしてこのキルストンの町は」

「ルナルナさんの言うとおりです。ここ、キルストンの町の教会は、セインタリア教ではなくプレアデス教の担当区域なんです」

「どっちも似たようなもんだろ？」

「違ちがいますよ。教えや信しん仰こうする神様はもちろんのこと、使える聖せい魔ま法ほうまで微び妙みように違ちがうんです！　しかもセインタリア教とプレアデス教は長年のライバルで、今でこそ宗教戦争は起こっていませんが水面下ではバチバチと火花を散らしています。そんなプレアデス教の教会なんかで、わたしの信しん仰こう心は高まりません！」

「そこは気合いで何とかしろよ」

「いくら勇者サマのお願いでも、どうにもならないんです」

「ちょっと待て」

　サンドラが思い出したように口を開いた。

「昨日、屋台で飯食ってる時に店の親父おやじから聞いたんだけどさ。この町って、十年ぐらい前まではセインタリア教の縄なわ張ばりだったらしいぞ。今でも町外れにその教会が残ってるとか何とか。まあ、周りに魔ま物ものがいて町の連中が近づくことはほとんどないらしいけどよ」

「それだ！」

　タオンが大声を上げた。

「つまりそこまで人形を運んでいけば、エリーゼの力で呪のろいを祓はらってもとの人形に戻もどせるってことだな？　三箱もあるから、台車ごと運んでく方が楽か」

「放置された教会ですか。少し不安ですけど、やってみる価値はあると思います。このキューピドル人形を楽しみにしている人たちのためにも、始末してしまうよりはずっといいはずです」

　エリーゼもやる気になる。

「そうと決まったら、町長のおっさんが来たら事情を話して古い教会までこいつを運んでもらって──」

　タイミングよく町長がやって来る。台車を引く若者たちと一いつ緒しよだ。

「遅おくれてすみません、勇者殿どの」

　人形撒まきを快かい諾だくしたためか、（しかもほぼ無給で）タオンに対しても何だか丁てい寧ねいになっている。

「でも、どうして倉庫の中に？　私が来るまでは鍵かぎを開けるなって言っておいたのに。あいつにも困ったものだ。姿も見当たらないし」

　どうやらサンドラが気絶させた男性のことを言っているようだ。物もの陰かげに移動させておいたせいか、気付かれてもいない。

「まあいいでしょう。それでは早さつ速そく、この羽根を背中に着けて台車の上に乗っていただきましょうか。この若者たちに引っ張らせますので。大通りにはもうキューピドル人形を待つ人々が集まっていますから、笑え顔がおでばら撒まいていただければ──」

「待ってくれ！」

　テキパキと話を進めようとする町長をタオンが遮さえぎった。

「この人形に強力な呪のろいがかかってることが分かったんだ。人形をばら撒まいたりしたら、町が大変なことになっちまう」

「大変なこととは？」

「それは……」

　タオンは口ごもる。思春期の少年が語るには、少々抵てい抗こうのある内容だからだ。

「その……積極的になるってゆーか。何てゆーかその」

「女性が猛もう烈れつに発情してしまうんです！」

　タオンに代わってエリーゼが訴うつたえた。

　残念ながら町長たちには通じなかった。疑いの眼まな差ざしをこちらに向けている。

「勇者殿どの。冗じよう談だんなら後にしてください。もう町の大通り沿いにはたくさんの女性が集まっていますので」

「冗じよう談だんなんかじゃねーって！」

　必死に訴うつたえるタオンだったが、幼い容姿が災わざわいしてかちっとも信じてもらえない。

　身をもって体験してもらうのが一番なのだが、町長一行の中に女性はいなかった。これでは呪のろいの効果は現れない。

（くそっ、どうすりゃいーんだよ）

　苦く悩のうするタオンの隣となりで、エリーゼが名乗りを上げた。

「分かりました。だったら勇者サマ。わたしが証明してみせます」

「何をするつもりだよ？」

「わたしが、まだ呪のろいの残っているキューピドル人形を手に取って催さい淫いん効果を受けます。その姿を皆みなさんに見ていただければ、きっと信用してくれるはずです」

　エリーゼは少しだけ悲しそうな笑え顔がおでタオンに告げた。

「でも、勇者サマ。すぐにわたしのこと止めてくださいね。本当は勇者サマ以外に、恥はずかしい姿を見られたくないんですから」

「エリーゼ……お前……」

「じゃあ、まだ呪のろいの残っている人形を取ってきます」

　エリーゼが梯子はしごを上ろうとする。もちろん、台車の上にあるキューピドル人形を手にするために。

（確かにエリーゼのあの姿を見せればこいつらは納なつ得とくするかもしんねー。でも……）

　さすがにエリーゼが気の毒だと感じた。それに、淫いん欲よくに支配されたエリーゼの姿を町長や他の男たちに見られることを思うと何だか気分がモヤモヤとする。

　気づくと、タオンは叫さけんでいた。

「ルナルナ！　今すぐこいつらを眠ねむらせろ！」

「分かりましたわ～。タオンちゃん」

　まるでタオンの命令を予想していたかのように、ルナルナはすぐに詠えい唱しようを始めた。

「勇者殿どの、一体何を？」

　困こん惑わくする町長たちに、ルナルナの闇やみ魔ま法ほうがかけられる。

「【眠誘ドルミー】」

　町長たちが、バタバタと倒たおれ寝ね息いきを立て始める。

「勇者サマ、一体どうして？」

　不思議そうな顔をするエリーゼだったが、すぐにハッとする。

「もしかして、わたしの恥はずかしい姿を見せないようにしてくれたんですか？　うう、勇者サマ。嬉うれしいです」

　抱だきついてくるエリーゼを、タオンは両手で押おしのけ声を張り上げる。

「ちげーよ！　おかしくなったお前の姿を見たって、こいつらが納なつ得とくするか怪あやしかったからだよ！　演技とか言い出されたら面めん倒どうだし！」

　言い訳がましくそう叫さけんでから、タオンは早口に指示を飛ばす。

「よし、みんなでこの台車を動かして古い教会とやらに急ぐぞ！　さっさと厄やつ介かいな呪のろいを祓はらっておしまいにする。いいな！」

　四人が並ぶと、台車を引っ張るバーを握にぎった。

　本来は何人もの若者たちとで引く台車だが、こっちには怪かい力りきのサンドラがいる。

「うおおおおおお！」

　ゆっくりと台車が動き出し、レンガの倉庫を後にした。

「その教会はどこにあるんだ？」

「あ、あそこですよ、勇者サマ」

　エリーゼが指差す先、ずっと遠く小高い丘おかに立つ小さな教会が見えた。

「あの造りは、間ま違ちがいなくセインタリア教の教会です！」

　大量の呪のろわれたキューピドル人形を載せた台車を引っ張り、タオンたちは古い教会を目指すのだった。





★






　タオンたちが去ってからすぐに、倉庫の出入り口付近の物もの陰かげから姿を現した人物がいた。

　最初にサンドラが気絶させ鍵かぎを借りたあの男性だった。少し前に意識を取とり戻もどしたのだ。

　ルナルナの闇やみ魔ま法ほう、【眠誘ドルミー】の有効範はん囲い外にいたため眠ねむることのなかった彼かれは、タオンたちによって運ばれる台車を見て不思議そうに首を傾かしげた。

「台車を引っ張るのは町の若者だったはず。それに、道も違ちがうような……」

　すぐに男性は、倉庫の中で眠ねむる町長や若者たちの存在に気付いた。

　奪うばわれた鍵かぎ。不自然に眠ねむる町長と若者たち。何故なぜか勇者たちだけで運ばれる台車。しかも明らかに違ちがう方向へと向かっている。

　これらの事実をもとに男性が導き出した結論、それは……。

　●祭りの名物でもあるキューピドル人形を、勇者たちが強ごう奪だつした！

　だった。

「た、大変だ！　早くみんなに知らせなければ！」











★






　丘おかの上の教会を目指すタオンたち。曲がりくねった上り坂がひたすら続いていた。

「うおおおおおおおおおお！」

　それでも、サンドラのパワーに助けられ、台車はぐいぐいと坂を上っていく。

　半分ほどの距きよ離りまで来た時だった。突とつ然ぜん上空から大きな光の玉が現れた。

　光の玉は、タオンたちが進もうとしていた道の前方へと着地する。これには、さすがに台車を止めざるを得なかった。

「何だよ、あれ？」

　サンドラの呟つぶやきに、エリーゼが答える。

「あれは勇ゆう魔ま法ほうの【ブレイブ・ライトムーブ】です。パーティー全員を光の玉に包み、自由自在に飛んでいけるという魔ま法ほうなんです。もっとも、長い距きよ離りの移動は不可能ですけど」

　光の玉が弾はじけ、中から現れたのはイケメン勇者のピニオスと、彼かれの取り巻き……もとい、パーティーメンバーの戦士マチルダ、神官リッカ、魔ま術じゆつ師モルガンの総勢四名だった。

「いやあ、驚おどろいたよ。タオン君。まさか君が、キューピドル人形を独ひとり占じめしようとしていたなんてね。勇者の風上にも置けないなあ」

　昨日の敗北からも完かん璧ぺきに立ち直った様子で、ピニオスは嘆なげかわしいと大おお袈げ裟さに首を横に振ふってみせる。

「人形撒まきの役目を奪うばうために、ピニオスにケンカを売ったんだね。何てずる賢がしこいガキだよ」

　褐かつ色しよくの肌はだの女戦士、マチルダが言う。

「ピニオスさまが手加減してくれているのを利用して、あんな卑ひ劣れつな技わざを使うなんて。許せません」

　舌ッ足らずな喋しやべり方で、神官のリッカがタオンを非難する。

「勇者タオン。ピニピニのカタキ。うふふふふ」

　魔ま術じゆつ師のモルガンが怪あやしい笑いを浮うかべた。

「ピニオス！　誤解すんな！　オレは独ひとり占じめなんてしようとしてねーぞ！　撒まく予定の人形に呪のろいがかかってんだよ！　それをどうにかするために丘おかの上の教会を目指してんだ！」

　タオンはピニオスに向かって強く訴うつたえた。

「この人形が撒まかれたら、町が大変なことになる！　お前も勇者だったら、みんなを助けるのが仕事だろ!?　だから邪じや魔ましないで手伝え！」

「僕ぼくに手伝えだって？」

　ピニオスが鼻でフンと笑った。

「冗じよう談だんじゃない。僕ぼくはキューピドル人形を奪うばった極ごく悪あく勇者の君を捕とらえ、人形を取とり戻もどすよう町の人々から依い頼らいされてきたんだよ。どうして悪事の片棒を担かつがなければならないんだい？」

「だから、人形には呪のろいがかかってるって言ってんだろ！」

　タオンが叫さけぶ。

「オレを悪者にしたけりゃすればいいさ！　だけど、せめて呪のろいを祓はらうまで待ってくれ。それが終わったら自由に持って帰って好きに撒まけばいいから！」

「フン、多少呪のろいがかかっていて、それを手にした人間がどうなろうと知ったこっちゃないね。大切なのは、依い頼らいを受けた僕ぼくが迅じん速そくに君たちからキューピドル人形を取とり戻もどし、昨日の醜しゆう態たいをなかったことにする。それだけさ」

　ピニオスが剣けんを抜ぬいた。マチルダは巨きよ大だいな戦せん斧ぷをかまえ、リッカはトゲのついたメイス、モルガンは気味悪いデザインのマジカルロッドを持ち上げる。

　こんな厄やつ介かいな呪のろいのかかった人形を撒まいたりしたら、大おお騒さわぎになりピニオスが非難される可能性だってあるのに、話を聞いてくれないからどうしようもない。

「このひとりよがりのカッコつけの分からず屋のクソ野郎がー！」

　たまらずタオンが悪態をつく。

「おい、タオン。アンタもさっきの何とかって勇ゆう魔ま法ほう、使えないのか？　だったら教会までひとっ飛びじゃないか」

　サンドラの質問に、タオンは悔くやしそうに答えた。

「オレ、勇ゆう魔ま法ほうはあんまし得意じゃねーって言ったろ。それに、もし使えたとしてもあの勇ゆう魔ま法ほうで運べるのは自分と仲間とそれぞれの装備だけ。大きい荷物は無理なんだよ」

　タオンは台車を引っ張るバーから手を離はなした。バーを乗のり越こえると、ピニオスたちの前へと歩み出る。

「勇者サマ、何をするんですか？」

「とにかく、道を斬り開くしかねーだろ」

　タオンが背中の剣けんを抜ぬく。

「三人とも、オレが合図したら全力で台車を引っ張って教会を目指すんだ。教会の周りにいる魔ま物ものは、ルナルナがどうにかしてくれ。エリーゼ、呪のろいの方は任せたぞ！」

　タオンはそう言うと、まるで地面を斬きるかのような感じに、後ろから前へと力強く剣けんを振る。

「タオン・ショックウェーブ！」

　ズバババババと音を立てて、激しい衝しよう撃げき波はが地面を走った。

「散開だ！」

　ピニオスの指示で、彼かれも含ふくめた四人が左右に散った。

　すかさずタオンが叫さけぶ。

「サンドラ、行っけえええええええええ！」

「おうっ！」

　このチャンスを逃のがしてなるものかと、サンドラが台車を引っ張った。すごい勢いで空いた道を通とおり抜ぬけていく。

「サンドラさん、勇者サマは？」

「タオンはきっと、あの場で奴やつらを足止めするつもりだろうよ」

「そんな、わたし、心配です。援えん護ごに向かわないと」

「馬ば鹿か野や郎ろう！　アンタがいなけりゃ誰だれが人形の呪のろいを解くんだよ！」

「それじゃあ、ルナルナさんが残って勇者サマの手助けを」

「そうしたいのはやまやまですわ～。でも、そんなことをしたらタオンちゃんに[image: 叱]しかられてしまいます～。わたくしは教会に着くまでの魔ま物ものの対処を任されていますから～」

　確かに、サンドラが主力となって台車を引っ張っている今、現れた魔ま物ものを蹴け散ちらすのはルナルナしかできなかった。

「なーに、昨日の決けつ闘とうを見ただろ？　今日だって楽勝に決まってるさ」

「そうですわね～」

　サンドラの言葉に、ルナルナも同意する。

　だけどエリーゼだけは浮うかない表情だった。

（勇者サマとピニオスさんの一対一でしたら、何の心配もいりません。でも、今回は向こうは四人ですし。それに……）

　たった一週間とはいえ、勇者ピニオスのパーティーにいたからこそエリーゼは分かっていた。

　ピニオスのパーティーは、完全なるハーレムパーティーだ。メンバーがピニオスにメロメロ状態にあることで、無類のチームワークを発揮する。そしてそんな彼かの女じよたちを上手うまいように操作し扱あつかう能力が、ピニオスは異様に高いのだ。

（少しでも早くキューピドル人形の呪のろいを解いて戻もどりますから！　勇者サマ、それまで持ちこたえてくださいね！）
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　少しだけ台車を追いかけたタオンは、そこで足を止めクルリと後ろに向き直った。

　ピニオスたちが台車を追いかけないよう、自らが立ちはだかる形となったのだ。

　もっとも、先ほどの勇ゆう魔ま法ほう【ブレイブ・ライトムーブ】を使われたらこの通とおせん坊ぼうも意味はないが、それはないとタオンは踏ふんでいた。

（確か、【ブレイブ・ライトムーブ】は連発できねー勇ゆう魔ま法ほうだったぞ。台車を追いかけるなら、こいつらだって普ふ通つうに足を使って追いかけなきゃならねーはずだ）

　タオンの予想どおり、ピニオスが再び勇ゆう魔ま法ほうを発動させ台車を追いかけることはなかった。

「やってくれたね。タオン君。まあ、僕ぼくにとっては好都合だけどね。これで楽に君を倒たおすことができるから」

　ピニオスがタオンを剣けんで指し示した。

「マチルダ！　リッカ！　モルガン！　思う存分、やりたまえ！」

「はいさっ！」

「は～い！」

「うふふ」

　三人が嬉き々きとして返事をする。

「まずはあたいから行かせてもらうよ！」

　マチルダが巨きよ大だいな戦せん斧ぷを両手で振ふり回まわしタオンへと迫せまる。

「おっりゃあああ！」

　振ふり下ろされる戦せん斧ぷ。タオンは小こ柄がらな体型を活いかした素す早ばやさで横へと避さける。戦せん斧ぷは地面をえぐり、土ど砂しやを吹ふき飛とばす。

（あのスピードにこのパワー。こいつ、あなどれねー）

　それならさっさと眠ねむってもらおうと、タオンはマチルダの懐ふところへと飛とび込こんだ。さすがに人間を真っ二つにするのは気が引けるため、ピニオスを倒たおした時と同じ技わざを使うことにする。

「タオン・ソードフラットアタック！」

　剣けんの側面、平べったい部分を使い、マチルダの腹を強打する。しかし、鈍にぶい手ごたえしか感じなかった。

「くっ、こいつは！」

　咄とつ嗟さに神官のリッカを見ると、両手を組み合わせて無む邪じや気きに笑っていた。防ぼう御ぎよ系の聖せい魔ま法ほうが使われたことをタオンは悟さとった。

　今度は横に振ふられる戦せん斧ぷ。タオンは身を屈かがめバックジャンプで間合いをあける。

　その途と中ちゆう、タオンの耳に吐と息いきのような声が聞こえた。

「【炎球フラーモスフエーロ】」

　タオンが丁度着地をした場所目め掛がけて、魔ま術じゆつ師のモルガンが炎ほのおの玉を放っていた。

　タオンは体を丸めて横に転がり、炎ほのおの玉の直ちよく撃げきを避さけた。

「何だよこいつら。とんでもなく手ごわいじゃねーかよ」

　個々を見れば、サンドラ、エリーゼ、ルナルナの方が能力は高いかもしれない。しかし、完かん璧ぺきな連れん携けい攻こう撃げきというものを三人はこなしていた。

　相手が美人のお姉さんばかりということでただでさえ戦いにくいのに、その上この見事なチームワークだ。さすがのタオンも『やべーかも？』って思い始める。

　ピニオスはと言うと、自ら動こうとはせず三人の戦いぶりを眺ながめていた。

「おいっ！　ピニオス、お前は何やってんだよ！　かかって来ねーのかよ」

「いずれ行かせてもらうよ。君が十二分に弱った後でね」

「危ない戦いは女任せかよ！　それでよく勇者が名乗れたもんだな！」

「高度な連れん携けいプレーと呼んで欲ほしいものだね」

　ピニオスは少しも悪びれる様子もない。

「お前ら！　そんなんでいいのかよ！」

　マチルダたちに尋たずねるも、三人の女性は迷いなく頷うなずいた。

「あたいたちが獲え物ものを弱らせ、ピニオスが狩かる。それがうちのやり方だからね」

「愛するピニオスさまに、リッカたちが勝利をプレゼントするんですぅ」

「ピニピニ、待ってて。今、最高の見せ場を作ってあげる。うふふふふ」

　納なつ得とく済みのようだから質たちが悪い。

（だったら、まずは防ぼう御ぎよ担当の神官からだ。あいつを眠ねむらせられれば、次に戦士を仕留められるからな）

　タオンはあえて戦士のマチルダに体を向けた。鋭するどい突つき技わざの構えを見せる。

「リッカ！　強きよう烈れつなのが来そうだよ！」

「はいはーい、任せてくださーい。リッカが聖せい魔ま法ほうでマチルダちゃんを守っちゃうから」

　リッカが詠えい唱しようを始める。すべてタオンの狙ねらいどおりだった。戦士のマチルダに突とつ撃げきすると思わせ、直前に方向転てん換かんし神官のリッカに狙ねらいを変へん更こうする。そういった作戦だ。

　実行しようとした瞬しゆん間かん、ピニオスが鋭するどく指示を飛ばす。

「騙だまされるな。狙ねらいはリッカ、君だよ。聖せい魔ま法ほうは自分にかけたまえ」

「なっ!?」

　作戦を見破られ、タオンは驚おどろきの声を上げる。

「待て！　オレの狙ねらいが本当に戦士の女だったらどーすんだよ！　大怪我けが間ま違ちがいなしだぜ！」

「その時は治ち癒ゆすればいいだけのことだ。それに、僕ぼくが見たところそれはないと思うよ」

　ピニオスがニヤリと笑う。

「タオン君、どうやら君は、人間……特に女性相手には思い切り攻こう撃げきできないようだからね」

「ぐっ」

　悔くやしいがピニオスの言うとおりだった。人間、特に女性を相手にした場合、叩たたきのめすことはできても、致ち命めい傷しようを与あたえるレベルの攻こう撃げきをする踏ふん切ぎりはつかなかった。

（ピニオスだっけ。あいつのこと、少し見くびってたかもしれねーぜ）

　ピニオスにはタオンを上回る洞どう察さつ力、そして統とう率そつ力がある。それは認めざるを得なかった。

「だったら司し令れい塔とうをぶっ飛ばすまでだ！　小細工はなしだ！　行くぞ！」

　タオンは狙ねらいをピニオスに向けた。地面を蹴け飛とばし、ピニオスに迫せまる。

　しっかりとした鎧よろいを着き込こんだピニオス相手なら、さほど罪悪感なしで剣けんを振ふるうことが可能だった。それに、多少やりすぎても相手がピニオスならさほど気にならない。

　男だし、何より気に入らない相手だし。

「タオン・スティンガー！」

　それは、かつてインキュパスを一いち撃げきで葬ほうむり去さった必殺の剣けん技ぎだった。

　しかし、信じられないことが起こった。

「うおおおおおお！」

　タオンの突とつ撃げきを止めようと、真横から飛とび掛かかってくるマチルダの姿を確かく認にんする。

　少しでも速く動くため、武器は捨てていた。それを考えてもありえない素す早ばやさだった。その鍛きたえ抜ぬかれた肉体でもってタオンを止めようとする。

　マチルダのタックルを受けながらも、タオンは爆ばく進しんを続けた。多少は威い力りよくをそがれたものの、タオンの剣けんの先がピニオスの鎧よろいの胸の部分に到とう達たつする。

　しかし、キンと音を立てて弾はじかれてしまう。タオンに返ってきた衝しよう撃げきは大きく、腕うでに激痛が走る。剣けんを手放してしまったほどだ。

「聖せい魔ま法ほう!?　【パーフェクトガード】かよ！」

　絶対防ぼう御ぎよの最上位の聖せい魔ま法ほうだった。エリーゼにも聞いたことがあるが、使うには聖なる泉にて身を清める必要があるらしい。

「【蔓伸縛ヴインヴエルーヨ】」

　さらにモルガンの闇やみ魔ま法ほうが発動する。地面から生えた太い蔓つるが、タオンの体に巻きつき締しめ上あげた。驚おどろくべきことは、この闇やみ魔ま法ほうを発動させるにあたってモルガンがまったく詠えい唱しようをしなかったことだ。

　蔓つるに巻かれ逆さに吊つられながら、タオンは困こん惑わくの声を上げる。

「何なんだよ！　どうしてその女戦士はあんなにも速く動けた!?　どうしてその神官は泉で身を清めずにあんな聖せい魔ま法ほうを使えた？　それに魔ま術じゆつ師、詠えい唱しようなんてしなかったよな？」

「お子様な君には分からないだろうから教えてあげよう。これこそが、『愛の力』なのだよ」

　完全に無力化させられたタオンの前へとやって来たピニオスが得意気に説明をした。

「この僕ぼくを愛し、そしてこの僕ぼくに愛された彼かの女じよたちは、僕ぼくのピンチの時には普ふ段だん以上の力を発揮することができるのだ」

　それが、マチルダの超ちよう高速タックルであり、身を清めずに使えた【パーフェクトガード】であり、詠えい唱しようなしの闇やみ魔ま法ほう発動のようだ。

「そんな無茶苦茶な話があるかよ！」

　と叫さけんではみたものの、実際にやられてしまったのだからどうしようもない。

　マチルダ、リッカ、モルガンの三人は、誇ほこらし気な顔のピニオスにしなだれかかっている。

「お前らもお前らだぞ！」

　タオンは三人の女性に向かって言った。

「そのピニオスってのは、お前ら三人を愛してるなんて言ってんだぞ！　とんだ浮うわ気き野や郎ろうじゃねーか！」

「そりゃあ、ピニオスを独ひとり占じめしたいって気持ちはあるさね」

　マチルダが答える。

「でもね、大昔の豪ごう傑けつなんかは普ふ通つうに一夫多妻だっただろう？　ピニオスほどの勇者を、ひとりの女に縛しばっとくのも気の毒な話じゃないか」

「だからリッカたちは決めたんです。三人までだったら恋こい人びととして認めるって」

「私たち……三人まで。ふふふ」

　タオンの常識では計り知れない愛の形だった。少なくともタオンには真似まねできないし、しようとも思わない。

「さて、話が終わったところで、君をどうするか考えなくてはね」

　ピニオスが楽し気に言う。

「祭りの人形を強ごう奪だつという勇者にあるまじき行こう為いをしたとして、冒ぼう険けん者ギルドに突つき出だすのは当然としても、その前に昨日、恥はじをかかされたお礼はさせてもらわないと」

「あたいがボコボコにしてやろうかね」

「リッカの聖せい魔ま法ほうで、【コー○ック】っていうのがあるんです。便秘を治す効果があるんですけど、重ねがけするとお腹なかを壊こわすんです。それを百回ぐらいかけちゃいましょうか？　もうお腹なかはギュルギュルですよ」

「私の【石化ストー】で石にしてから、漬つけ物もの屋さんに売ってしまう……とか。うふふふ」

　少し考えてから、ピニオスは頷うなずいた。

「よし、せっかく三人が提案してくれたからな。すべてを程ほどよく採用するとしようか。マチルダに軽く痛めつけてもらった後で、リッカにその【コー○ック】とやらをたっぷりとかけてもらおう。で、彼かれが我が慢まんの限界に達したその瞬しゆん間かんに、モルガンの闇やみ魔ま法ほうで【石化】だ」

「それからどうするんだい？」

「もちろん、悪わる賢がしこい勇者タオンの倒たおされた姿として、キルストンの町の人や観光客にしっかりと見てもらうのさ。何だったら、人形を撒まく台車に乗っけたっていいし。その後は、ガインベルグの町の冒ぼう険けん者ギルドへと突つき出だそう。さあ、その後が見物だよ」

　笑いを嚙かみ殺ころしつつ、ピニオスが続けた。

「当然、取り調べのために【石化】が解かれるわけだ。すると、その場で彼かれは盛せい大だいに漏もらしてしまうだろうね。結果、彼かれは大おお恥はじをかくというわけだ。いやあ、楽しみだなあ」

（じょ、冗じよう談だんじゃねーぞ！　そんなことしたら、ウ○コ漏もらし勇者タオンとして大陸中で有名になっちまうじゃねーかよ！）

　思春期の男子としてこれほど恥はずかしいことはない。いや、思春期は関係なく恥ずかしい。

（くそっ！　まさか『愛』ってのがこんなにも厄やつ介かいだなんてな）

　しかし、タオンは同時にふと思った。

　ピニオスのパーティーにとって、『愛』とは最大の武器なのだろう。だけど同時にそれは、弱点にもなりうるんじゃないかと。

　タオンはこの思い付きに賭かけることにした。

「おい、ピニオス！　お前、まだエリーゼに未練があるんだろ？」

「な、何を馬ば鹿かなことを！」

「それに、オレのパーティーにいる女戦士と魔ま術じゆつ師のことも、かなりいいなって思ったろ？」

「うっ……それは……」

　言葉に詰つまるピニオスに、マチルダ、リッカ、モルガンの三人が不満そうな視線を向ける。

「いやいや、そんなことはないさ。僕ぼくが愛するのは、君たち三人だけだよ」

　取とり繕つくろおうと白い歯を見せ自じ慢まんの勇者スマイルを浮うかべるピニオス。そんなイケメン勇者に、タオンはさらなる攻こう撃げきをしかけた。

「うちの女戦士、サンドラって言うんだけど。前に一いつ緒しよに水浴びをしたことあるんだぜ。もちろん向こうは真まっ裸ぱだかだ。あいつのおっぱいはそりゃーもうスゲーんだ。先っぽなんて突つき出だすみたいなんだぜ。暴力的なおっぱいってのはあんなのを言うんだな」

「な、なんだって？」

「それから魔ま術じゆつ師、ルナルナって言うんだけど。前に一いつ緒しよに寝ねたんだよ。そしたらあいつのおっぱいがオレの肩かたに当たってよ。ぽにょぽにょしたその柔やわらかさって言ったらもう、とんでもなかったぜ。まるでスライムみたいだったぜ」

「ぐぬぬぬぬ」

　確実にピニオスはタオンの話に食いついていた。瞳ひとみが血走り、鼻息が荒あらくなっている。

「でもって、エリーゼだ。あいつ、着やせするタイプだからけっこうスタイルいいんだぜ。でもって下着なんかは……」

　そこでタオンは言葉を止める。

「おっと、これ以上は喋しやべりすぎだな。黙だまってなきゃ」

「待て！　それはないだろう！　ちゃんと最後まで話してくれ！　エリーゼはどんな下着を着けているんだ？　そしてその中身を君は見たんじゃないのか！」

　タオンを必死になって問とい詰つめるピニオスの姿に、彼かれを愛する三人の女性が黙だまっているはずがなかった。

「ちょいとピニオス、何だいその食いつきようは？」

「ピニオスさま！　リッカたちの胸だけでは不満なんですか!?」

「ピニピニ、許せない……」

　いい具合に嫉しつ妬との炎ほのおを燃やしている。

「これはおしおきが必要だねえ」

　マチルダがボキボキと拳こぶしを鳴らす。

「とりあえず【コー○ック】三回がけでどうですか？」

　リッカは祈いのりの言葉を口ずさむ。

「ピニピニ、ちょっと焦こげてみる？　ウフフ」

　モルガンは闇やみ魔ま法ほうの詠えい唱しようを始めた。

「や、止めろ！　誤解なんだ！　誤解なんだ！」

　そう叫さけびながら、ピニオスはその場から駆かけ出だす。

「待ちな！」

「逃にげちゃダメですよ！」

「ピニピニ！」

　逃にげたピニオスを追って、マチルダ、リッカ、モルガンの三人も姿を消した。

（上手うまくいったのはスゲー嬉うれしいけど……でも）

　叫さけばずにはいられなかった。

「女って、こええええええええええ！」

　それからタオンは、隠かくし持もっていたナイフを使って蔓つるから脱だつ出しゆつした。手放してしまっていた剣けんを拾い、背中に収めた。

「にしても、まさかこんな形であの悪夢のような経験が役に立つとはな」

　悪夢のような経験。もちろんそれは、誘ゆう拐かい事件の際のサンドラとの水浴びのことや、獣けもの耳の呪のろいの時の、ルナルナの添そい寝ねのことや、サキュパス、インキュパスと戦った村で見た、エリーゼの下着姿のことだったりする。

　ピニオスに語ったせいで、その時の光景がまた鮮せん明めいに思い出されてしまい、タオンは急にドキドキし始めてしまった。

「ええいっ、くそっ！　こうしちゃいられねーぜ！　早く教会に向かわねーとな！　エリーゼたちが上手うまいことやってくれてるとは思うけど、万が一ってこともあるし！」

　タオンは教会への道を走り始めた。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　悶もん々もんとした気持ちを消し去るため、やたら大声を上げながらの全力疾しつ走そうだった。
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　タオンが悶もん々もんとした気持ちとの戦いを始めた丁度その頃ころ、エリーゼ、サンドラ、ルナルナの三人は古い教会へと到とう着ちやくした。

　サンドラが聞いていたとおり、教会の周りには魔ま物ものが数多くいたが、ルナルナの闇やみ魔ま法ほうの敵ではなかった。さすがに台車ごと教会内に飛とび込こむには出入り口が小さすぎたから、サンドラが木箱を運ぶことにする。

「待ってください。念のため、呪のろいを防ぐ聖せい魔ま法ほうをかけますから」

　エリーゼが祈いのりの言葉を口ずさむ。

「【ホーリーチャーム】」

「サンキューな」

　サンドラが台車の上へと上った。キューピドル人形の入った木箱をえいやと持ち上げる。かなりの重量だったが、サンドラの怪かい力りきなら問題なかった。

　さらにそのまま、地面へと飛び降りた。

「入るぞ！」

　幸い鍵かぎはかかってはいなかった。三人は扉とびらを開け、教会の中へと入る。

　十年ほど放置されていた割には、清潔さが保たれていた。ホコリこそたまっているが、少し掃そう除じでもすればすぐにでも教会施し設せつとして使えそうだった。

　高い場所に作られたステンドグラスも健在で、セインタリア教が崇あがめる白い翼つばさの女め神がみが優やさしい微笑ほほえみを浮うかべている。

「どうだ？　エリーゼ。ここならいけるか？」

「あ、はい。大だい丈じよう夫ぶそうです」

「よしっ！」

　信者が座すわるための備え付けの椅い子すに挟はさまれた、中央の通路にサンドラは木箱を置いた。

　台車から残りの二箱も運んでくる。

　人形を前に、エリーゼは深く深呼吸をした。

　軽く瞳ひとみを閉じる。セインタリア教の神官として、この場所に来たことで集中力が高まっていくのを感じた。エリーゼはセインタリア教の祈いのりの言葉を口ずさむ。まるで歌うかのように、耳に心ここ地ちいい調べだった。

「大天使セイナの名のもとに、わたし、エリーゼ・マリフレールが願います。人形にかけられた悪あしき呪のろいのすべてを消し去り、清せい浄じようを取とり戻もどさんことを」

　そしてエリーゼは、最後の言葉を口にしようとした。

「【カースイレー……】」

　バリイイイイイイイィィィィィィィン！

　ステンドグラスを突つき破やぶり、何者かが教会内へと飛とび込こんできた。

　突とつ然ぜんの出来事に驚おどろき、エリーゼの言葉が途と切ぎれてしまった。残念ながら【カースイレース】は不発に終わってしまう。

　飛とび込こんできた人物は、背中に生えた黒いコウモリのような翼つばさを羽ばたかせながらゆっくりと祭さい壇だんの上へと舞まい降おりた。

　見た目は二十歳はたち前後の女性だ。青く長い髪かみを持ち、金色に輝かがやく瞳ひとみをしている。禍まが々まがしいデザインの鎧よろいで体を覆おおってはいるが、やたら露ろ出しゆつは多かった。プロポーションはかなりいいと言えよう。不気味なはずの青白い肌はだが、怪あやしい魅み力りよくをかもし出している。

　そして頭からは、禍まが々まがしい形の角が生えていた。

　明らかに魔ま物ものだ。人に近い姿をしていることから考えて、下級でないことは確かだった。

　魔ま物ものの女性は、祭さい壇だんの上からまるで虫ケラでも見るような目でエリーゼたちを見下ろした。

『少し目を離はなした隙すきに、人間ごときが好き勝手してくれてるじゃないの。その人形は、ワタシたちの大いなる計画に必要な物。返してもらうわよ』

「あ、あなたがキューピドル人形に呪のろいをかけたんですね!?　どうしてそんなことを？」

『どうして？　フフフ、ワタシがそれを答えるとでも思っているの？　アナタたちは何も知らないまま、ここで殺されることになるの。このワタシの手によってね』

　女性が笑えみを浮うかべる。背筋がゾッとするような冷たい笑えみだった。

「理由なんてどうだっていいぞ！　とにかくこの魔ま物ものが黒幕だってことだろ!?　だったらぶっ倒たおすまでだ！」

　サンドラが腰こしの後ろの片かた手て斧おのを摑つかんだ。

「おっりゃあああああ！」

　サンドラが女性めがけて突つっ走ぱしっていく。勢いよくジャンプし、渾こん身しんの力で片かた手て斧おのを振ふり下ろす。しかし女性は翼つばさを羽ばたかせ、空中へと逃のがれる。

『食らいなさい』

　女性が空中で体を回転させた。すると女性の体の周りに無数の氷の刃やいばが現れ、サンドラへと降り注ぐ。

「ハッ、当たるかよ」

　サンドラは円まる盾たてを使い、降り注ぐ氷の刃やいばを防いだ。そして叫さけぶ。

「ルナルナ！」

「了りよう解かいですわ～！」

　ルナルナがマジカルロッドを女性へと向けた。素す早ばやく詠えい唱しようを済ませ闇やみ魔ま法ほうを放つ。

「【炎弾フラーモスクーグオ】！」

　マジカルロッドの先せん端たんから、無数の炎ほのおの弾だん丸がんが放たれた。前に人形を焼こうとした時にルナルナが使った、【炎球フラーモスフエーロ】よりも高度な闇やみ魔ま法ほうだ。速度も威い力りよくも格段に優すぐれている。

　空中を舞まい弾だん丸がんの直ちよく撃げきを避さけようとする女性だったが、炎ほのおの弾だん丸がんは女性を追つい尾びした。

　翼つばさを盾たてのように使い弾だん丸がんを防ぐも、そのコウモリのような翼つばさの皮ひ膜まくの一部が焦こげる。

『やってくれたわね！』

　女性は狙ねらいをサンドラからルナルナへと向けた。滑かつ空くうし一気に迫せまる。鋭するどい爪つめでもってルナルナの体を貫つらぬこうとする。

「【ホーリーバリア】！」

　エリーゼの声が響ひびいた。

　ルナルナを見えないバリアが覆おおう。バリアを貫つらぬくことができず、女性は攻こう撃げきを諦あきらめた。

『驚おどろいたわね。頭の悪そうな戦士に、天然そうな神官に、ノロマそうな魔ま術じゆつ師だと侮あなどっていたわ。個々の能力も高いし、連れん携けいも取れているのね』

　女性が冷静に三人を分ぶん析せきする。実際、これには当の三人も驚おどろいていた。

「アタシたち、いつの間にかこんなに息ピッタリになってたんだ？」

「ですよね。わたしも驚おどろきです」

「きっとこれは、タオンちゃん効果ですわ～」

　ルナルナがそんなことを言う。

「わたくしたちって、形は少し違ちがいますが、タオンちゃんのことが大好きですわよね～。そんな共通点がわたくしたちの心を合わせたのではないでしょうか～？」

「はい、きっとそうですね」

　エリーゼが嬉うれしそうに頷うなずいた。

『誤解しないで欲ほしいわね。思ったよりはやるようねって驚おどろいただけ。まだまだワタシを倒たおせるレベルではないわ』

　魔ま物ものの女性が不敵な笑えみを浮うかべた。

『【魔召喚ゲナハ】！』

　女性が叫さけぶのと同時に、背後に黒い魔ま法ほう陣じんが現れた。その中から飛び出してくるのは、コウモリの形をした黒い魔ま物ものたち。

「キラーバットかよ！」

　盾たてで体をかばいつつ、片かた手て斧おのでもってコウモリを叩たたき落おとしていく。

　エリーゼもメイスを振ふり回まわす。大して強い魔ま物ものではないため倒たおすのは簡単だが、とにかく数が多くて厄介だった。

「ルナルナさん！」

「はい、分かっていますわ～。私の出番ですわね。全部まとめて片付けますわよ～」

　ルナルナの詠えい唱しようが始まった。

「【連紫電プル・フールモ】！」

　ルナルナが突つき出だしたマジカルロッドから、紫むらさき色いろをした雷かみなりが飛び出した。紫し電でんは一体のキラーバットに当たる。と、そこからさらに近くのキラーバットへと紫し電でんが伸のびる。キラーバットからキラーバットへの紫し電でんの連れん鎖さだった。

　たちまちすべてのキラーバットが黒い塵ちりと化し消しよう滅めつした。

「どうだ？　これでもまだ自分を倒たおせるレベルじゃないとでも言うのかよ」

　得意気に言うサンドラだったが、女性の不敵な笑えみは変わらないままだった。

『キラーバットがすぐ倒たおされてしまうことぐらい想定済みよ。重要なのは、少しでもいいからアナタたちに手傷を負わせること』

　サンドラ、エリーゼ、ルナルナ、三人ともキラーバットの牙きばや爪つめによって腕うでや顔に少し引っかき傷のようなものができていた。

「この程度だったら、わたしの聖せい魔ま法ほうですぐに治しちゃえますよ」

　治ち癒ゆの聖せい魔ま法ほうを使うため、祈いのりを捧ささげようとしたエリーゼだったが……。

「えっ？」

　戸と惑まどいの表情を浮うかべる。体を動かすことができないのだ。

　変化は彼かの女じよだけではなかった。サンドラ、ルナルナもまた同じく体の自由を奪うばわれている。

『キラーバットの毒にやられたのよ。しばらくは全身がシビれて動けないはずだわ』

「なっ！　どっ！」

　必死になって声を出すサンドラ。

『言いたいことは分かるわよ。何で、どうして？　キラーバットに毒はないはず！　でしょ？』

　女性が楽しそうに笑った。

『アナタたちがそれなりの冒ぼう険けん者で知識もありそうだったから、あえて油断させるためにキラーバットを呼んだのよ。ただし、特異種のね』

　特異種。それは、普ふ通つうとは異なる特性を持つ魔ま物もののことだ。タオン誘ゆう拐かい事件の際、サンドラが苦戦したオーガもまた全身を鋼鉄化した特異種だった。

（ああ、そうと分かっていたら、毒を消す聖せい魔ま法ほうを早くに使ったのに！）

　動けなくなった状態で後こう悔かいするも、後の祭りだ。

『まあ、特異種とは言っても、単にマヒ毒を持ったってだけのザコだけどね。アナタたちの動きを止めていられるのも、せいぜい数分でしょ。でも、それだけあれば十分よ』

　女性が右手を伸のばした。黒い煙けむりのようなものと共に、女性の手の中に不気味な大おお鎌がまが現れる。

『これで、アナタたち三人の魂たましいを刈かり取とってあげるわ。どんな蘇そ生せい魔ま法ほうも効かないようにね』

　嬉き々きとした笑いを響ひびかせながら、女性はまず一度上じよう昇しようする。それから一気に下降し、かなりの速度で三人へと迫せまった。

　一時的に先頭に立っていたエリーゼに、真っ先に危機が訪おとずれる。一いつ瞬しゆんの出来事のはずなのに、ひどくゆっくりとした動きにも思えた。鈍にぶい銀色の刃は先さきが、自分めがけて確実に迫せまっている。

　毒の効果が現れていない瞼まぶたを閉じ、エリーゼは祈いのった。セインタリア教の神にではなく、彼かの女じよが愛する十三歳さいの勇者、タオン・ブレイブに。

（勇者サマ！）

　次の瞬しゆん間かん、ガギンという音が響ひびいた。

（えっ？）

　瞳ひとみを開けたエリーゼが見たものは、自分の前に立つタオンの背中だった。

「急いで正解だったぜ」

　自らの剣けんで女性の死神鎌がまを受けつつ、タオンが軽口を叩たたく。

「おっらあああああああああ！」

　タオンは渾こん身しんの力を込こめて剣けんを押おし込こんだ。女性がその力に負け、背後へと飛ばされる。壊こわれた祭さい壇だんの向こうへと消えていった。

「何だかよく分かんねーけど、状じよう況きようから考えてあの魔ま物ものが黒幕ってとこなんだろ？」

　誰だれも返事をしなかった。正確に言えば唇くちびるが痺しびれて喋しやべれなかったのだ。

「ど、どく……シビレ」

　かろうじてエリーゼが口にした言葉で、タオンもようやく理解する。

「分かったよ。三人ともじっとしてろよ。って、動きたくても動けねーか」

　そんなボケは置いておいて、タオンは勇ゆう魔ま法ほうを使った。

「【ブレイブ・キュア】」

　三人の体を襲おそっていたシビレが消えた。

「おおおお！　スゲー。やっぱタオン、回復系の魔ま法ほう使えるんじゃないかよ」

「簡単なものだけな。これ以上のは期待すんなよ」

　そう断ってから、タオンは表情を険しくする。

「で、あの魔ま物ものは何なんだ？　どうしてこんなとこにいんだよ？」

「はい、詳くわしいことは分かりませんが、あの魔ま物ものが人形に呪のろいをかけた張本人らしいんです」

「そうかよ。だったらきっちり倒たおしとかねーとな」

　タオンが先ほど跳はね飛とばした魔ま物ものの女性に顔を向ける。

「出てこい！　決着をつけようぜ！」

　タオンの言葉に応えるように、破は壊かいされた祭さい壇だんの後ろから魔ま物ものの女性が現れる。

『今度は勇者の登場？　ますます手ごわいパーティーだわ』

　これまでの余よ裕ゆうが少しだけなくなっていた。エリーゼたちの個々の能力とチームワーク。そこにリーダーらしき勇者の登場。魔ま物ものの女性も、圧勝の難しさを悟さとったようだ。

『それでも、ワタシは引くわけには行かないわ。ワタシたちの悲願、それを果たすためにね』

「勇者サマ、あの魔ま物もの、何かを企たくらんでいる様子なんです」

　エリーゼがそんな報告をしたが、タオンは聞いていなかった。

　タオンの目は大きく見開かれていた。口は半開きになっていた。

「姉ちゃん？」

　最初は戸と惑まどい気味に、しかしそれはすぐに確信の言葉へと変わった。

「やっぱり姉ちゃんだ！　アリシア姉ちゃんだ！」

　タオンの叫さけびに、エリーゼ、サンドラ、ルナルナは大いに驚おどろいた。

「おい、タオンの姉ちゃんは魔ま物ものだったのか？」

「そんなはずはありませんわ～。だってタオンちゃんは正しよう真しん正しよう銘めいの人間ですもの～。ねえ、エリーゼさん」

「はい、そのはずです。でも、わたしも勇者サマに、お姉さんは人間ですか？　なんて聞いたことないですし」

　困こん惑わくしているエリーゼたちの言葉などまるで耳に入っていない様子で、タオンは手にしていた剣けんを下ろす。

「様子が変わってたから分かんなかったけど、姉ちゃんだろ？」

　泣き笑いのような表情で、魔ま物ものの女性に語りかける。

　瞳ひとみは金色になっていようが、髪かみは青く染まっていようが、背中から異形の翼つばさが生えていようが、肌はだが青白くなっていようが、禍まが々まがしい鎧よろいに身を包んでいようが。

　ひっくるめて言ってしまえば、魔ま物ものになっていようが！

　その女性は、紛まぎれもなくタオンの姉、アリシア・ブレイブだった。五年前、タオンの前から姿を消した時の若さのまま目の前にいる。

「オレ、姉ちゃんの言うとおり、他の人を助ける強い男の子になったんだぜ。いつかきっと、姉ちゃんとも会えるって、そう信じて」

　感激し声を弾はずませるタオンに対し、女性の態度は実に冷めたものだった。

『姉、一体何を言ってるの？　上級魔ま物ものであるワタシに、人間の弟なんているはずないじゃない。それにワタシはアリシアなんて名前じゃないわ。デビリア、それがワタシの名前よ』

　女性、デビリアは不満そうに言う。

『まあいいわ。誰だれと勘かん違ちがいしているかは知らないけど、好都合ね。アナタが戦意を失っている間に、さっさと仕留めさせてもらうわ』

　大おお鎌がまを手に、デビリアがタオンに襲おそいかかる。しかしタオンは避さけようとも、剣けんで防ごうともしなかった。迫せまってくるデビリアの姿をどこか恍こう惚こつとした表情で見つめている。

　姉と再会した喜びが大きすぎて、自分の身に迫せまる死すら分からなくなってしまっていたのだ。

「ああ、姉ちゃん」

　みずから手を伸のばすタオンの体が真横から弾はじき飛とばされた。エリーゼが力の限り体当たりをしてデビリアの攻こう撃げきから守ったのだ。

「エリーゼ、何すんだよ！　せっかく姉ちゃんがオレを抱だき締しめに来てくれたのに！」

「勇者サマ、話を聞いてください」

　どこか苦しそうに、エリーゼは言った。

「勇者サマがそう言うのなら、きっと彼かの女じよはお姉さんで間ま違ちがいないと思います。でも、今の彼かの女じよは勇者サマの知っている優やさしいお姉さんじゃないんです。戦わないと、勇者サマは殺されてしまうんです」

　必死の表情でエリーゼが訴うつたえた。

「彼かの女じよを倒たおしてとまでは言いません。でも、お願いですから。自分の身を……守ってください。勇者サマが死んじゃうなんて、そんなのわたし、嫌いや……ですから」

　それだけ告げると、エリーゼはうつぶせに倒たおれた。その時になってタオンは、彼かの女じよの背中が大きく切きり裂さかれていることに気付いた。大量の血が流れ出している。

　タオンをかばった際、デビリアの大おお鎌がまの餌え食じきとなってしまったのだ。

「エリーゼ！　おい、エリーゼ！」

「自分の身を……守って……」

　それだけ言うと、エリーゼは気を失った。

「エリーゼ！」

「エリーゼさん！」

　サンドラ、そしてルナルナのふたりも駆かけ寄よってくる。

「エリーゼ……」

　少しだけ呆ぼう然ぜんとしていたが、タオンはすぐに立ち上がった。

　先ほどまでの何も見えていなかった瞳ひとみとは違ちがう、数々の魔ま物ものを葬ほうむってきた勇者タオン・ブレイブの鋭するどい眼光が蘇よみがえっていた。

「【ブレイブ・メディーク】！」

　タオンは傷ついたエリーゼに傷を治ち癒ゆする勇ゆう魔ま法ほうをかける。

「サンドラ、ルナルナ。エリーゼを頼たのむ。オレの勇ゆう魔ま法ほうじゃ、あくまで傷を塞ふさぐのが精せい一いつ杯ぱいだからな。目を覚ましたら、エリーゼに自分で自分の治ち療りようをするよう言っとけ」

「タオン、アンタは？」

「いくら姉ちゃんでも、オレの仲間を傷つけたのは許さねー。もし魔ま物ものに操あやつられて何か悪いことをしてるなら」

　タオンが剣けんを構える。

「オレが止めてやる！　いや、オレが止めなきゃなんねーんだ！」

『面白おもしろいことを言うわね。いいわ。今度は逃のがさないから。確実にアナタを仕留めてあげる』

　デビリアが舞まい上あがった。そこで魔ま法ほう陣じんを出現させる。大量のキラーバットが現れ、タオンへと襲おそいかかる。

「タオン！　気をつけろ！　そのキラーバットは特異種だ！　少しでも傷つけられたら毒で動けなくなるぜ！」

　サンドラの忠告に、タオンはフンと鼻を鳴らす。

「だったら、傷つけられなきゃいいだけのことだぜ！」

　剣けんを背後に構える。手の中で剣けんの柄つかを反転させた。渾こん身しんの力でもって振ふった。

「タオン・トルネードー！」

　剣けんの幅はば広ひろの部分をうちわのように使って強風が起こされた。それは竜たつ巻まきと化し、迫せまっていたキラーバットを巻まき込こんだ。それだけでは飽あき足たらず、教会の壁かべを突つき破やぶり何処いずこへと去っていく。途と中ちゆう、竜たつ巻まきの色が真っ黒に染まったのは、キラーバットたちが力ちから尽つき黒い塵ちりと化したからだろう。その吹ふき荒あれる風の暴力に耐たえ切れなかったのだ。

「すごいですわ～。剣けん技ぎだけで、闇やみ魔ま法ほうにも匹ひつ敵てきする力を発揮するなんて～」

　ルナルナが感嘆の息を漏もらした。

『まだよ！』

　焦あせりの表情を浮うかべたデビリアが、タオンめがけて急降下する。その大おお鎌がまをタオンに向かって振ふった。タオンは真っ向から立ち向かい、技わざを放った。

「タオン・スラッァァァァシュ！」

　タオンの強きよう烈れつな斬ざん撃げきは、デビリアの大おお鎌がまを粉々に砕くだいた。さらに、彼かの女じよの体を覆おおっていた黒い鎧よろいすらも破は壊かいする。

『きゃああああああああああああ！』

　デビリアが大きく跳はね飛とばされ、教会の床ゆかへと落下した。そのダメージは大きく、すぐには動けそうもなかった。

「やったか……」

　さすがに疲ひ労ろうを隠かくし切れず、肩かたで息をするタオン。と、後ろから声がかかる。

「お疲つかれ様さまです、勇者サマ」

「エリーゼ！」

　振ふり向むくと、サンドラとルナルナに支えられるようにして立つエリーゼの姿があった。

「お前、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「はい、勇者サマが治ち療りようしてくれたおかげです。起きた後、自分で【メディーク】も使いましたし。絶好調ですよ」

「そうか……良かった。本当に、良かった」

　自分のあまり得意でない勇ゆう魔ま法ほうでは、傷口を塞ふさぐのが精せい一いつ杯ぱい。失われた血までは蘇よみがえらせられない。だからエリーゼが目を覚ますかどうか不安だったのだ。

「でも、服が問題ですよね。【クリーン】でキレイにはできますけど、縫ぬうっていう聖せい魔ま法ほうはないんですよ。わたし、お裁さい縫ほうは苦手だから誰だれかにお願いしないと」

「あらあら～。それでしたらわたくしが縫ぬってさしあげましょうか～？」

「ルナルナさんが？」

「わたくし、お裁さい縫ほうは得意ですから～。ちなみに、お掃そう除じも得意ですのよ～。何でも聖せい魔ま法ほうに頼たよる神官の方と違ちがって、魔ま術じゆつ師は生活のことは自分でこなさなければなりませんので～」

「それは神官に対する挑ちよう戦せんですか？　いいでしょう。受けて立ちます。勇者サマの体を手洗い勝負でどうですか？」

「面白おもしろいですわ～。わたくしの方がタオンちゃんの体をキレイに洗ってみせますわよ～」

「勝手にオレを巻まき込こむな！　勝負したいなら適当に油汚よごれのついた皿でも洗ってろ！」

　ふたりを怒ど鳴なりつけてから、タオンは改めて視線をデビリアへと戻もどした。

「問題は、姉ちゃんだ」

「タオン、一応確かく認にんのために聞いとくんだけどよ。アンタの姉ちゃんって、もとからあんなだったのか？　その、魔ま物ものだったのか？」

「馬ば鹿か言うなよ！　オレの姉ちゃんは正しよう真しん正しよう銘めいの人間だよ！」

　サンドラの質問に、タオンは激しく憤いきどおった。

「きっと、あの折れた角の魔ま物ものが姉ちゃんをあんなにしたんだ」

「人間を魔ま物ものにしちゃうなんて。聞いたことがありませんよ」

「皆みなさんよりは少しだけ長生きをしているわたくしでも、こんな事例は初めてですわ～」

　あくまで、少しだけって部分を強調してルナルナが言う。

「なあ、ルナルナ。アンタ、本当は幾いくつなんだ？」

「あらあら～。言いませんでしたっけ～？　わたくしは二十歳はたちですわ～」

「百と二十歳はたちなんだろ？」

「二十歳はたちですわ～」

　サンドラとルナルナがそんなやり取りをしている時だった。倒たおれていたデビリアがゆっくりと起き上がった。
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　しかし、デビリアが再び襲おそってくることはなかった。戸と惑まどった様子であたりを見み渡わたす。その瞳ひとみは金色ではなく、深い青色に変化していた。

　それは、タオンの記き憶おくの中にある人間だった頃ころのアリシアの瞳ひとみの色だった。

　デビリアがタオンを見る。その瞳ひとみが大きく見開かれた。

『タオン？　あなた、タオンなのね』

　五年前と何も変わらない優やさしい声だった。

『大きくなったのね。見み違ちがえたわ』

　姿は魔ま物もののままだが、心は完全にかつてのアリシアに戻もどっている様子だ。

「姉ちゃん……」

　タオンの手から剣けんが落ちた。そのまま駆かけ寄よろうとするも、アリシアが鋭するどい声で止める。

『来ちゃ駄だ目めよ！　またいつ魔ま物ものの心に染まるか分からないから。それよりも話を聞いて！』

　アリシアの心を取とり戻もどしたデビリアは、真しん剣けんな表情で言う。

『あの夜、私を連れていった魔ま物ものの名前はゴート・サタナキア。あの魔ま物ものの目的は！　私を魔ま族ぞくに転身させてまでなそうとしていることは！』

　アリシアが核心を語ろうとした瞬しゆん間かんだった。教会内を黒い風が吹ふき荒あれた。

　その風と共に姿を現したのは、黒いローブに身を包んだ魔ま物ものだった。黒山羊やぎの頭を持ち、片方の角が折れたその魔ま物ものこそ、五年前、タオンの家を訪おとずれアリシアを連れ去ったあの魔ま物もの。

『心のみとはイエ、転身の邪じや法ほうが解けてしまうとハ。姉し弟ていのキズナとやらは、侮あなどれナイ』

　きしむような奇き妙みような声で魔ま物もの、ゴート・サタナキアは呟つぶやいた。

『ゴート！』

　デビリアが翼つばさを羽ばたかせた。鋭するどい爪つめでゴートに襲おそい掛かかる。ゴートは異様に長い指をした手をかざした。それだけで、デビリアの意識は失われる。

　デビリアを軽々と受け止めたゴートは、残念そうに首を振ふった。

『デビリアがこんな状態デハ仕方ナイ。《淫いん欲よくの宴うたげ》は諦あきらめるとシヨウ。何、まだ他がアル。計画が少し先延ばしになっただけのコトダ』

「待てよ！　姉ちゃんは連れていかせねーからな！」

　タオンはゴートに剣けんを突つきつけた。背後でエリーゼ、サンドラ、ルナルナも戦せん闘とう態勢を取る。

「五年前のオレとは違ちがうんだ！　今度こそ、姉ちゃんを守るんだ！」

　タオンがゴートに突とつ進しんした。もちろんサンドラもそれに追つい随ずいする。エリーゼは防ぼう御ぎよの聖せい魔ま法ほう発動のための祈いのりを始め、ルナルナもまた闇やみ魔ま法ほうを放つ準備を整えた。

『ワレを見くびるナ！』

　ゴートが叫さけんだ途と端たん、黒い波動がタオンたちを襲おそった。軽々とタオンたちを吹ふき飛とばし、教会の壁かべに叩たたきつける。

『ワレの片角に誓ちかいし約束にヨリ、今回だけは見み逃のがしてヤロウ。だが、もし次もワレの計画を邪じや魔まするようなコトがあれバ。その時は容よう赦しやはシナイ。よく覚えてオケ。ケイン・ブレイブの息子むすこヨ』

　再び黒い風が教会内を吹ふき荒あれた。その風とともに、ゴートはデビリアとともに姿を消した。

「姉ちゃん、やっと、やっと会えたってのに！」

　タオンは悔くやしさに声を震ふるわせる。

「強くなった気でいたのに、まだ足りなかったのかよ！　まだまだ姉ちゃんを助けるにはオレは弱すぎるのかよ！　くそっ！　くそっ！　くそおおおおおお！」

　涙なみだを滲にじませ、拳こぶしで教会の床ゆかを叩たたくタオン。何度も、何度も、何度も。拳こぶしから血が出ても、タオンはその手を止めなかった。

「勇者サマ……」

　そんなタオンを、エリーゼ、サンドラ、ルナルナの三人は悲しそうな顔で見つめることしかできなかった。





★






　キルストンの大通りでは、華はなやかな歓かん声せいが上がっていた。キューピドル祭の最後を彩いろどるイベント、『キューピドル人形撒まき』が行われているのだ。

　町の若者たちに引かれて進む台車の上に立つのは、タオン……ではなくピニオスだ。

　彼かれだけではなく、戦士のマチルダ、神官のリッカ、そして魔ま術じゆつ師のモルガンまでもが台車の上にいた。四人でキューピドル人形を撒まいている。

「いつもは勇者ひとりで撒まくのに、今年は四人でかい？」

「ああ、何でも勇者ピニオス様のパーティーが抜ばつ群ぐんのチームワークであのタオンとかいう勇者のパーティーを蹴け散ちらし、奪うばわれたキューピドル人形を取とり戻もどしたって話だ。その功績を称たたえて、町長からパーティー全員で撒まいて欲ほしいってお願いしたらしいよ」

「さすがは勇者ピニオス様ね。昨日、広場での敗北は何かの間ま違ちがい、もしくはひどく手加減してたからなんだわ」

「きっとタオンって勇者はピニオス様の優やさしさを利用して卑ひ劣れつな手段で勝負に勝ったんだろうな、本当、ひどい勇者だ」

「それはそうよ。何てったって、キューピドル人形を独ひとり占じめしようとした奴やつなんですもの」

　人々はピニオスの偉い大だいさを語りつつ、タオンへの悪口を並べ立てるのだった。
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　祭りのクライマックスに沸わくキルストンの町から、遠ざかる四人の姿があった。

　タオン、エリーゼ、サンドラ、ルナルナの四人だった。町を出て街かい道どうを歩いている。

「あらあら～。お祭りはとても盛せい況きようのようですわね～。勇者を称たたえる歓かん声せいがここまで聞こえてきますわ～」

　耳の後ろに手を当て、ルナルナが言う。エルフ族の長い耳は、人間以上に敏びん感かんなのだ。

「そうですか。人形の呪のろい、ちゃんとわたしの【カースイレース】で祓はらえたみたいですね。良かったです」

「ちっとも良くない！」

　最高に不ふ機き嫌げんそうな顔でサンドラが吐はき捨すてた。

「本当なら、称たたえられなきゃならないのはタオンのはずだ。なのに、結局手て柄がらをあのピニピニ野や郎ろうに奪うばわれちまったじゃないかよ」

　ゴートがデビリアと共に消えた後、しばらく嘆なげいていたタオンだったが立ち直りは早かった。

　立ち上がり涙なみだを拭ふくと、エリーゼにキューピドル人形の呪のろいを祓はらうよう指示したのだった。

　激しい戦いの最中でも、奇き跡せき的に箱に入った状態を保っていたキューピドル人形。エリーゼは再び集中力を高め【カースイレース】を発動。見事、すべてのキューピドル人形を一度に浄じよう化かすることに成功したのだった。

　丁度そんなタイミングで、ルナルナの鋭するどい耳が教会へと近寄ってくるピニオスたちの話し声をキャッチ。どうやら嫉しつ妬との炎ほのおも消えまたもとどおりイチャコラしている様子とのこと。

　面めん倒どうになるのは御ご免めんだとタオンが言い、教会の裏口からさっさと退散したのだった。

　その後、ピニオスはキューピドル人形を回収し台車とともに町へと戻もどったのだろう。もちろん、『人形を独ひとり占じめしようとしていた性しよう悪わる勇者タオンを凝こらしめ、取とり戻もどした』という自分に都合のいいストーリーをおまけにつけて。

「やっぱり我が慢まんできないぞ。今からでも町に引き返さないか？　本当のことを言うんだよ」

「サンドラさん。わたしだって気持ちは同じですよ。でも、勇者サマにその気がないみたいですし、それに、なかなか信じてもらえないと思いますよ」

「うう、まあ確かに。説得力って部分じゃ分が悪いもんな」

　サンドラが苦く渋じゆうの表情を浮うかべる。

「わたくしは少し心配ですわ～。あのピニオスという方、少々性格に問題がありそうでしたもの～。冒ぼう険けん者ギルドにタオンちゃんのことを報告してしまうかもしれません。もちろん、タオンちゃんを悪者として～」

「そんなことしたら、さすがにアタシはブチ切れるからな。聖せい魔ま法ほうでも治しきれないぐらいにピニピニ野郎の顔面をボッコボコにしてやる」

　息まくサンドラを、エリーゼがまあまあとなだめる。

「その心配はないと思いますよ」

　セインタリア教の司祭の中には、真実しか語れなくなる聖せい魔ま法ほうを使える者がいる。冒ぼう険けん者ギルドからの依い頼らいで、疑いをかけられた者にその聖せい魔ま法ほうをかけ白黒をハッキリさせることもあるのだとエリーゼは説明した。

「ことを大おお事ごとにして、冒ぼう険けん者ギルドが勇者サマを取り調べようとしたら、真実が明らかになってしまいますもん。だからピニオスさんはそこまではしないはずです」

「そうですか。それなら一安心ですわね～」

　ルナルナがホッと息を吐はいた。

　それから会話が止まった。少々気まずい空気が流れている。と言うのも、教会を出てからずっと、タオンがほとんど喋しやべっていないからだ。

　無言でパーティーの先頭を歩いている。

　五年ぶりに再会した姉は、恐おそろしい魔ま物ものになってしまっていた。一いつ瞬しゆんはかつての心を取とり戻もどしたものの、再び目の前からいなくなってしまった。

　そんな悲劇的なことが起こった後だ。おそらくタオンもひどく落おち込こんでいることだろう。そう思うと、さすがに三人もなかなか声をかけづらいのだった。

　どう声をかければ、これ以上タオンを傷つけずに済むのか？

　どう声をかければ、タオンを励はげますことができるのか？

　それが分からないから、大いに悩なやましい。

「おい、エリーゼ。アンタ、なんか話しかけろよ」

「どうしてわたしが？」

「だってアンタ、天然だろ？」

「だったらサンドラさんの出番じゃないですか？　傍ぼう若じやく無ぶ人じんで猪ちよ突とつ猛もう進しんだし」

「言ってくれるじゃないかよ。アタシのどこが傍ぼう若じやく無ぶ人じんで猪ちよ突とつ猛もう進しんだって!?」

「全部です！」

「まあまあ～。おふたりとも。ケンカは止めてください～」

　間に入ったルナルナに、今度は白羽の矢が立つ。

「そうだ、ルナルナ！　ここはアンタの出番じゃないか？」

「そうです！　だってルナルナさんは、人生経験が誰だれよりも豊富なんですから。だってもう何百年も生きてるんですよね？」

「ですから、わたくしは二十歳はたちですのよ～」

「だから、百と二十歳はたちなんだろ？　それとも二百と二十歳はたちか？　まさか三百と二十歳はたちなんてことは？」

「まあまあ～。サンドラさん。一度燃えてみたいようですわね～」

　ルナルナがにこやかな顔で険悪な声を出した時だった。少し前を歩いていたタオンが不意に足を止めた。

「オレ、ずっと考えてたんだけどさ……」

　どんな重要な話かと足を止め身構える三人。だけど……。

「今晩の夕飯は、肉にく汁じる麵めんにしようと思うんだ」

「に、肉にく汁じる麵めんですか？」

　思いがけないタオンの言葉に、エリーゼが素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「そーだ。肉にく汁じる麵めんだ。このまま歩けば、どっかの町か村にたどり着くだろ？　そしたら小麦粉を買って、こねて作るんだよ。干ほし肉にくから出汁だしを取って、さらに薄うすく切って軽く炙あぶった干ほし肉にくを上に並べる。うまそうだろ？」

「勇者サマ、ひょっとしてずっと夕食のことを考えてたんですか？」

「ずっとってわけじゃねーけど、ほぼほぼそんなだな」

「何だよそれ。アタシたちはてっきりアンタが落おち込こんでると思って、あれこれ気をもんでたってのに」

「オレが落おち込こんでる？　どうしてだよ？」

「もちろん、タオンちゃんのお姉様のことですわ～」

「タオン。実際にアンタ、泣なき崩くずれてたじゃないか。まあ、五年ぶりの再会があんなだったから、仕方ないとは思うけどよ」

「ああ、あれね」

　タオンはバツの悪そうな顔をした。

「さすがにあの時は、自分の力のなさが悔くやしくてたまらなくってよ。情けねー姿を見せちまったな。でも、別にずっと落おち込こんでなんてないぜ。むしろその逆、オレ、嬉うれしくてたまらないんだ。だって、姉ちゃんがまだ生きてるって分かったんだからな」

　タオンは少しだけ苦く笑しようを浮うかべる。

「そりゃあまあ、ちょっとばかし顔色は悪かったり、角や翼つばさが生えてたり、目が金色に輝かがやいてたりしてたけど……一言で言っちまえば、魔ま物ものになっちまってたけど、それでも、オレの姉ちゃんなんだ。しかも、最後にはオレのことだって思い出してくれただろ？　これって、すごいことじゃねーか！」

　最後には力強い笑え顔がおに戻もどった。

「オレはこれから、勇者として冒ぼう険けんしつつ姉ちゃんを探すぜ。で、今よりもっともっと強くなって、ゴートって魔ま物ものもぶっ倒たおせるぐらいまでになって、それで姉ちゃんを助けるんだ！」

　前向きで力強い決意をするタオンを、眩まぶしそうな目でエリーゼたちは見た。

「さすがです、勇者サマ」

「それでこそタオンだな」

「えらいですわ～、タオンちゃん～」

　笑え顔がおで称しよう賛さんする三人に、タオンは怪け訝げんそうな顔になる。

「ちょっと待て。どーしてサンドラとルナルナが姉ちゃんのこと知ってんだよ？　五年前のことまで」

「すみません、勇者サマ。昨晩の夜の女子会の時に、わたし、話しちゃいました」

　エリーゼが白状する。

「ったく、よけーな話をしやがって。まあ、別に隠かくすことでもねーけど」

　フンと鼻を鳴らしてから、タオンは改めて三人に告げた。

「とにかく、そんなわけだから。お前らとの旅も明日の朝までだからな。これまで世話になったって意味も込こめて、今晩の夕飯はオレが作るから。オレ、肉にく汁じる麵めん作るの得意なんだよね。ひとりで旅してた時は、たまに作ってたから」

「ちょ、ちょっと待て！　タオン！　アンタ今、聞き捨てならないこと言っただろ！」

　サンドラがタオンに詰つめ寄よる。彼かの女じよだけではない、エリーゼ、ルナルナも一いつ緒しよだ。

「わたしたちとの旅は明日の朝までってどういうことですか？」

「お姉さん、何かタオンちゃんに嫌きらわれるようなことしてしまいました～？」

「近い近い近い近い！　三人とも近いって！　とりあえず離はなれろって」

　両手を前へと突つき出だし、三人と距きよ離りを空ける。

「別に、お前らに問題があるってわけじゃ……」

　そう言うタオンの頭に浮うかぶのは、三人と過ごした日々、そしてラッキースケベの数々。もちろん、タオンにとってはアンラッキースケベなのだが。

「いや、問題はスゲーあるんだけどよ。とりあえずこの話はその問題とは別だ」

　多少訂てい正せいを入れつつ、話を続ける。

「さっきも話したとおり、オレはこれから勇者として自分を鍛きたえつつ姉ちゃんを探すつもりだ。ゴートをぶっ倒たおし、姉ちゃんを取とり戻もどす。たとえ、姉ちゃんが魔ま物もののままでも関係ねー。心さえ戻もどってくれさえすればな。でもって、大陸中を回って姉ちゃんを人間に戻もどす方法を探すんだ」

「いい話じゃないかよ。それの何が問題なんだ？」

　サンドラの呟つぶやきに、エリーゼがハッと息を吞む。

「そういうことなんですね。わたし、分かりました」

「何ですの～？」

「冒ぼう険けん者ギルドでは魔ま物ものというものを、決して相あい容いれない存在と定義付けています。よほどの特とく殊しゆなクエストでない限り、生いけ捕どりすらも禁止されているほどです。魔ま物ものとなったアリシアさんを保護することは、冒ぼう険けん者ギルドの定義からは大きく外れてしまっているんです」

「エリーゼの言うとおりだ。もしそんな状じよう況きようになって、それが冒ぼう険けん者ギルドに知られてみろ。冒ぼう険けん者資格は間ま違ちがいなく剝はく奪だつだ。それだけじゃねーぞ。ここ、アーバンク王国じゃ、魔ま物ものは人間の敵だってことになってんだ。いくら心が人間に戻もどってたとしたって、魔ま物ものになった姉ちゃんをそのまま放っておいてくれるはずがねー。そんな姉ちゃんを守ろうとしたら最後、オレたちは間ま違ちがいなく王国のお尋ね者だ」

　タオンはフンと鼻を鳴らした。

「だから、オレとはスッパリ縁えんを切っといた方がいいんだよ。今後も冒ぼう険けん者を続けたければな。別に明日の朝まで待つ必要はねーぞ。肉にく汁じる麵めんに興味がなかったら今すぐ解散にしたって……」

「ふざけないでください！」

　鋭するどい声が飛んだ。エリーゼだった。その瞳ひとみに涙なみだを浮うかべ、怒おこった顔でタオンを睨にらむ。

「勇者サマがお姉さんを取とり戻もどせるよう、全力でお手伝いするって約束したじゃないですか！　冒ぼう険けん者資格を剝はく奪だつされようが、王国から罪人として追われることになろうが、わたしは勇者サマと一いつ緒しよに行きますから！」

「そうだぞ、タオン。そんな理由で解散だなんて、水みず臭くさいじゃないかよ。またそんなこと言ってみろ。アタシ、全力でアンタを殴なぐるからな」

　サンドラも、怒おこったように言った。

「ゴートって手て強ごわい魔ま物ものをぶっ倒たおして姉ちゃんを取とり戻もどすんだろ？　でもって、姉ちゃんを人間に戻もどすんだろ？　冒ぼう険けん者ギルドがどう思おうが、アンタがやろうとしてることは何も間ま違ちがっちゃいない。だったら、アタシだって全力で力を貸すまでだぞ」

　最後に、ルナルナが口を開く。

「これから始まるタオンちゃんの厳しい戦いに、お姉さんの闇やみ魔ま法ほうが不要だとは言わせませんわよ～。それに、エルフの森には数百年も生きている長老方がいます。あの方たちならば、タオンちゃんのお姉様を人間に戻もどす方法を知っているかもしれませんわ～」

　思いがけない三人の反応に、タオンは驚おどろいた顔で早口に問いかけた。

「お前ら、分かってんのか？　冒ぼう険けん者資格云うん々ぬんの前に、スゲーあぶねー戦いなんだぜ。下手したら死んじまうかもしれないんだぜ！」

「分かってます！」

「当たり前だろ」

「もちろんですわ～」

　危険を知りながら、そして冒ぼう険けん者の資格を失い罪人として追われることの覚かく悟ごもして、三人はタオンが姉、アリシアを取とり戻もどす手助けをしてくれると言う。

「お前ら……」

　タオンは感激した。ひねくれているように思われがちな思春期の少年だが、実はとびきり純情で純じゆん粋すいな時期でもあるのだ。

「ありがとよ。だったら……頼たのむ。最後まで、オレに力を貸してくれ！」

　迷いなく頷うなずく三人の姿に、教会で流した悔くやし涙なみだとは違ちがう涙なみだが流れそうになるタオン。

　しかし、そんなタオンの感動も長続きはしなかった。

　だってだって、相手はこの三人なのだから。

「それに、勇者サマのお姉さんはわたしにとっても赤の他人じゃありませんよ。だって将来はわたしの義理のお姉さんになるんですから」

　嬉うれしそうに笑うエリーゼ。

「タオンの子種でアタシが子供を生んだら、タオンの姉ちゃんにとってはその子は甥おいか姪めいってことになるんだもんな。是ぜ非ひとも抱だかしてやりたいぞ」

　勝手な妄もう想そうを膨ふくらますサンドラ。

「あ、タオン。甥おいと姪めい、両方でもいいぞ。アタシ、両方が揃そろうまで頑がん張ばるからよ」

「タオンちゃんはもうわたくしの可愛かわいい弟のようなものですから、アリシアさんはわたくしの妹とも言える存在ですわ～。となれば、お助けしない道理はありませんもの～」

　ルナルナまでもがふたりに追つい随ずいする。




『タオンのお嫁よめさんになりたいエリーゼ』

『タオンの子種をもらいたいサンドラ』

『タオンのお姉さんになりたいルナルナ』




　三人の願望が、だだ漏もれ状態だった。

「おっまえらー、ふざけんなよ」

　タオンが怒いかりで肩かたを震ふるわせる。ちょっとでも感激した自分が情けなくなった。

「オレはまだ誰だれとも結けつ婚こんしねーし、子種だってやんねーし、アリシア姉ちゃん以外の誰だれの弟になったりもしねーからな！」

　声の限り叫さけぶタオン。彼かの女じよたちにもんもんとさせられる少年勇者の苦難の旅？　は、まだまだ始まったばかりだった。











あとがき






　最初は、流行はやり（なのかな？）の『おねショタ』なるものに挑ちよう戦せんしてみようと思い書き始めたような気がします。

　主人公であるタオンの年ねん齢れいも、十歳さいに設定していたっけ？

　でも書いているうちに、タオンの思春期っぷりが強調されるようになり、年ねん齢れいも十三歳さいに引き上げました。十三歳さいと言えば中一です。中坊です。

　そりゃー、素す直なおになれないお年とし頃ごろですよね（笑）。

　個人的に気に入っているのは、エリーゼの使う、戦せん闘とうには使えないものの生活には便利な聖せい魔ま法ほうの数々です。

　体をキレイにする【ウォッシュ】や、対象を乾かわかす【ドライ】。

　そして床ゆかをピカピカのツルツルにする【ワックス】。

　本編には出てきませんが、辛からい料理を食べやすくする【マイルド】や、固い体をほぐし柔かくする【ストレッチ】なんてのも考えていました。

　ちなみに、女たらし勇者のピニオスのパーティーにいる神官のリッカが捕とらえたタオンに使おうとしていた、お通じを良くする聖せい魔ま法ほう、【コー〇ック】もまた、エリーゼが野営の際に使った【セ〇ム】と同じく、ちゃんと発音してはならないとされている聖せい魔ま法ほうです。

　それぞれの〇の中にどんな文字が入るのか？

　皆みなさん、おおよその見当はついていると思いますが、一応種明かしをしておきますね。

【セ〇ム】と【コー〇ック】。

　それぞれの〇の中に入る文字は…………。

　……いや、止めておきましょう。大きな代だい償しようを支し払はらわなければならなくなったら大変ですから。どうぞ、気付いた方も口にしないよう、お気を付けください。

　でも、この〇シリーズって、結構便利だしいろいろと使えるかも。

　頭痛を治す聖せい魔ま法ほう、【バファ〇ン】とか、

　害虫を追い払う聖せい魔ま法ほう、【ムシ〇ナーズ】とか、

　毛糸の服をふわっとさせる聖せい魔ま法ほう【ア〇ロン】とか、

　お部屋の嫌なニオイを消してしまう聖せい魔ま法ほう【ファブ〇ーズ】とか、

　ああ、調子に乗っていると冗じよう談だん抜きで大きな代だい償しようが……。

　何事もほどほどが大切ですよね。

　それではでは。





阿あ智ち太た郎ろう
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阿あ智ち太た郎ろう

10月３日生まれ。長野県出身。今更ながら『世界樹の迷宮』にハマり、シリーズの過去作も含めて遊びまくっている。その結果、毎晩のようにパーティー編成で頭を悩ませることに。火力特化で行くか、縛り優先にするか、はたまた状態異常を狙うのか？　う～む。
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イラスト／はちろく

お手に取ってくださり誠にありがとうございます。

イラストを担当させていただきましたはちろくと申します！

お話と一緒にイラストも楽しんでいただければ幸いです！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「阿智太郎先生」係

「はちろく先生」係
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この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。









[image: ]









[image: ]電撃文庫





勇ゆう者しゃサマは13歳さい！
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